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        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

   （開議 午前10時00分） 

○副議長（清原良典） 皆さんおはようござ

います。 

 平成24年第５回太子町議会定例会第２日目

におそろいでご出席いただきましてありがと

うございます。 

 ただいまの出席議員は15名です。定足数に

達しておりますので、ただいまから平成24年

第５回太子町議会定例会を再開します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 一般質問 

○副議長（清原良典） 日程第１、一般質問

を行います。 

 質問されます議員諸君に申し上げます。 

 質問は一問一答方式で行います。質問、答

弁が終わるまで一般質問席でお願いします。 

 なお、念のため申し添えますが、質問、答

弁は簡潔明快にお願いします。 

 さらに、今期定例会では時間制により質問

を行うこととなっておりますので、よろしく

お願いをします。 

 それでは、順番に発言を許します。 

 まず、森田眞一議員。 

○森田眞一議員 ６番森田眞一でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 私の今回の質問は、教育振興費の各学校へ
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の配当についてであります。質問の趣旨は、

児童数が多い学校ほど児童１人当たりに対す

る消耗品費の配当額が少ないが、これでは規

模が大きい学校ほどお金の面からも充実した

教育活動ができにくいのではないかというこ

とであります。 

 それから、この質問については事前に通告

をいたしておりますので、恐らく教育委員会

からの答弁をいただけるものと思いますが、

町長さんにお願いがございます。質問の中

で、ぜひ町長さんにお考えをお伺いしたいと

ころがございます。ゆっくりと述べさせてい

ただきますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

 さて、今社会は少子・高齢化や経済のグロ

ーバル化など激しく変化をしております。こ

の変化は我々の世代だけでなく、次代を担う

子供たちにとっても大変厳しい時代がやって

くるものと想像されます。そして、彼らがこ

れからの社会を力強く生き抜いていくために

も、ますます充実した教育が求められている

と思います。そして、その教育の大半を担う

のは学校教育であります。特に小・中学校の

義務教育行政を担う市町村の責任は大変重い

ものであると思います。 

 このような中にあって、当町の学校教育現

場においては、日常の教育活動、授業や行事

なんですけれども、そこに使用する消耗品の

予算が十数年前と比べて３割近くも減になっ

ており、なかなか厳しい状況にあると聞きま

す。これについては、昨年のこの時期、一般

質問で指摘をさせていただいたところであり

ます。そのとき教育次長からは、財政的に厳

しいときでありますが、今後も教育振興費の

充実に努めていくということ、さらに当時の

首藤町長からは、ここ数年校舎耐震化工事な

ど施設整備に教育費の多くを割いてきました

が、子供たちの教育に支障がないように、直

接授業等に使用する予算についても十分精査

すると答弁がありました。しかしながら、残

念なことに、24年度において予算の増額は確

認できません。 

 北川町長さん、あなたは就任挨拶の中で、

英会話教育の推進や子供の学力の底上げを図

るなど教育環境の整備に力を入れていくと述

べられております。私は、まさに的を射たも

のと思います。25年度予算には大いに期待を

するものでありますけれども、町長さん、そ

の辺はどのようにお考えになっておられるの

か、お聞きしたいと思います。よろしくお願

いします。 

 そして、この全体的に抑えられて、ただで

さえ少なくなっている教育振興費のうち、需

用費の学校への配当基準についてでありま

す。これまで予算決算特別委員会の審査資料

として配付されました配当表を見ますと、学

校間で児童１人当たりの額に大きな差があり

ます。例えば平成24年度の予算額では、龍田

小学校の配当額は77万7,000円、これは児童

１人当たりに直しますと4,886円、斑鳩小は

総額が112万7,000円で、１人当たりでは

2,515円、太田小が169万2,000円で、１人当

たり1,510円、石海小は135万5,000円で、１

人当たり1,881円です。この額の大半が授業

に直接かかわる消耗品費でありますが、児童

数が多い学校ほど児童１人当たりの配当額が

毎年少なく、太田小学校の児童は龍田小学校

の実に３分の１にも満たりません。私は少な

くとも、このように授業等に直接使用する消

耗品費は児童１人当たりに対して、どの学校

にあろうとも同じような額で配分されるべき

だろうと思いますが、なぜこのように大きな

差がつくのか、お聞きしたいと思います。こ

れでは児童数が多い学校ほど分が悪く、充実

した教育活動ができにくいものではないかと

いうふうに思います。いかがでしょうか。お

聞きいたします。 

○副議長（清原良典） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 森田議員様から２

点質問をいただいております。１つは配当基

準の問題、あともう一点は配当額の差の問題

でございます。 

 では、最初の１番目の配当基準につきまし

てご答弁させていただきます。 



－27－ 

 教育振興費につきましては、ご指摘のとお

り、授業や行事などで使用する消耗品、教材

備品の修理、購入に係る経費等で、まさに日

常の教育活動を支える予算でございます。各

小学校への配当に当たっては、理科教育、コ

ンピューター教育、特別支援学級の教育、学

校図書室の教育、各教科の教材教育など、個

別の事業ごとに、学校割、児童割、学級割と

いった一定のルールを設定して、各校に応じ

た予算配当を行っております。 

 続きまして、２番目の配当額の差のあるこ

とにつきましては、町内の小学校のうち最も

児童数が少ない龍田小学校と最も児童数が多

い太田小学校では、児童数では約７倍、学級

の数では4.5倍の差がございます。これに対

して、今年度の配当予算額は約2.18倍となっ

てございます。 

 確かに児童１人当たりの額はできるだけ公

平に同じ額であるべきであるというご指摘も

あろうかと思います。しかし、現実的には児

童一人一人個別に必要となるものだけではな

くて、複数で利用する内容のものも多いと考

えております。したがいまして、あえてその

学校割という考え方を取り入れているもので

ございます。 

 各学校園には、厳しい財政状況を受け、教

科や学校行事により、最重点で整備が必要な

ものや更新が必要となったもの、少しずつ入

れかえを行うことで対応できるものもござい

ます。それぞれ優先順位をつけながら、授業

に支障がないように、やりくりや工夫をお願

いしております。 

 しかし、児童数が多い学校にあっては、複

数で利用するものであっても、確かに必要な

絶対数が多いことや使用頻度が多くなること

によって修繕費の増大など、児童数が少ない

学校にはない、そういった不便な面もあるこ

とはもう十分承知しております。 

 今後とも、国や県の補助金や交付金等を最

大限活用しながら、予算総額とのバランスを

踏まえて、各学校園の教育活動に支障が出な

いよう、大規模校、小規模校、いずれにとっ

てもよい予算となるように工夫をしてまいり

たいと思います。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 町長。 

○町長（北川嘉明） 先ほどの森田議員さん

の質問の中で、25年度の予算についてのご質

問があったかのように思います。 

 現在、各課から予算要求が出てまいりまし

て、その一つ一つに目を通している状況でご

ざいます。 

 先ほどの質問の中にもありましたように、

かつては太子町の教育委員会の行政がよかっ

た時代、太子町へ希望される先生方も多かっ

たということは私自身も認識をしているとこ

ろでございます。 

 しかし、昨今いろんな意味で予算的には同

じような額になってきていると思っていると

ころでございます。そういった中、質問の中

にもありましたように、子供たちに不便をか

けてはいけないということも重々承知してい

るところでございます。 

 今後、予算要求の中で、いろいろと教育委

員会の話を聞きながら、その需用費等につき

まして今後のあり方を研究をしていきたいと

思っているのが今正直なお答えでございます

ので、ご理解のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 森田眞一議員。 

○森田眞一議員 ありがとうございます。 

 教育次長、また町長さんからお答えいただ

いたわけでございますけれども、誤解しない

でほしいのは、龍田小学校が多いと言ってい

るのではなくて、太田や石海小学校が少ない

と言っているのであります。冒頭にも述べま

したように、全体的に予算が抑えられる中

で、工夫された授業がしにくくなっているん

ではないかというふうに私は感じておりま

す。 

 私には十分かつ適正な配当額はどれぐらい

かということはちょっとわかりません。児童

数が適正規模とされる斑鳩小学校くらいが標
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準ではないでしょうかというふうに思いま

す。仮にそうだとすれば、少なくとも斑鳩小

学校の額ぐらいに太田小学校、石海小学校を

持っていく、そして平準化を図っていくとい

うのが第一義的に必要ではないかと思いま

す。 

 町長さん失礼な言い方ですけれども、これ

は太田小学校で150万円、石海小学校で100万

円増額すると、斑鳩小学校の１人当たりの額

にそれぞれ満たってまいります。この額

250万円は、町長さんが選挙公約で、また就

任挨拶等で述べられております公約の実現、

ちょうど町長の給与の２割減ということで、

公約を果たされたわけでございますけど、こ

の額にちょうど当てはまる金額ぐらいでござ

います。いかがでしょうか。この辺ひとつ考

えていただけないかというふうに思います。 

 そして、全体的に底上げを行って、学校が

より充実した教育活動ができるようにしてい

ただきたいと思いますけれども、教育次長、

再度その辺をどのようにこれから調整される

んか、もう少し詳しくお願いできますでしょ

うか。 

○副議長（清原良典） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 現在、太子町の教

育委員会に元学校長の経験者、元教頭の経験

者３名臨時的任用で勤務していただいてます

が、その方に、こういう森田議員から通告を

いただきまして、この問題について学校長の

経験者としてどう判断すると私聞きました。

すると、確かに太田小学校はこういうペーパ

ー類につきましても両面印刷して児童にプリ

ント渡すようなこともあったと。だけど、児

童数だけで標準化してしまうと今度小規模校

の学校はもう大変なことになるという、学校

長の経験からそういったお話を伺いまして、

ああ、そういうことも確かに配慮しつつ、や

はり学校割という、そういう均等割的な部分

が考慮されとんだなあということも改めて認

識したわけでございますけれども、森田議員

お尋ねのように、やはり予算編成に当たりま

しては、各学校において、教材整備も初めと

する、校内で必要な物品等の取りまとめをま

ずまとめていただいて、そして優先順位をつ

けていただいて、我々はそれを今回の予算要

求の前にヒアリングをして、そして予算要求

をさせていただくというような手順を踏んで

おります。 

 そういった中で、どの学校ともやはりやり

くり、工夫をしていただいておるわけでござ

いますけれども、今回ご質問いただいて、教

育委員会内部でも本当に従来からやってきた

学校割、クラス割、児童割、この配分比率が

本当にベターなのかどうか、そういうことも

一度検討してみる必要があるなということで

は認識しております。そういった意味で、児

童数割のほうの比率をやはり少しずつ配分、

シフトを考えながらやっていくべきかなとい

うふうな認識でおります。しかし、急激にカ

ーブを切りますと小規模校が大変なことにな

りますから、そういったことも考慮しつつ比

率を緩く見直していくべきかなというふうに

現在考えております。大規模校の苦しみとい

うのは十分わかっております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 森田眞一議員。 

○森田眞一議員 もちろん児童数割だけでは

なかなかいかないところもあると思います。

ただ、学級数割を見ましても、例えば龍田小

学校では８クラス、太田小学校は38クラスご

ざいます。その比率を見ても、決して児童数

割だけでもないような状況だろうと思います

ので、その辺十分ご検討いただきまして、次

回からできるだけそういう差が大きくないよ

うな状況をつくっていただきたいというふう

に希望いたします。 

 終わります。 

○副議長（清原良典） 以上で森田眞一議員

の一般質問は終わりました。 

 続いて、中薮清志議員。 

○中薮清志議員 １番中薮清志、通告に従い

一般質問をさせていただきます。 

 師走になりまして、世の中は年末に向け忙

しさを増しているところなんですけれども、
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香田部長初め総務の方々は衆議院選挙の準備

に向けて特にお忙しいかと思いますが、体調

に十分注意しながらも、大事な国政選挙です

ので、しっかりとよろしくお願いしたいと思

っております。 

 それでは、本題に移らさせていただきま

す。 

 町長の公約の中にも英語教育の充実、また

子供の医療費助成など、教育や子育てに関す

るすばらしい内容が盛り込まれています。そ

こはぜひ推進していただきたいとお願いする

ばかりであります。 

 その中で、現状としまして、夫婦共働きな

ど就労体制の変化により、特に不景気による

ということもあるんですけれども、子育ての

環境が大きく変化しているのは皆さん感じら

れているところだと思います。 

 太子町としまして、子育て支援、また就労

支援を推進する中で、保育園の延長保育を実

施することは子育て世代への大変大きなサポ

ートとなるかと思います。また、そうするこ

とで、仕事はほかの地域でも、住居は太子町

という構図が生まれ、ベッドタウンとしての

役割をさらに果たすことができるんではない

かと思います。結果、若い世代や子供が増

え、さらに町に活気が生まれるのではないで

しょうか。 

 小さい子供が多く、年少人口割合が県内ト

ップで、若い町として名前を知られている太

子町において、保育園の延長保育実施を検討

することはできないでしょうか。これが１つ

目で、また待機児童対策といいますか、厚労

省の指針上では太子町には待機児童がいない

とされておりますが、お仕事の都合で勤務先

の保育園に入所している子供たちの中には、

太子町の保育園に行きたいと思っているお子

さん、またお母さんがおられるのも事実で

す。また、これから共働きになって保育園に

通園する方のためにも、保育園の受け入れ人

数の拡大もあわせて検討することができない

かという質問です。よろしくお願いします。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 延長保育の実

施についてでございます。 

 議員ご指摘のとおり、就労形態の変化によ

りまして子育ての環境が大きく変化しておる

ところは太子町におきましても現状課題とな

っているところでございます。 

 今般、国のほうでは子ども・子育て新シス

テムの基本制度につきまして、本年３月30日

に子ども・子育て支援法案、総合こども園法

案の施行に伴う関係法律の整備に関する法律

等が国会に提出されております。その中で、

結果総合こども園法案は廃案となりまして、

６月になりまして総合こども園構想から認定

こども園制度の改正と修正されました。 

 新たに子ども・子育て関連３法が成立、運

びとなっております。今回新たな法律や制度

の概要が示されたわけでございますが、本格

施行は平成27年度施行を想定しております。

具体的には、平成25年４月以降、国におきま

して子ども・子育て会議が設置され、基本指

針、基本計画等がこれから順次示されていく

こととなります。 

 したがいまして、延長保育の実施につきま

しても、それにあわせて導入できればという

ふうに考えております。また、保育園の受け

入れ人数の拡大についても、それにあわせた

ような形でお願いできればなというふうに考

えております。これにつきましては、将来の

保育需要や子ども・子育て関連３法の制度設

計がこれからでございますので、制度の動向

を十分に配慮しつつ、町内の保育の方向性を

いま一度精査してまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 中薮清志議員。 

○中薮清志議員 延長保育に関して、調整し

ないといけない問題等々もあると思います。

もちろん、その法律のこともそうなんですけ

れども。ただ、現状としまして、お迎えが遅

れても子供を放置するわけにはいかないの

で、保育園のほうでも実質的には無償になる

んですけれども、例えば６時までのところ、
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お母さんのお迎えがちょっと遅れていて６時

半とかになっても、その30分間は事実上は無

償という形で保育園のほうの負担になってい

るんですけれども、延長しているという事実

としてもあります。それも踏まえていくと、

延長することで適切な料金を保護者から徴収

するなり、また国の制度もあるかと思うんで

すが、補助をするなりして保育園の負担を軽

減することが、またさらに子供たちによい環

境を整えられるような環境づくり、保育園づ

くりになるのじゃないかなあというふうに思

いますので、そのあたりもまた各保育園とし

っかり話し合っていただいて、25年度からの

動きというのもあるかと思いますが、でき得

ることであれば、また少しでも早く実現して

いただきたいなというところがあります。 

 また、受け入れ人数拡大につきましても、

人員の配備や施設などでの面、ハード面でも

難しい面もあろうかと思いますが、連携を図

り、実施いただけるように尽力していただき

たいと思います。その上で、先ほどの３法、

法律を含めたハード、ソフトでの現状での課

題というのがもしあるようでしたらお聞きし

たいんですけれども。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 現場のほうで

は、先ほど議員おっしゃられたように、やは

り今実態としまして延長保育、実態的には前

やってるというふうに認識しております。延

長保育の実施につきましては、太子町次世代

育成支援行動計画、今現在26年度まで行動計

画があるわけですけども、その中でも掲げて

おります。国の制度的なもの、また認可保育

園とも協調しながら、園庭の広さとかを考慮

して、また認可保育所さんとも協議を行いた

いというふうに考えております。その上で、

延長保育の実施、保育園の受け入れ人数の拡

大につきましてもいま一度精査してまいりた

いというふうに考えております。 

 それと、３法の対応です。課題につきまし

ては、やはりこの３法が25年度から厚労省

も、法律は通りましたけども、実質的に省令

等基準を定めていくと、実施計画に25年度４

月から入っていくということでございますの

で、それが順次こちらのほうへおりてきます

ので、それに向けて行政側としましては、幼

稚園を所管する教育委員会、また保育所を所

管する社会福祉課が共同して、実態的には連

絡会議をやはり25年度４月早々には開催して

取り組んでいきたいと、詰めていかなければ

ならないというふうに課題としては考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 中薮清志議員。 

○中薮清志議員 25年度より順次法案、法律

のほう、国のほうからも指示もおりてくるか

と思うんですけれども、実施は27年度からと

いう形になるというふうに今おっしゃられて

たんですが、もし25年度からおりてくる中で

何かこの最初に、もしその中でできる範疇の

ものがあれば、どんどん早目に実施していた

だきたいなというふうに思います。特に姫路

市の事業も含めて、網干駅周辺が今整備され

ていく中で、太子町に住むメリットというの

はかなりまた上がってくるかと思います。太

子町の活性化に向けて、やはり子育て支援と

いうのは重要な課題の一つかと思いますの

で、私もこの先ほどおっしゃられた３法をベ

ースに国の動向を見ながらのこれからも確認

していきたいなと思いますので、ぜひともそ

の旨もあわせてよろしくお願いいたします。 

 では、最初の質問はこれで終了させていた

だきます。 

 ２点目、豪雨及び台風接近時の通学につい

て質問させていただきます。 

 昨今、地球温暖化に伴う気象状況の変化を

すごく感じているところであります。今年度

もゲリラ豪雨や強力、大型な台風により全国

的に大きな被害が出ているところもありま

す。 

 そのような中で、太子町では本年度２回、

近隣市で警報が発令されていますが、太子町

のみ発令されず、小・中学校の生徒が豪雨の

中を通学するということがありました。結
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果、その後警報が発令され、学校に着いた時

点、また通学途中に先生から自宅に帰るよう

に伝えられることとなりました。我々素人目

で見ても雨の気配を感じる空模様等、また天

気予報等々による周辺地域の情報、水路の水

流の速さや今にもあふれそうな水の増え方、

また傘を差すので子供の視界も悪く、自動車

を運転する側も豪雨のためワイパーを幾ら動

かしても足りないくらい視界が悪くなってい

る、そういう状況の中では安心して子供を学

校に送り出すことはできませんし、何か起こ

ってから対応しても遅いかと思います。もち

ろん気象庁の発表を受けての行動なので、休

みの判断基準の変更等はできないとは理解で

きますし、給食等の兼ね合いがあるのもわか

るのですが、子供たちの命を守るため、周囲

の自治体で警報が出て、明らかに雨が降りそ

うなのであれば、一旦自宅待機で様子を見る

という指示は出せないものでしょうか。これ

をＰＴＡや各学校で判断すると余計に混乱を

招くと思いますので、教育委員会主導で通達

するということはできないのかお伺いしたい

です。よろしくお願いします。 

○副議長（清原良典） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 失礼いたします。議

員さんがおっしゃるとおり、昨今地球の温暖

化に伴いまして、ゲリラ豪雨、または爆弾低

気圧とか、聞きなれない言葉が氾濫し、局地

的に被害が出るというようなことが新聞、マ

スコミ等をにぎわしているところでございま

す。 

 そのようなことで、太子町におきまして

も、気象警報発令時の対応については、午前

６時30分以降太子町にかかわる警報が発表さ

れてる場合は自宅待機とし、午前８時30分現

在引き続き警報が発令されているときは、そ

の日の授業は中止として、臨時休校とする旨

のルールを定め、運用しておるところでござ

います。 

 また、今ご指摘のありましたように、登校

途中に警報が発表されたときは、または発表

されていることがわかったときは、勝手に判

断して家には帰らないで、安全等に注意をし

て、そのまま学校へ登校するように指導して

おります。児童が自宅に戻っても、保護者が

不在で家に鍵がかかっているようなことな

ど、いろんな状況が想定され、さらには学校

到着後の発令では保護者に連絡をとり、児童

を迎えに来ていただく必要が生じることな

ど、学校も保護者も児童・生徒の安全への対

応に苦慮している現状がございます。 

 ご指摘のとおり、今年の６月19日には７時

38分に、７月３日には７時41分に警報が発表

されることがありました。両日とも小学校に

おいては、家を出て集合場所に向かっていた

り、集合場所を出発して学校へ向かっている

途中の児童が多くいました。中学生において

も通学途上の生徒が多くいる時間帯でござい

ました。また、姫路市やたつの市には太子町

よりも早い段階で警報が発表されておりまし

た。自宅待機や臨時休校等の基準は、あくま

でも警報が発表されているかどうかによって

判断すべきものであると考えております。 

 しかしながら、台風の接近に伴う暴風や大

雨、洪水に係る注意報や警報については、い

わゆる台風情報等の気象情報も発表されるこ

とから、注意報の段階であってもある程度警

報への切りかえが予測できる部分もあろうか

と思います。 

 ただし、警報が発令されていない段階での

自宅待機については、幼稚園、小学校、中学

校の全園児・児童・生徒3,934人の保護者に

短時間で周知しなければならないなど、課題

も多くあります。 

 このご提案の注意報の段階であるが警報を

見越しての自宅待機につきましては、混乱が

生じない運用を行う必要があるため、今後学

校園と協議し、実現に向けて検討してまいり

たいと考えているところでございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○副議長（清原良典） 中薮清志議員。 

○中薮清志議員 ぜひとも前向きといいます

か、本当に実際僕も雨降りの中、子供たちが

どういう形で行っているのかと思って後ろか
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らついていったこともあるんですけれども、

すごい豪雨の中で、子供たちは十分注意して

いるんですけれども、やはり車を運転する側

の運転ミスだったりとか、もちろんそういう

路面状況、幾ら注意してても実際事故は起こ

ると思いますので、そうなる前に、手が打て

ることは少しでも手を打っていただいて、学

校園ともしっかりと話し合っていただいて、

検討して進めていただきたいと思います。 

 特に注意報だ、警報だという話になってき

ますと、またなかなか、きっちりとルールや

基準を決めるというのも大事なんですけれど

も、逆に動きづらくなったりするところもあ

るかと思いますので、難しい話になるかもし

れませんが、行政としては臨機応変な対応、

ぜひとも注意報の段階でも実際にその状況し

っかりと判断していただいてやっていただき

たいと思います。また、コンパクトな町だか

らこそできるというのも、小回りがきくとい

ういい面もあるかと思いますので、しっかり

とそこを図っていただきたいなと思います。 

 納得のいく答弁でしたので、これで一般質

問のほう終了させていただきます。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 以上で中薮清志議員

の一般質問は終わりました。 

 次に、首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 おはようございます。４番

首藤佳隆、通告に従いまして一般質問をさせ

ていただきます。 

 では早速ですが、平成24年もはや12月を迎

え、何かと慌ただしくなってきています。そ

うした中、我が国を取り巻く社会情勢を見る

と、東日本大震災の復興需要に少なからず支

えられている一方で、ヨーロッパを中心にし

た世界的な経済不安、領土問題による中国や

韓国との緊張感、北朝鮮もミサイルを発射す

るというふうに言っております。また、国内

においては、大手家電メーカーの赤字決算な

どに象徴されるデフレ脱却、経済の再生とい

った課題、さらには今真っ最中の衆議院議員

選挙の動向など、不確実な要素が我が国を取

り巻いていると言っても過言ではありませ

ん。 

 このような社会情勢の中、今まさに太子町

においても23年度決算状況を見ながら、政権

交代も予想される中、新しい政権による25年

度の国家予算の動向、また第２次行革プラン

を実施中の兵庫県の動向、さらには住民税、

消費税等の税制改革を踏まえながら、北川町

長新体制による、初めてになる25年度の一般

会計などの当初予算が編成されているところ

ですが、平成25年度一般会計当初予算を編成

するに当たって、特に留意されている点をま

ず伺います。 

○副議長（清原良典） 財政課長。 

○財政課長（堀 恭一） 議員ご指摘のとお

り、不確実性のある時代でございますので、

十分制度等研究しながら今現在進めていると

ころでございます。 

 例年、予算編成に当たりましては、「総合

計画実施計画」に基づきまして取り組むこと

はもちろん、新たな手法による事業の展開や

創意工夫による経費の削減など、行財政全般

にわたり事業を再検証し、編成することとし

ております。 

 特に平成25年度以降におきまして、新庁舎

建設事業の実施により財政需要が大幅に増大

することを職員一人一人が十分認識し、財源

を重点的に配分できるよう、これまで以上に

効果の薄い事業や、また効果の乏しい事業に

ついては廃止、縮小を求めていきたいと考え

ております。 

 町税も景気の動向から大幅な増収は見込め

ません。また、社会保障関係の扶助費等も増

加傾向にあることはご承知のことと思いま

す。例年以上に各種事業の必要性や効果など

を改めて検証し、創意と工夫による予算編成

が必要かと考えております。 

 今後、各部署の予算要求を取りまとめ、費

用対効果、事業等の必要性等を含めまして精

査してまいりますが、将来にも必要な事業が

多くございます。そういう状況を認識し、最

少経費で最大の効果の原則に立ち返り、次世
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代に財源を引き継ぐことも十分考えながら、

住民サービスの向上をさせる気概を持って取

り組んでまいりたいと、そのように考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 今、現状で予算の編成がず

っと行われているところであろうと思いま

す。町長も先ほど森田議員の質問の中で、今

各課からの予算要求に目を通している状況で

あるというふうに述べられておりました。 

 そこで、ちょっと具体的に予算編成におけ

るスケジュールを確認したいんですが、まず

恐らく予算方針の指示が出されて、各課から

の予算要望締め切りが決められて要望上がる

と。財政課等の査定があって、それから町長

の決裁というふうに流れていくんだろうと思

うんですが、その辺具体的に今どういった段

階であるかというところ、日付がわかれば教

えていただきたいんですが。 

○副議長（清原良典） 財政課長。 

○財政課長（堀 恭一） 各課からの予算要

求につきましては、締め切りが終了しまし

て、今現在財政課のほうで取りまとめ作業中

でございます。 

 第１次査定を12月の中旬から、議会等の合

間を縫いながら、今月末いっぱいまで第１次

査定を行います。その後、第２次査定を１月

に行いまして、最終的には２月の初めには当

初予算を固めていきたいというふうに考えて

おります。 

 以上がスケジュールでございます。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 現在、財政課のほうで取り

まとめていただいてるということで、この予

算編成方針から予算の確定までずっと流れて

いくわけなんですけども、きょうも実は兵庫

県の川西市、三木市、豊岡市が既に平成25年

度予算編成方針というのを発表されておりま

して、手元にちょっと持ってきてるんです

が、全国の数多くの自治体のほうでは、今挙

げた川西であるとか三木、豊岡のように、積

極的な情報公開によって行政運営の透明性を

高めるために、成立した予算の内容だけでは

なく、予算を編成する過程とその内容をこの

ように公表されているところが多いわけです

けども、今年度より太子町は24年当初予算

書、また23年度の決算書をＰＤＦファイルに

てホームページで公開するようになりまし

た。もうこのことについてはすばらしいこと

であると高く評価します。この情報公開と透

明性という観点から数多くの自治体が公開し

てるように、来年度以降、10月、11月の時点

で予算編成方針が掲げられた時点でホームペ

ージ等で公表してはいかがでしょうか。 

○副議長（清原良典） 財政課長。 

○財政課長（堀 恭一） 予算編成方針につ

きましては、基本的な部分につきましては公

開できるかなと思っております。ただし、予

算編成におきましては、それぞれの予算要求

における設定を私どもさせていただきます。

これにつきましては、内部による財源的なも

のも踏まえまして、非常に流動的なものでご

ざいますので、かえって公表することによっ

て混乱を招くというような場合もございます

ので、それにつきましては公表できないとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 全国のいろんな自治体のホ

ームページ等拝見しますと、例えば当初予算

の各課からの要望の状況の総額であるとか、

そういった細かいとこまで発表されてる、公

開されてる自治体さんも数多くあります。そ

ういったことを踏まえ、流動的ということで

ございますんで、なかなか難しい面もあるか

とは思いますが、先ほど課長おっしゃられた

基本的な部分だけでも公開することによって

住民の方々が少しでも行政のほうが、太子町

は情報公開で開かれてきたなというふうに感

じるということもありますんで、その辺ぜひ

ご検討していただきたいなと思います。 

 北川町長にとっては初めての予算編成にな

るわけですけども、先ほど森田議員も質問さ
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れておりましたが、選挙公約でうたわれた事

柄をどのように予算に反映させるか等の指示

はされているんでしょうか。また、どのよう

な思いを持って予算編成に臨まれております

でしょうか。その辺の思いだけ聞かせてくだ

さい。 

○副議長（清原良典） 町長。 

○町長（北川嘉明） 25年度予算に選挙での

約束したことをどう反映しているかというこ

とのご質問であったかのように思いますが、

実は私自身、常日ごろ、この予算編成におい

てもそうでした。また、毎月、庁議がある中

でも指示していますのは、御存じのように、

新庁舎建設というのはどうしても頭の中から

離れません。25年、26年、２カ年かけて新庁

舎を建設していくということを太子町は考

え、また私も選挙の中では新庁舎は遅れるこ

となく建設していくということを公約として

お話をさせていただいております。そこの部

分がどうしても離れませんので、そこを重き

にと考えている次第であります。 

 先ほども答えさせていただきましたよう

に、ただいま25年度の予算要求について一つ

一つ見させてもらってる中で今後どうあるべ

きかということを、また各課のヒアリングの

中で考えていきたいというのは先ほど申しま

したような基本的な今の率直な考えでありま

すので、ご理解のほどよろしくお願いしたい

と思います。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 町長におかれては初めての

予算編成であると思いますんで、なかなかご

苦労もあるかと思いますが、ひとつよろしく

お願いしたいなと思います。 

 町長の決裁まで、先ほど２月初めごろに最

終的なものができ上がるということでした

が、そこまで少し日にちがあるわけですけど

も、25年度の事業については、まだ廃止にな

る事業、縮小される事業、さらには新しく取

り入れられる事業など、詳しくは我々にはわ

かりませんが、新庁舎建設という大きな事業

を控え、とにかく前に進んでいかなければい

けません。 

 また、昨日から太子町新行政改革大綱（第

５次）及び実施計画案のパブリックコメント

の募集も始まっております。その中、改革大

綱案を見ると、本町の将来的な財政見通し

は、景気の動向等からも税収の大幅な増収は

見込めず、歳入面でも減少または横ばいと予

想される一方、歳出面では大型事業である学

校の耐震化は完了したものの、今後は新庁舎

建設という大規模プロジェクトの本格的な実

施、年々増嵩が見込まれる社会保障関連の扶

助費を初め、人件費、公債費などの義務的経

費も高い水準で推移し、非常に厳しい財政状

況が続いていくと予想されると書いてありま

した。 

 このような状況下ではありますが、24年度

で学校の耐震化は完了の予定です。25年度以

降順次、幼稚園や公民館、体育館などの子供

の安全・安心にかかわる施設や災害時の避難

所に指定されている施設の耐震化を進めてい

ただくこと。それから、この後で質問します

が、通学・通園路、生活道路の安全・安心の

ための予算、さらには先ほど森田議員からも

質問があった学校関係予算など、厳しい財政

運営下の中であることは十分承知しておりま

すが、優先順位や費用対効果を十分に考えて

いただいた上で、しっかりと予算を確保して

いただくことを要望して次の質問に移りま

す。 

 23年３月の東日本大震災を経験したこと

で、地域のきずなが見直されていることは周

知のとおりでございます。また、被災後の日

本人の秩序立った行動や助け合いの精神、相

互扶助、連帯の精神は海外からも高い評価を

得ました。しかしながら、太子町内において

は、相次ぐ婦人会の解散、老人クラブ会員数

の減少等、人と人のつながりが希薄になりつ

つある現状も少なからず生じております。 

 こうした現状の中、北川町長が選挙公約の

中で、まちづくりは人づくりを大きなテーマ

として掲げられたことは今後の太子町にとっ
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てもとても大切な事柄であると考えます。 

 そこで、次の２点について質問いたしま

す。 

 まず１つ目、日常生活におけるさまざまな

マナーが疑問視されていることを踏まえて、

民主化推進協議会が主体となっている住民学

習のあり方について、現状と今後の方針につ

いてお伺いいたします。 

 ２つ目、婦人会の解散、老人クラブの会員

数減少、少子化による子供会のあり方、空き

家の増加等々を踏まえて、今後の地域コミュ

ニティーのあり方、自治会の活動について、

町としてどのように考えているかをお伺いい

たします。 

○副議長（清原良典） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 失礼いたします。民

主化推進協議会と婦人会の解散、老人クラブ

の会員数の減少、少子化による子供会のあり

方と、２点のご質問があったと思いますが、

そのうちの１点につきまして私のほうから答

えさせていただきます。 

 議員がご指摘のとおり、世の中が豊かで便

利になればなるほど、きずなというものがお

ろそかになってくるのが人間のあり方だと思

います。そういう意味で、日本はここ数年で

本当に便利で豊かな世の中になり、世界でも

有数な秩序が保たれる国となっとるのはご承

知のとおりだと思いますが、先ほどの昨年来

の東日本大震災のことで急激に不便な体験を

味わったというようなことで、きずながまた

再度復活してきたというようなことがうかが

われると思います。そのような中で、民主化

推進協議会の活動というようなことをお尋ね

になったんじゃなかろうかなと思います。 

 本町におきましても、人権学習の推進のた

めには住民学習会を開催し、広く人権尊重精

神の普及に努めております。この住民学習会

におきましては、各自治会で年間３回の実施

をお願いしておりまして、幅広い年代の方々

に参加を求めております。そして、住民学習

会に参加していただいて、人権啓発映画、助

言者の活用、参加型学習等により、正しい知

識や豊かな人権感覚を身につけていただきた

いと考えております。 

 今後につきましても、住民学習会を通じ

て、ともに学び合い、気軽に話し合い、地域

の実態や参加者によって学習会の進め方を工

夫していただきながら学習をしていただくこ

とによって心豊かな人間関係づくりを進め、

お互いの立場を理解し、ともに幸せを実感で

きる社会づくりを考えていきたいと考えてお

るところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） ２点目でございま

すが、婦人会の解散、老人クラブの会員数減

少、少子化による子供会のあり方、空き家の

増加等についての問題は、もともと単位自治

会内での問題が広がって、組織の縮小、解散

という事態へ発展していったと考えておりま

す。 

 各自治会において、交流事業や防犯活動な

ど地域コミュニティー活動を展開されており

ますが、活動がより活性化するよう、町にお

きましても、地域住民の連携と協調のもと、

明るい地域づくりが行えるように、その環境

づくりに努めてまいりたいと思っておりま

す。 

 住民の皆さんと私ども役場がともにまちづ

くりを進めることで元気な町となり、このよ

うな取り組みがこつこつと続いていけば、い

いまちづくりにつながるんではないかという

ふうに考えております。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 教育長からも、総務部長か

らも、一般的な答弁であったかと思います。

何も住民学習をやめろとか、役場の行政のほ

うがもっと自治会活動に協力しろとか、そう

いったことを私述べたいんではございませ

ん。その辺だけまず言っときます。 

 まちづくりは人づくりというテーマは本当

に我々にとっても身近なことでありますし、

また逆に言うと奥の深い難しいものであると

思います。 
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 そこで、10月のまず民推協の理事会のほう

で、民主化推進協議会というネーミングにつ

いてちょっと検討してはどうかと、時代の流

れに合わせて、人権人権と言うのも難しい時

代になってるという話がございました。そう

いった形で、時代に合った形でまずネーミン

グをちょっと考えてみてはどうかというふう

なある理事さんのご意見がございましたが、

その辺のお考えはいかがでしょうか。 

○副議長（清原良典） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 議員がおっしゃる民

主化推進協議会のネーミングじゃなくて、人

権・同和教育という、・同和教育、人権・同

和教育という学習会のあり方についてという

ようなネーミングで質問が出てお答えしたと

思います。 

 これについては、西播磨人権・同和教育が

西播磨人権教育と変更し、またその前には兵

庫県人権・同和教育が兵庫県人権教育という

ふうにして、本来の同和教育というのは人権

教育の中に取り組んで、これも発展的に人権

教育の成果を踏まえて人権教育の中に取り組

み、そして新たなあり方について考えていこ

うというようなことが揖龍の中でも起きてき

ているのが事実でございます。今後、その名

称のあり方について考えていく体制を今から

整えていきたいなというふうに考えてるとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 そもそも人権というものは

社会的な権利のことであります。この権利と

いうものには義務と責任が不可分なものとし

て、逆に裏返したら義務、責任というものが

存在するということになってきます。 

 １番目の質問でも触れました、日常生活に

おけるさまざまなマナーが疑問視というとこ

ろで、例えば犬のふんの問題、ごみの出し方

の問題、また住宅に近いところで草刈り機に

よる飛び石があるとか、障害者用の駐車スペ

ースに平気で車をとめてる等々のマナー違

反。ほかにも、今自治会のほうなんかでも家

族葬のあり方とか空き家対策、防災や防犯

等々の、もう本当に日常生活の中にさまざま

な話題が転がっております。そういった身近

な話題を気軽に話せる場というものが住民学

習会の本来の意義のように感じております。 

 太子町には住民学習のほかにも、ふれあい

サロンという場もあります。このふれあいサ

ロンのあり方も各自治会でいろんなやり方が

なされておって、多くの自治会長さんが企画

等でも困ってらっしゃるという話も聞きま

す。住民学習においても、単にビデオを何回

か見て、それについて話しするという自治会

さんもあれば、今言ったような日常の話題の

ことまで触れてる自治会さんもある。また、

全然そういったことに関係なく、地域の行事

等々のいわゆる総会的な議事進行されてる住

民学習もあるようです。そういったところの

住民学習会のちょっと統一性というのがある

ようでないのかなあとも思うんですが、その

辺の実態についてはどのように把握されてお

るでしょうか。 

○副議長（清原良典） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 学習のあり方をこう

いうふうなあり方でというふうな強い強制力

を持って学習をするのが本来の人権学習では

ございませんと考えております。ある程度柔

軟性を持って、その地域に合った課題を取り

上げ、そして地域に合ったやり方によって議

事が進んでいくことが本来の地域の課題を解

消していくことになるんじゃなかろうかなと

考えております。ある程度の議事進行の方向

性を示しつつ、地域を重点に考えていくのが

人権学習の基本だと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 今教育長がおっしゃったこ

とが、まさに私もそのとおりだと思います。 

 そこでなんですが、民推協の、先日も11月

に行われましたが、実践発表会等々、例えば

あと青少協の実践発表なんかも同じなんです

が、今状態としては自治会、老人クラブ、婦

人会なくなってきたんであれですけども、企
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業さん、ＰＴＡと発表の場があるわけなんで

すが、石海地区、太田地区、斑鳩、龍田、ま

たどこどこの自治会、今年度はここ、来年度

はここと、今順番でされてるのがほとんどだ

と思うんですが、例えばそういった発表会

等々において、住民学習会やふれあいサロン

などをうまく実施されているところにいわゆ

る実践例を発表してもらうというふうに、そ

れ毎年続いても、やっぱりすばらしい自治会

さんはいつもすばらしいと思うんです。そう

いったところの事例というのを発表してもら

うというふうに変えることはどうでしょう

か。 

○副議長（清原良典） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 議員さんのお答え

で、ローテーションじゃなくて、すばらしい

取り組みから発表してはどうかという質問で

ございますが、いろんなやり方があると思い

ますが、そのローテーションの中で、その取

り組みの中で、各地域が参加するので、すば

らしい取り組みをされてるところは、そのロ

ーテの中で発表していただき、そしてそれを

各地域、地区へ持って帰るというようなこと

でも十分その学習実践の意思が伝わるんじゃ

なかろうかなあと考えております。そういう

意味で、ある程度縛りがある中での実践とい

うような中で考えていくのも一つの方法じゃ

なかろうかなというふうに考えております。

どちらがいいか、何がいいかというようなこ

とは、実践を踏まえつつ、新たないい方向を

考え出していきたいと考えております。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 今の答弁のとおりであるの

かもしれませんが、その辺の創意工夫という

ことも、実践発表会、多くの方々が集まられ

る場でございます。有意義な時間が有効に使

えるように、その辺もまた工夫のほうありま

したらお願いしたいと思います。 

 大きなテーマになりますが、今も衆議院選

挙等々でいろんな各党が公約を掲げておる中

でも述べられていることですが、日本のよさ

というのは、老若男女、職種、地位、立場を

問わずに、お互いに心を合わせることだと言

われております。人権を学習することの目的

は、老若男女、新旧の住民が一緒になって話

し合う場であると思います。 

 そして、もう本当に当たり前のことでござ

いますが、人の顔には口が１つ、耳は左右２

つあります。自分の意見を言う口は１つです

が、人の話を聞く耳は２つと、倍あります。

人の話を聞くことがいかに大事かということ

を象徴しているものだと思っております。人

の話を聞くということは、自分自身を磨く大

切な事柄であります。 

 東日本大震災の後、きずなという言葉が見

直され、思いやりという言葉もよく耳にしま

す。多くの人の思いの中にきずなや思いやり

というイメージが定着してきている今こそ、

古いもののよさを生かしつつ、新しいものに

生まれ変わらせる、よいチャンスだと思いま

す。 

 人権学習というかた苦しいイメージから地

域コミュニティーを育む場として捉え、住民

おのおのが持つ知識や特技などの才能、また

各団体がこれまで培ってこられた経験やルー

ル等の才能を調和させていくことがまちづく

りは人づくりの基本になると思います。 

 人づくりと言うとリーダーを育てるという

ふうなイメージもありますが、リーダーを育

てることも大切なことでありますけども、誰

もが同じようにきずなと思いやりの心を共有

することで、みんなで一緒に支え合う姿勢を

持つことも大切な人づくりだと思います。 

 そのためにも、総務部長の答弁でもござい

ました、役場と住民が協働していきたいとい

うふうなことおっしゃいましたが、その参画

と協働の第一歩として、役場の職員が率先し

て住民学習会や地域コミュニティー行事に積

極的に参加して、地域住民の生の声を聞く、

またコミュニケーションを図る必要があると

いうふうに思いますが、これについてはいか

がでしょうか。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 
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○総務部長（香田大然） そうですね。おっ

しゃってる意味はわかるんですが、難しいで

す。住民学習会で職員としての立場で出るの

か、また一町民として立場で出るのか、その

辺、言葉では、一緒にという、本当に簡単な

ことなんですけども、実際の運営は難しいと

思います。ですから、今この場で職員がそう

いう住民学習会に出てということははっきり

申し上げられませんが、非常に微妙な問題で

す。軽々に意見交換、考え方の交換、確かに

おっしゃるとおりなんですけども、実際の運

営は非常に難しいというふうに思います。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 職員としての立場、住民と

しての立場というのが微妙なことであるとい

うことは十分わかります。それを乗り越える

という言い方はおかしいかとは思いますが、

やはり職員の方が地域に顔を出すということ

で、今本当に気軽に住民の生の声、また役場

の考え方とかも気軽に話し合えるという場が

持てるようになればいい町になるんじゃない

かなと考えますんで、その辺のご検討をお願

いしたいと思います。 

 先ほどからきずなや思いやりの大切さを述

べてきましたが、最後に一つ提案したいと思

います。 

 行政ができること、住民がみずからやるべ

きこと、それぞれが協力していけばより一

層、総務部長も考えられてるように、レベル

アップしていける、いい町になると思いま

す。 

 そこで、行政にできそうなこととして一つ

提案してみたいんですが、実は太子町を地図

で見ると、南北逆にするとハートの形になっ

ております。まちづくりは人づくりというこ

とを具体化する最初の一歩として、例えばハ

ートのまち太子であるとか、ハートフル太子

とか、ハートあふれる太子とか、ネーミング

はもう考えていただいたら結構なんですが、

何か町の活性化に使えないものかと考えるん

ですが、例えば心温まる、ほほ笑ましいとい

う意味を持つハートウオーミングなまちとか

ということを内外に向かってアピールする。

そして、小さな赤いハートの形の実をつける

植物、ハートツリーというのがあるんです

が、そういったものを使って町内に広げてい

くというふうな、ハートウオーミングなまち

を宣言して、内外にアピールしていくという

考えはございませんでしょうか。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 首藤議員のみなら

ず、そういったご提案は日々の電話での、私

ども職員に電話かかってくる中にもたくさん

あります。それは今首藤議員がおっしゃった

のは、おっしゃった一つのご意見として承っ

ておきます。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 余りいい答弁、返答いただ

けなかったかなというふうにも感じますけど

も、何かきっかけになることでありますん

で、その辺をまた検討していただければと思

います。 

 最後に、改めて北川町長の考えを聞きたい

ところではありますけども、９月議会でも、

たしか吉田議員でしたか、この件については

質問されて、答弁もされておりました。その

後、９月、12月、３カ月ですから、より具体

的な施策事業を行うということにはまだなっ

てないと思いますんで、その辺より具体的な

施策等が出てくるときにまた議論したいと思

いますので、今回はここで、これについては

終了し、次の質問に移ります。 

 24年の今年度６月から９月にかけて、兵庫

県は文部科学省、国土交通省、警察庁が連携

してつくった実施要領に基づき、ＰＴＡや県

警、市町の道路管理者などが実際に通学路を

歩き、通学路を確認したところ、県内で総計

約3,200カ所もの危険箇所があると発表され

ました。今後、この調査結果を踏まえて対策

会議を重ね、道路工事など時間を要するハー

ド面の整備について年末までに意見をまと

め、道路管理者に提案する方針であるとされ

ております。 

 また、25年度より石海幼稚園、太田幼稚園
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のスクールバスが一部自治会を除き原則廃止

となり、徒歩通園となることが決定されまし

た。これに伴う通学路、通園路の安全が注視

されていることを踏まえて、６月議会に続い

て本日も交通安全についてをテーマに以下の

３点について質問しますが、昨日の一般会計

補正予算の詳細説明の中で、道路維持費で通

学路の安全のために減速マークをつけるなど

の安全対策が行われると説明もありました。

また、９月議会では中島議員より、今年度の

５月30日に文科省、国交省、警察庁のほうか

ら通知があって、全ての公立小学校で通学路

の点検をするようにということで、その折に

は教育次長より、見通しが悪いところとかカ

ーブミラーを改修してほしいとかといった

等々を含め、８月27、28日ですか、調査して

いただいて、危険度が高いと思われるところ

が町内に16カ所あるという答弁もございまし

た。そういったことを含め、繰り返しになり

ますが、子供たちの安全・安心のために再度

質問したいと思います。 

 まず１つ目、町内各自治会からの要望など

を踏まえて、通学路、通園路の安全・安心対

策の進捗状況と今後の対策を伺います。 

 次に、これも９月議会の中島議員の質問の

答弁で井手部長が、９月現在、太子高校周辺

において、全ての車両を時速30キロに制限す

るゾーン30の指定に向けて、警察と地元自治

会が協議を進めているところというご答弁が

ございました。また、６月の議会で私も30キ

ロ規制について要望して、その際には、自動

車が時速50キロで走っている場合、歩行者の

死亡率は約70％、40キロの場合は死亡率約

25％、それが30キロになることによって死亡

率が約７％まで減少するというデータを紹介

させていただきました。これらを踏まえて、

ゾーン30、30キロ規制の設置についての考え

と今後の対応を伺います。 

 次に、太子町の友好都市である大阪府の太

子町さんでは平成11年より聖徳太子をデザイ

ンした飛び出し君、いわゆる飛び出し坊やと

呼ばれる注意喚起の看板に聖徳太子を使って

おります。また、兵庫県内でも豊岡市が玄武

洞のキャラクターである玄さんをデザインし

た飛び出し注意看板を使うとなっておりま

す。 

 そこで、我が太子町でも既存の注意喚起看

板の多くが古くなっている現状がございま

す。また、最近観光協会のほうが八太子のキ

ャラクターをつくろうとしていることも踏ま

えまして、たいしくんやあすか姫とか、また

宮本武蔵といったキャラクターをあしらった

ドライバーに対する注意喚起の飛び出し坊や

看板にリニューアルすることはできないでし

ょうか。 

 以上、お願いします。 

○副議長（清原良典） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 町道関係の整備と

いうんですか、ハード的な面につきましては

後ほど井手部長より答弁お願いしたいと思い

ます。私のほうは通学路、通園路の安全対策

で現在今できることという面で答弁させてい

ただきます。 

 通学路の安全対策におきましては、８月

27日、28日の両日に、たつの警察署、県の土

木事務所の道路管理担当者、町の街づくり

課、そして交通安全担当しとります生活環境

課、そして教育委員会管理課職員が合同で通

学路における危険箇所、16カ所の点検を行い

ました。その後、各機関により早期に対応可

能な箇所については対策を実施しようという

ことになりました。 

 具体的には、交通量が多く危険と要望のあ

った龍田小学校前の交差点では、警察による

定期的な立ち番を実施していくということに

なりました。 

 交通量が多く、横断が困難であると要望の

あった斑鳩小学校東側の国道179号線では、

県によりラバーポールを設置することになり

ました。 

 押しボタン式信号の反応が遅く、通学時に

歩道の混雑があり危険であると要望のあった

黒岡交差点では、他の信号機との関連があり

ますので、警察による信号時間の見直しを検
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討しようということになりました。 

 交通量が多くて危険と要望のあった開発医

院西側の道路及び町与の交差点では、定期的

にはできないんですけど、不定期ではござい

ますが、太田小学校の教諭による立ち番を実

施していくということになりました。 

 そして、交通量が多い場所で、バスを待つ

ために危険であると要望のあった太田小学校

前バス停では、同校の教諭による見守りと交

通安全指導を実施するということになりまし

た。 

 残りの箇所につきましても、引き続き安全

確保に向けて対策を検討していくということ

にしております。 

 私のほうの答弁は以上です。 

 続きまして、経済建設部長より答弁がござ

います。 

○副議長（清原良典） 経済建設部長。 

○経済建設部長（井手俊郎） 次に、ハード

面からの対応につきまして私のほうからお答

えさせていただきます。 

 先ほど教育次長より説明がございましたと

おり、今年８月27、28日の２日間、たつの警

察署初め関係各機関によります通学路緊急合

同点検を実施いたしました。その結果、各小

学校区から合計65カ所の指摘がございまし

た。そのうち対応が必要な危険箇所として抽

出いたしましたのは16カ所でございます。ま

た、その中でも特に早期に安全対策が必要と

判断いたしました５カ所につきましては、本

定例会において補正予算として計上させてい

ただいておりまして、今年度内の実施を予定

しております。 

 次に、各自治会からいただいております通

学・通園路の安全対策の要望につきまして

は、それぞれ必要性並びに緊急性などを適正

に判断いたしまして、その対応が必要な箇所

につきましては順次実施していく所存でござ

います。 

 引き続きまして、２番のゾーン30の設定に

ついての考え方と今後の対応を伺うというご

質問でございますが、ゾーン30とは、幅の狭

い生活道路が集中する区域に30キロの速度規

制をかけて、区域内の歩行者や自転車の安全

を確保する交通施策でございます。当町とし

ましては、通学路や自治会内の生活道路の安

全対策の施策の一つとして考えております。 

 この規制は道路交通法に基づき、兵庫県公

安委員会により設けるものでありますが、規

制区域の決定につきましては、地域住民から

の要望等によりまして公安委員会が調査検討

いたしまして区域決定を行うものでございま

す。今後の交通安全対策でのゾーン30区域選

定につきましては、関係自治会と十分協議し

た上で、たつの警察署に要望したいと考えて

おります。 

 なお、先ほど申されてました糸井地区でご

ざいますが、現在町内で予定されております

ゾーン30の唯一の区域でございまして、県立

太子高等学校の西側から県道太子御津線の間

のその一部の区域であるとたつの警察署より

伺っております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 私のほうから

飛び出し坊やにつきましてでございます。 

 一般的に飛び出し坊やと言われている看板

につきましては、児童が道路に飛び出して自

動車などと接触する事故を防止するという目

的で、ドライバーへの注意喚起のため、通学

路や集落内の交差点などに設置されている看

板でありますが、設置につきましては、ＰＴ

Ａ、また自治会、また個人でも自発的にやっ

ておられるということでございます。 

 これの看板につきましては、交通事故防止

に効果的な面がある反面、設置場所や設置方

法によりましては飛び出し坊やが通行の妨げ

になる場合もございます。 

 全国的に見ましても、行政が飛び出し坊や

を設置したり、購入設置に助成したりする事

例はほとんどないことから、今後またいろい

ろと研究していきたいというふうに考えてお

ります。 

 町としましても、通学路における交通安全
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対策につきましては、今後も警察や各関係機

関との連携を密にして対応していきたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 それぞれ進捗状況等々と喫

緊の対策等を述べていただいたんですが、そ

の中でより具体的にちょっと再質問したいん

ですが、太子西中学校の通学路に当たる太子

山公園の南側から立岡、蓮常寺、竹広のとこ

ろまで、この道は石海小学校の子供たちの通

学路でもありますけども、ここは昨年30キロ

規制になっています。が、現状見ていくと、

全部で、南北対になっている、８カ所ぐらい

であったと思うんですが、30キロの標識が設

置されておりますが、この標識等は基準の定

めに基づくものなので、かなり小さいんで

す。これ大きくしろというのは難しいことな

んですけども、目に入りにくいということが

ございます。また、30キロの規制になったと

いう啓発が十分でないのか、立岡の自治会長

さんからも、地元のいろんな方からも聞いて

おるんですが、なかなか30キロ規制となった

ということがわからないので速度オーバーの

車が減ってないと聞いております。そこで、

道路に直接30キロの標示を描くとか、何らか

の方法で30キロ規制をもっとアピールできま

せんでしょうか。 

○副議長（清原良典） 経済建設部長。 

○経済建設部長（井手俊郎） 現地は確かに

非常に狭い道路でございまして、交通量も非

常に多いところでございます。現地もう一度

確認をいたしまして、先ほどおっしゃってお

りました路面標示、あと手法としてはもうこ

れが有効かなというふうには考えておりま

す。一度その方向で検討もさせていただきた

いと思います。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 ぜひ検討のほうよろしくお

願いいたしたいと思います。 

 今述べた西中の通学路ですけども、30キロ

規制になってドライバーが注意しながら走行

しても、西中の生徒さんが自転車や歩行のど

ちらも横に広がって通学していては何の意味

もありません。 

 また、石海小学校の通学路である小学校東

から佐々木モータース前を通って竹広、糸井

に抜けるところも保護者や地元の人からゾー

ン30、30キロ規制できないかなという要望も

聞いておりますが、ここも結局ドライバーが

注意して走行しても、太子高校の生徒さんが

自転車で横に連なっているところをよくお見

かけします。 

 そこで、西中の生徒さん、太子高校の生徒

さん、自転車のマナー向上に今以上のことを

お願いしたいと思うんですが、教育委員会の

見解はいかがでしょうか。 

○副議長（清原良典） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 確かに中学校の生

徒、自転車通学の生徒、徒歩の通学の生徒、

そして小学校の児童と、それらが絡み合って

ふくそうしているということはもう私として

も十分状況わかっております。お互いにもう

相手のことを思いやって交通マナーをしっか

り守っていくということが大切なんですけれ

ども、小学校、中学校、そして太子高校の校

長にも機会があれば、機会があればじゃなく

て、必ずそういった状況で通行に支障が出て

るんだということもそれぞれの学校長にきち

っと教育委員会のほうから伝えたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 子供たち自身がそういった

形で危ないことをしてると自分たちにはね返

ってきますんで、そういったところがないよ

うに、しっかりと伝えていただきたいと思い

ます。 

 さらに、６月議会でも質問したことで確認

だけしたいんですが、斑鳩小学校の周辺、ま

た太田小学校周辺のグリーンベルトの補修に

ついてはどのような状況になっておりますで

しょうか。 

○副議長（清原良典） 経済建設部長。 
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○経済建設部長（井手俊郎） 従来の通学道

路の安全対策につきましては、学童の重大事

故の多発を受けまして、各方面においてさま

ざまな試験的な取り組みが行われておるとこ

ろでございますが、各地においてもまだ試行

錯誤の状況であるというのが現状でございま

す。 

 本町におきましても、この斑鳩小学校周辺

のグリーンロード、これにつきましては本年

度、斑鳩小学校西側の南北道路、約140メー

トルの区間で、全国的に運転者への注意喚起

するために有効とされております路側帯への

カラー舗装、これを試験的に行う計画を今現

在進めております。この注意喚起の効果を

後々検証しながら、他の太田小学校区におき

ましても費用対効果のすぐれた効果的な方策

を検討していきたいというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 その効果の検証というのは

どれぐらいの期間を考えられてるんですか。 

○副議長（清原良典） 経済建設部長。 

○経済建設部長（井手俊郎） 実施は恐らく

年明けの１月から２月ぐらいの実施になると

思いますので、それから幾ら短くてもやはり

半年程度は必要かなというふうには考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 太田小学校周辺のほうから

も何とかしてえなという声が多く上がってる

と聞いておりますんで、その辺も検証のほう

スピーディーにできるものであればしていた

だいて、効果等も考えてやっていただければ

と思います。 

 つい先日、この12月に入ってすぐの２日の

日に発生した中央自動車道の笹子トンネル天

井板崩落事故で９人の方がお亡くなりになっ

たということでございます。９人の方のご冥

福をお祈りするとともに、このような事故が

続いて起こらないことも祈るばかりなんです

けども、この事故は、今ニュース等々でやっ

ております、経年劣化ということと保守点検

のずさんさが問題となっております。 

 これらを踏まえ、太子町でも橋梁長寿命化

修繕計画が策定され、保守工事が順次行われ

ていくものと思いますけども、子供たちの通

学路に当たる箇所は特にスピーディーでの対

策お願いしたいが、このことについて改めて

見解を伺います。 

○副議長（清原良典） 経済建設部長。 

○経済建設部長（井手俊郎） 子供たちが現

在通学路として今後利用されるところでござ

います、竹広の長金陸橋のことを言われてる

のかなと思いますが、この長金陸橋につきま

しては、現在策定中でございます橋りょうの

長寿命化修繕計画、この中でもって補修を予

定しておりますので、明確な時期につきまし

ては計画策定後において明らかになるという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 長金を含め、いろんなとこ

ろあると思いますんで、その辺スピーディー

な対策をお願いしたいと思います。 

 本日はこれ以上もう触れませんけども、石

海幼稚園のスクールバス廃止に関して、石海

地区のＪＲ線路南側の７自治会長連名による

要望書が提出される運びとなっております。

この件についても、４歳、５歳のちっちゃな

子供たちが通う通園路になるわけですから、

地元の自治会の声をきちっと聞いていただい

て、対策のほうを切にお願いしたいなと思っ

ております。 

 また、今年４月に起きた亀岡市の悲惨な事

故以来、石海地区だけでも、その線路南側の

自治会さん以外にも、福地、きょうもおいで

になっております、老原さん、常全、そして

立岡の自治会のほうからも通学路に関する強

い要望が出てきております。そういったこと

も含め、最初の質問でも述べましたけども、

厳しい財政が続く中ではありますけども、未

来を担う子供たちの安全・安心のために、ぜ
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ひともスピーディーな対応をお願いして一般

質問を終わりたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

○副議長（清原良典） 以上で首藤佳隆議員

の一般質問は終わりました。 

 次、吉田日出夫議員。 

○吉田日出夫議員 こんにちは。８番吉田日

出夫です。一般質問をさせていただきます。 

 きょう大きく言って２件の問題を質問させ

ていただくんですけども、あえて冒頭にお願

いしときますけども、この件につきまして

は、町長も就任されてまだ５カ月ほどの期間

ですけども、お答え願えたらと思っておりま

すので、よろしくお願いします。 

 まず１つとして、遊休地について、これ東

芝の工場の跡地なんですけども、やはり太子

町が今の一町で今後も継続していく上におい

て、やはり財源の確保、その意味合いにおい

て、この東芝の跡地が今後どのように誘致さ

れるか、利用されるか、これが一番の税収入

の基本になると思いますので。それで、６月

のこの定例会において新町長がお答えいただ

きましたけども、12月までに、年内に、とに

かく東芝を訪問して、この内容についての確

認をするという形をお話を聞かさせていただ

きましたので、それについて、その結果はど

うであったかという形の内容、そこら辺を、

実施されたかどうかも含めてですけども、お

聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（清原良典） 町長。 

○町長（北川嘉明） 株式会社東芝姫路半導

体工場の跡地利用や新規事業の導入について

は、地域経済や雇用に与える影響も多大であ

りますので、町といたしましても、下請関連

企業の従業員の雇用確保のため、11月中旬に

株式会社東芝本社で役員の方にお目にかか

り、要望をいたしてまいったところでござい

ます。 

 具体的な内容につきましては回答はいただ

いておりませんが、今後も引き続き新規事業

の導入に向け要望活動を行ってまいりたいと

考えております。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 吉田日出夫議員。 

○吉田日出夫議員 今お答えいただきました

ように、訪問をしていただいて、雇用の要望

等されたという形の内容をお聞きしたんです

けども、今町長、またここにいらっしゃる皆

さんにはそういう情報が伝わってるかどうか

わかりませんけども、東芝の、これはあくま

でも私も個人的な情報という意味合いでお聞

きしてんのは、太陽光発電、こういうことも

考えられないかというような話が出ておるん

ですけども、私が町長に申し上げたいのは、

やはりただ単に行って、相手の言うことをど

うこうという形よりも、やはりもう再三これ

は東芝を訪問していただいて、そういうこと

が本当に情報がどのようにきちっと我々に伝

えてもらうような形になるか。それと、早く

やはり、このせっかく遊んでる土地ですの

で、何らかの有効活用ができないかという、

そういう努力が住民に見えるような形にして

もらいたい思うんです。ただ、一般質問等で

聞かれて言ったから行ってくるとかという形

じゃなくて、本当に行政としてそういう誘致

に対しての財源確保のために、それがやっぱ

り一町が太子町が安心・安全で幸せな住民の

暮らしができるもとになると私は思うとんで

す。そういう意味で、本当に町長はこれから

やっぱり努力をもっとしてもらいたいという

こと思うんです。みんなそういう意味で新町

長を見てると思うんで。私は一番に同じ斑鳩

の人間として期待しておりますんで、よろし

くお願いします。 

 次、２番目のほうですけども、せんだって

新庁舎建設についてということで４地区にお

いて説明会がありましたんですけども、今私

が一番思いますのは、要は新庁舎のこの説明

案の図から見ましても、斑鳩の中では、これ

斑鳩の体育館を設計した業者がやってる、や

るんですけども、そのようにお聞きしてます

けども、そのように広報にも出ておりますけ

ども、見た感じでは体育館と変わらんような

庁舎の建て方かというのが話の中に出ておる
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んです。というのは、なぜ私がこれあえて申

したいというのは、我々聖徳太子のゆかりの

地、太子、この後福井議員も太子町の観光行

政ということで話をされる思うんやけど、そ

の中にも意味合い的には関係すると思うんで

すけど、勾配屋根を設けて、とにかく斑鳩寺

等含めて、太子町へお越しになる方は２号線

を通ってそういう中へ入ってこられると思う

んで、ああ、これが、さすが聖徳太子ゆかり

の庁舎であるなあということが一見してわか

るような感じに建ててもらえば、そういう設

計をしてもらえたらということを一番に思っ

ておるんです。そういう意味で、お考えをな

ぜ出していただけないのか。 

 それと、町長もそうですし、これ斑鳩の景

観形成、まちづくりということで、斑鳩では

やっておるんですけど、これも５年ほど前か

ら県の補助をもろて、県とか、行政からも来

ていただいて、屋根はこんな瓦、壁はこんな

色、こういう指導も受けて我々は斑鳩の景観

形成を進めておるんです。その一つの中にこ

の庁舎も景観形成してる地区ということで話

になっておるのに、何でそういう考えを出し

てもらえないのか、私には不思議でならない

んです。北川町長もこのまちづくり、斑鳩ま

ちづくり協議会の一員としてこういう会議に

参加していただいておったと私は思うており

ますので、そういうことを踏まえた上で、本

当に太子町はこういう感じが、誰が見ても聖

徳太子の、これ何も庁舎が冠じゃなくて、ほ

んまは我々から言わせたら斑鳩寺が太子町は

冠と思うておるんです、私自身は。そういう

意味からいうても、やっぱりそういうつくり

に。今、そら屋根にいろんな装置とか、そう

いうのも置く言うておりますけども、これ勾

配屋根にしたからできないということは、設

計はできないことはないと思うんです。ま

た、そういうできる設計屋でなかったら困る

と私は思いますんで、そういうことを思いま

す。 

 それと、まちづくり４地区で話しされた形

が、いろんな意見が出ておった思うんです。

その意見をきちっとどのように捉えて、いつ

どのような方法で住民の方々に報告、ご説明

をしていただけるかをお聞きしたいんですけ

ども、それが１つと、それともう一つ、この

説明会の中で、ある方がしつこく言っておら

れましたけど、町の財政を考える上におい

て、本当に24億円の建設費を使うてやらんな

ん庁舎かということです。要は、やり方によ

っていろんな考えはある思うんです。だけど

も、太子町が一町で存続する上において、何

も格好よさは私は要らないと思うんです。住

民もそんなことは望んでおらないと思うんで

す。仕事がきちっとできて、本当に太子町の

庁舎である、住民が、これが利便性を考えた

上でのそういう形のつくりがあったらそれで

十分と思うんです。そうでないと、普通小さ

な工事やっても追加予算とかいろんな形が出

る中で、この24億円を使って、また追加予算

という形があるに、そういう懸念もあるんで

す。そういう意味からいうて、24億円をかけ

て本当につくらなあかん太子町の庁舎かとい

うことを私は思うております。この内容で、

町長のほうでお答え願いたいんですけども。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） お答えをいたしま

す。まず、２番目の１と２をあわせてお答え

いたします。 

 新庁舎の屋根の問題とか、外壁の関係とか

でございますが、新庁舎につきましては、周

辺の環境や景観との調和に配慮しながら、シ

ンボル的な要素や華美な要素を極力少なくす

る方針で進めております。 

 屋根につきましては、屋上の設備、機械機

器設置での利用やメンテナンス等に考慮し

た、場所に応じた屋根形状といたしておりま

す。また、旧国道沿いは住環境に配慮すると

ともに、町並みに連続性を持たせる形状とい

たしております。 

 屋根や外壁等の素材につきましては、現在

基本設計において、コストとのバランスを考

えながら比較検討を進めておりまして、決定

しているものではございません。 
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 今後、実施設計段階におきまして、周辺環

境に配慮した、和のイメージに沿った材料を

基本としながら、コスト等も考慮に入れなが

ら決定したいというふうに考えております。 

 それから、２番目の１番の１でございます

が、聖徳太子のゆかりの地ということなんで

すが、人が集い、住民と行政、議会とが“和

のまち太子”の実現に向けてつながる、その

ような地域交流拠点として新庁舎建設の基本

としていることは、聖徳太子の和の精神につ

ながるものというふうに考えております。 

 新庁舎につきましては、シンボル的要素や

華美な要素を極力少なくし、基本的に質素で

品格のあるものとしながら、聖徳太子ゆかり

の地にふさわしい和の表現を現代的に取り入

れた庁舎とする方針としております。さら

に、周辺の街道や町のつながりなどの町並み

に連続性を持たせるものといたしておりま

す。 

 それから、２番目の１つ目の３つ目でござ

いますが、優先順位ということでございます

が、新庁舎につきましては、基本計画の４つ

のコンセプトを基本として、住民に親しみや

すい開かれた庁舎を目指しながら、シンボル

的要素や華美な要素を極力少なくし、基本的

に質素で品格のある庁舎を優先として計画い

たしております。また、階層やデザインにつ

きましては、周辺の環境や景観との調和に配

慮し、和の表現を現代的に取り入れたいと思

っております。 

 それから、２番目の２つ目の１つ目でござ

いますが、庁舎の建設24億円ということでご

ざいますが、新庁舎は基本的に質素で身の丈

に合った庁舎とする方針であります。できる

限り建設費の抑制に努め、次世代に過度の借

金を残すことのないように進めてまいりたい

と思っております。また、住民の方々のご意

見の把握に努め、コストバランスを考慮した

いと考えております。 

 なお、24億円は、基本計画で述べた必要面

積に類似施設の落札工事契約額を参考に算出

したものでございます。今後、まだ基本設計

もでき上がっておりません。実施設計も徐々

に固まっていくということですから、流動的

であります。24億円という数字は、先ほど申

しましたように、類似施設の落札工事契約額

を参考にした一例ということを申し上げてお

きたいと思います。 

 それから、まちづくりの集いについてでご

ざいますが、まちづくりの集いでいろいろい

ただいたご意見やご要望、またそれに対する

町の考え方につきましては、早い段階で内容

をまとめまして、町のホームページ、また広

報紙に掲載して、広く町民の皆さんに周知、

報告いたしたいと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 吉田日出夫議員。 

○吉田日出夫議員 今、香田部長のほうから

町長にかわってのお答えがありましたんです

けども、大体今お答えいただいた内容は、こ

の新庁舎説明会のときにお聞かせ願って、何

ら余り変わらないような感じを思います。要

は質素で品格のある云々、ほいで和を表現す

るという形ですけども、私らは今のこの屋根

の形が本当に和風で、景観形成という意味合

いを言うて、何のために我々斑鳩でみんなこ

の景観形成、斑鳩、指定地区、この認定を来

年、25年３月に認定をいただく形で、今審査

をされておると思うんですけども、そういう

中で、それにつながるような屋根づくり、そ

ういうことをあえて考えてもらえんかという

ことを考えておるんで。今、部長のお答えで

は、まだこれから設計、検討段階という形な

んで、それがそうなるように私はあえてお考

えいただくようにお願いしときますけども。 

 それと、24億円というのも、これもあくま

でも大きさ広さに応じての計算ということな

んですけども、我々住民としてはこれだけ

が、太子町の庁舎だけが我々の予算のあれじ

ゃないんで、太子町が存続する上においては

本当に24億円が妥当なんかということを住民

は思うておりますんで、そこら辺をしっかり

と考えてもらった上での進め方をしていただ

けたらということを思います。 
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 それと最後に、北川町長にはお答えしても

らえなかったんですけども、いろいろ我々も

斑鳩地区のまちづくり協議会の中で今、屋根

はこうだ、壁はどうかと一緒に勉強してきた

んですけども、町長としては本当に今私が申

し述べておるような形の考えを検討していた

だくような内容があるかどうか、一言お答え

願いたいんですけど。 

○副議長（清原良典） 町長。 

○町長（北川嘉明） いろいろと吉田議員の

ほうから質問されましたが、最後に私の考え

が考慮できるかどうかということでございま

すが、ただ私は今回プロポーザルでお願いし

ました坂本設計事務所につきましては、御存

じのように斑鳩小学校の体育館を設計してい

ただきました。その体育館が兵庫県の人間サ

イズのまちづくり賞という賞を今年度いただ

きます。そういったことを考えますと、先の

町長が斑鳩小学校を建設するに選ばれた業者

は、何も設計業者は間違っていなかったとい

うふうに私自身同じ思いを持ってますので、

そういった考えで今後の新庁舎建設に向け進

んでいきたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

○副議長（清原良典） 吉田日出夫議員。 

○吉田日出夫議員 今、町長のご回答の中に

坂本設計のまちづくり表彰云々という形を言

われてましたけど、私は何も坂本設計さんが

どうこうという意味合いできょうは物は言っ

てません。要するに、我々としては斑鳩で、

このご指導いただいた件を含めて、ご指導い

ただいた、そういうつくりの、本当に聖徳太

子ゆかりの太子、誰が見てもそういう感じに

見える、太子町に、２号線、また西国街道が

本当にある中で庁舎建つんです、挟まれて。

そういう中で、建て方、屋根のつくり、それ

が本当に今考えておられる内容が妥当なのか

どうか、そこをきちっと再検討してもらいた

いということで考えておりますので、そうい

う意味でお願いします。 

 それと、ちょっと最後に、北川町長にあえ

てお願いしますけども、先ほど東芝の跡地の

件もご回答いただいたんですけど、やはりも

っと、これ太子町には元東芝の従業員とかい

ろんな方がおられますので、やっぱり遠慮な

しにその人脈の活用されて、もっと前向きに

努力をしていただくような形を考えてもらっ

たら、もっと早い時点でこういうこともいい

形の誘致になるんじゃないかと、私は北川町

長に期待しておりますんで、よろしくお願い

します。 

 以上で私の質問終わります。 

○副議長（清原良典） 以上で吉田日出夫議

員の一般質問は終わりました。 

 次、福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 ５番福井輝昭でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 急な寒波で、私どもの庭のもみじも一遍に

吹き飛んでしまいました。本当に厳しい寒さ

がやってまいりました。しかし、北の被災地

の皆さん方には本当に厳しい寒波がまたやっ

てきます。本当に衆議院選さなかでございま

すが、政府におきましてもしっかりとした対

策、対応、これをお願いしたいなと、そう念

じまして一般質問に移らさせていただきま

す。 

 太子町の観光行政につきましてです。 

 太子町は昨年町制60周年を迎え、次なる節

目70周年を目指してさらなる飛躍が期待され

るところであります。また、２年後には新庁

舎がその威容をあらわし、念願の竣工を迎え

ることになるが、太子町にとって大きな転機

になると考えます。 

 太子町都市計画マスタープランにおいて、

都市拠点に新庁舎及び交流施設を新たに地域

交流拠点として加える見直しがなされ、従前

の聖徳太子ゆかりの斑鳩寺の歴史拠点、また

文化会館周辺のふるさと文化村の文化交流拠

点のこれら３拠点を結ぶトライアングルを基

軸に、また太子町の玄関口である網干駅周辺

の広域交流拠点では都市計画道路龍野線の高

架化、網干線の整備及びそれに伴う周辺の土

地区画整理事業が予定されており、交通体系

の整備、土地利用の促進が図られようとして
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おります。太子町の玄関口として大きく期待

されるところであるこれらの拠点が有機的に

作用することにより、太子町はさまざまな可

能性を映し出してくれます。 

 兵庫県全体を眺めると、姫路市、たつの市

に挟まれた、私には挟まれたように見えるん

ですが、ちょっと四国に似た形の小さな町、

太子町がいとおしく思う。がしかし、世界遺

産である姫路城を有する姫路市と播磨の小京

都と呼ばれる旧龍野市に隣接し、交通の要衝

でもある太子町は大きな可能性を秘めた町で

あることは間違いない。終日多くの方が通過

するにせよ、この太子町に入られる、そうし

た方々を含め、それぞれの拠点より情報発信

し、この太子町という町を知っていただくこ

とが太子町のさらなる活性化、発展につなが

るのではないだろうか。 

 また、これはまだ流動的でありますが、Ｔ

ＰＰ交渉参加が現実的ともなれば、その先に

は交渉参加国との人の流れ、物の流れが加速

されることになると思われます。当然、太子

町もその流れの中に入ることになり、グロー

バル化がより現実的なものになります。世界

の中の太子町であることを観念せざるを得ま

せん。 

 現在、太子町においても小学５、６年生の

英語教育への取り組みがなされており、また

町長においても英語教育への取り組みに力を

入れるとのこと、きっと太子町の発展に大き

な力となることだろう。 

 こうして見たときに、より多くの人の行き

交う太子町が考えられます。そのため、魅力

あるまちづくりやお迎えするための対策、対

応等さまざまな取り組みが要請されるのでは

ないでしょうか。新庁舎竣工とともに、新た

な観光施策、観光行政がスタートできるよう

取り組みがなされるべきだと思います。 

 以上、お伺いいたします。よろしくお願い

いたします。 

○副議長（清原良典） 経済建設部長。 

○経済建設部長（井手俊郎） お答えいたし

ます。 

 新庁舎竣工が平成27年の予定であることを

踏まえまして、新庁舎建設の基本設計の中

に、地域交流拠点、歴史拠点、文化交流拠点

のこれらの３拠点を結ぶことにより、人が集

う、町をめぐる、太子がつながるの基本コン

セプトをもとに、この地域が新たに町歩き観

光の拠点となる地域と考えております。 

 この地区におきましては、現在、先ほども

話が出ておりましたが、歴史的景観形成地区

の県指定に向け、取り組んでいるところでご

ざいます。指定後においては、斑鳩地区で積

極的に現在地域づくり活動されておられます

斑鳩ふるさとまちづくり協議会、また太子町

の観光協会との連携を図りまして、和らぎ広

場などを拠点とした観光客の誘致活動を行っ

ていかなければならないというふうに考えて

おります。 

 また、新庁舎竣工後におきましては、人が

集う、住民交流の場となります中央交流広

場、また地域交流ゾーンを活用いたしました

各種のイベントの開催、また歴史拠点の斑鳩

寺、文化拠点のあすかホールの３拠点が連携

いたしましたイベントの開催なども検討し、

今後も本町のＰＲや観光情報の発信を積極的

に行いまして、観光客の誘致活動に取り組ん

でまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 ありがとうございます。そ

のように考えていただいて、ますます心強い

気がいたしております。 

 そこでですが、とにかく観光事業というの

はひとつ大きな町の活性化、これには寄与す

るものでございます。 

 姫路市においては、現在姫路城の平成の大

修理が行われております。それらにあわせる

かのように、駅前では本当に大規模な整備が

今行われております。本当に姫路市の駅前の

整備というのは着実に行われておりまして、

非常に力強いまちだと私は常々思っておりま

す。姫路城の大修理の完了とともに、本当に

たくさんのお客様がお見えになられることだ
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ろうと思います。また、商業地の活性化にお

いても、このタイミングは本当に好機かと思

っております。以後、これからもより多くの

お客さんがお見えになり、そういう姫路の玄

関口としてますますにぎわうことになるんで

はないかなと思っております。姫路市という

のは本当に我々が大いに参考にすべきまちで

はないかなと思っております。 

 また、たつの市におきましても、龍野公園

一帯は常に整備されております。通りは景観

に配慮したたたずまいを見せておりますし、

播磨の小京都と言われて非常に久しいわけで

ありますが、この景観を維持し育てていくこ

とがこの地に住まわれる住民の心意気でもあ

り願いではないかなと思っております。非常

に利便性については必ずしもよいとは思いま

せんが、かなり遠方からも訪れる人がいると

お聞きしております。私も年に何回か、春は

桜の季節、春、桜、秋はもみじ、そうではな

い時期に訪れても非常に落ちついたたたずま

いに心安らぐ思いがいたしております。高校

時代と申しまして、もう40年以上にもなりま

すが、通学路の景観も大きく変わりはなく、

むしろ変わらないことに驚くとともに、本当

に懐かしさが込み上げてきます。人を迎える

優しさ、温かさというものを感じます。この

景観を営々と守り続けている住民の方の思い

に敬服するばかりでもあります。こうした思

いがこの地を訪れた人に伝わるんだと思いま

す。 

 また、サスペンスドラマのロケ地ともな

り、また一帯は古くからしょうゆづくりが非

常に盛んでありまして、往時をしのばせるし

ょうゆ蔵や煙突が本当に映し出されておりま

した。これらを今に伝えてきた当家の人、あ

るいはまた残そうという多くの方の思い、そ

して行政の取り組みなどのたまものではない

でしょうか。このドラマは全国ネットで２週

連続放映されました。私は本当に身近なロケ

地なので興味を持って見させていただいてお

りました。記憶に新しい方もおられるかなと

は思っております。町並みはもちろん、また

赤トンボに題材を求めたドラマの筋書き、毎

年行われる武者行列、これらが全国に放送さ

れたものですから、本当にこれはすごいと言

わざるを得ません。そういうことで、以前に

も増して多くの方が全国から観光に訪れられ

るのではないでしょうか。 

 国内はもちろん、世界の観光地と言われて

るところほど、それこそ行政挙げて、あるい

は国を挙げて観光に取り組んでいるのではな

いかなと思っております。まちの活性化は、

これはもちろんでございますが、その地、あ

るいは国において観光産業はなくてはならな

いものになっているはずです。そこで暮らす

人々の糧なんですから、さて我が町はこれか

らどうあるべきなんだろうかということにな

るんですが、ここに一つの指針というのがご

ざいます。“和のまち太子”と題した第５次

太子町総合計画、これは平成22年から10年

間、平成31年まででございますが、その政策

７におきまして、観光振興によるにぎわいづ

くりとして基本構想、基本計画がうたわれて

おります。基本構想の中で現状と課題が上げ

られております。10年後に目指す将来像が語

られ、最後に基本的な方針が述べられており

ます。そして、基本構想に対応する形で、基

本計画として細施策、細かい施策、この細施

策が述べられております。本当にこれについ

ては非常に立派な内容だと思っております。 

 そこでお尋ねしたいんですが、この太子町

の第５次総合計画は平成22年より始まってお

り、今年は数えて３年目に当たるわけでござ

いますが、基本構想にある10年後に目指す将

来像におきましてこう述べられております。

太子町の魅力が広く伝わるとともに、住民と

の協働によりイベントや体験型ツーリズム、

特産品の開発など魅力ある観光資源が生ま

れ、多くの観光客が訪れている、このくだり

で、現在の進捗率はどの程度なのか、あるい

は今どのぐらいの段階なのか、これについて

ちょっとお願いいたしたいと思います。 

○副議長（清原良典） この際、暫時休憩し

ます。 
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 再開は午後１時とします。 

（休憩 午後０時03分） 

（再開 午後０時59分） 

○副議長（清原良典） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

 午前中に引き続き一般質問を行います。 

 それでは、経済建設部長より答弁をお願い

します。 

○経済建設部長（井手俊郎） それでは、午

前中に引き続きまして、太子町総合計画にお

いて掲げております観光振興の振興策の取り

組みについて、現在におけるその進捗状況は

というご質問でございました。 

 観光振興事業に関する進捗状況、率であら

わすのは非常に難しいものがございますの

で、それぞれの基本的な方針をもとにご説明

のほうさせていただきます。 

 まず、この計画の中で掲げております基本

的な方針としまして、本町が持つ歴史的資産

や自然環境など豊かな観光資源を広く情報発

信し、太子町の知名度を高める。また、観光

客が歩いて回れる周遊型ツーリズムや農作業

等のさまざまな体験ができる体験型ツーリズ

ムの展開を図るとともに、広域の観光協議会

を活用して近隣市町の観光資源とのネットワ

ーク化を推進し、相乗効果による観光客数増

加を図る。また、商工会や生産者グループに

よる特産品の開発、販売を支援するととも

に、販売の拡大に努めると基本的な方針を掲

げております。 

 この方針を踏まえまして、まず観光客が歩

いて回れる周遊型ツーリズムは先ほど午前中

に説明申し上げました斑鳩地区での町歩き観

光がまさに目指しているものでございます。 

 また、農作業等のさまざまな体験ができる

体験型ツーリズムの展開では、既にサツマイ

モ、ジャガイモオーナー事業や老原そばまつ

り、また阿曽れんげまつりなど、町外からも

多くの来客者をお迎えし、盛大に開催してい

るところでございます。 

 次に、近隣市町の観光資源とのネットワー

ク化の推進につきましては、昨今のゆるキャ

ラブームを受けまして、ご当地キャラクター

で地域おこしを行っている自治体が増えてお

ります。本町では以前からイメージキャラク

ターのたいしくんとあすか姫が町のマスコッ

トとして町内外へ積極的にＰＲ活動を行って

おりまして、今年度も既に10回町外に出向き

まして、本町の知名度向上に大きく寄与して

いただいているところでございます。 

 また、皆様方もご承知のことと思います

が、平成26年１月からのＮＨＫ大河ドラマの

主人公に姫路生まれの戦国武将黒田官兵衛が

選ばれております。前例からも大河ドラマの

舞台となります地元へは観光客の増加などに

よる大きな経済的波及効果をもたらしており

ます。本町におきましても、この機会を大き

なチャンスと捉えまして、姫路周辺の市町で

構成しております西播磨観光協議会を活用い

たしまして、市町が連携した観光客誘致を行

っていかなければならないというふうに考え

ております。 

 最後に、特産品の開発と普及の推進につき

ましては、22年度以降、太子みそ焼きそば、

太子バーガー、太子いちじく生シューなど多

くの特産品の開発に取り組んでまいりまし

た。また、今年度は当町の特産品の一つであ

りますイチジクの生産者と町内の洋菓子、和

菓子屋さんとの連携によります多くのイチジ

クスイーツを考案していただき、その商品、

販売店、またイチジク生産者を紹介し、産地

での直売方法などを掲載いたしましたパンフ

レットを作成いたしました。このことをテレ

ビや新聞などのマスコミによる報道によりま

して、遠くは大阪を初め京阪神からも多くの

来町者がありまして、来年度以降も大いに期

待しているところでございます。 

 以上が太子町総合計画に掲げております施

策の取り組み状況と今後の取り組み予定でご

ざいます。以上でございます。 

○副議長（清原良典） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 ありがとうございます。非

常にご丁寧な答弁で、よくわかりました。 

 その中で、お話しされたことでございます
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が、基本方針の中の広域の観光協議会等を活

用して近隣市町の観光資源とのネットワーク

化を推進し、相乗効果による観光客数増加を

図ると、非常にこの考え方というのは大切だ

と思います。先ほどからお話もしております

が、姫路市、たつの市に隣接し、またカキの

養殖が盛んな相生市、その先は忠臣蔵で知ら

ない人はいないという赤穂市、また佐用町の

平福、そして雄大な森林が広がる宍粟市、こ

うしたネットワークは西播磨の活性化にとっ

て大きく意義があると思います。 

 このネットワークが生かされることにより

まして、これは私ちょっと仮称ですが、今も

部長のほうからも出ましたが、姫路城と西播

磨をめぐる旅というふうな形、そういった形

でもいいのかなと思います。いろんな可能性

があるとは思います。こうしたネットワーク

化で太子町にも多くのお客様をお迎えするこ

とにはなろうかと思います。そのためにも太

子町の持ち味が十二分に出せるよう、今から

準備していくことが大切ではないかなと思っ

ております。 

 今、井手部長のほうから太子町観光協会と

いう言葉が何回か出ております。太子町観光

協会というのは非常に見えにくい部分があろ

うかと思います。それにも太子町商工会とい

うのは建物もそういうな形でありまして、非

常にわかりやすいかなと思いますが、基本的

に太子町商工会におきましては、その事業目

的としましては、その定款にございますが、

地区内の、太子町内の商工業の改善、発達を

図るという、これが主目的であり、大きな目

的であります。観光についてはうたってはお

りません。私も商工会の会員の一員でありま

す。多くの方は観光と言えば太子町商工会と

いうふうなことを思われる方も多いと思いま

すが、観光というようなことは目的の中には

入っておりません。 

 こういうな今井手部長のほうからも話があ

りましたが、そういうネットワーク化、広域

化、それを主導していくのは、もうこれは私

の考えではございますが、やはり行政が直接

的に担う部分であろうかと思います。やっぱ

りそういう主目的、事業の目的が違うという

ようなことの、商工会の立場ということも考

えれば、それは当然ではないかなと思ってお

ります。 

 これまたテレビ見ておりましたんですけど

も、このたびの新庁舎の竣工というのは、

60年ぐらいの年数がたって新たな竣工を迎え

るわけでございますが、朝来市には産業経済

部観光交流課というのがございます。これテ

レビで、済んません、ちょっと後先なりまし

たが、ＮＨＫの兵庫史を歩くといった番組の

中で、兵庫県朝来市と染め抜かれたはんてん

を着た女性の方が映し出されておりました。

太子町の観光課というのは名前がないんで

す、これ。いずれ思うんですけども、新庁舎

竣工ということの中で観光課というネームが

見られることを本当に私は期待はしておりま

す。しかし、これも行政の中での話ではござ

いますので、その辺のところをお考えいただ

ければなと思っております。 

 そして、その先にはあの網干駅周辺が非常

にこれから整備されてきますので、例えば駅

構内とか、あるいはその駅前に観光案内所が

設けられるようなこと、そういったことも期

待したいなと思っております。 

 これから本格的な行政としての観光という

なことは必要かなとは思います。今までは商

工会なり観光協会なりと連携してやっておら

れたように思いますが、これからのネットワ

ーク化ということになれば、これはやはり行

政が直接的に役割を担っていく必要があるの

ではないかと思います。本当にこの太子町に

観光課がないというのは非常に私は寂しいな

と思っております。そういった期待を込めて

次の質問に移らさせていただきたいと思いま

す。 

 新庁舎竣工後、現庁舎及びその敷地につい

てということで、新庁舎が竣工し、役場移転

後、現庁舎及びその敷地はどうされるのか、

お伺いいたします。お願いいたします。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 
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○総務部長（香田大然） 新庁舎が建った

後、役場移転後の現庁舎につきましては、北

側部分については耐震の関係で解体する予定

でございます。それ以外の南側庁舎、跡地利

用も含めて、新庁舎と中央公民館、各地区公

民館、文化会館の機能分担など、各施設間で

の話し合いを行いまして、跡地にかかわる運

営方法の検討を進め、できる限り町民の皆さ

んに自由に楽しくつくっていただける場づく

りに努めていきたいと思っております。跡地

利用につきましては、今後検討を進めたいと

いうふうに考えております。 

○副議長（清原良典） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 これからのことだというふ

うなことでございますが、太子町のこのマス

タープランによりますと、都市計画道路龍野

線の整備に伴って、国道179号線の一部区間

がコミュニティープロムナードとして自動車

の通行を抑制し、歩行空間の充実に努める

と、そういうふうに述べてありますが、そう

して見たときに現庁舎は、この予定されるコ

ミュニティープロムナードとは非常に近接し

ております。現庁舎周辺はユニバーサル社会

づくりの実践モデル地区に現在指定されてお

り、その予定される事業においても、先ほど

の国道179号線の歩道設置、いわゆるコミュ

ニティープロムナードですが、これがうたわ

れております。そして、また予定される斑鳩

地区の歴史的景観形成地区内にもあります。

こうして見たときに、現庁舎跡地は人に優し

い空間として考えることができるのではない

でしょうか。 

 具体的には、コミュニティープロムナード

の流れにある憩いの場といったものが考えら

れるのではないかなと思います。一方、国道

179号線が交差して、交通の要衝にありま

す。そして、新庁舎予定地とは離れてはおり

ますが、その並びを同じくしております。西

に東に、また南に北に多くの人が行き交う立

地にございます。利便性、また経済的な価値

から見ても好立地ではないかなと思っており

ます。 

 この立地をそうした面において考えるなら

ば、太子町をアピールする場として道の駅の

ようなものを考えることができるであろう

し、広さも4,000平米余りありますので、駐

車の設備も整備もできましょう。こういうふ

うに考えて、また以下のようにも考えること

ができるのではないでしょうか。 

 先ほどの憩いの場と道の駅のようなものを

一体として整備することにより、にぎわいの

ある空間、また触れ合い、交流の場になるの

ではないかと。当然、緊急時には避難所にも

なりましょう。 

 以上、振り返ってみて、現庁舎周辺はユニ

バーサル社会づくりの実践モデル地区であ

り、予定される斑鳩地区歴史的景観形成地区

内にもあり、またこれも予定されるコミュニ

ティープロムナードに近接していること、そ

して交通の要衝にあり、新庁舎とも近く、並

びを同じくする、これらがキーワードになる

と思います。 

 いずれ北側は取り壊しになるかというなこ

とでございます。南側においても今の香田部

長のお話にありましたように活用方法も考え

るという、またその跡地についても同様のこ

とをお話しされておられました。そういうコ

ミュニティープロムナードに近接ということ

で、一つそういうふうな部分で、あるいはま

たこれからの太子町の産業の発展につきまし

ても、道の駅のようなものと一体するという

ことは非常に効果的ではないかなと私は思っ

ております。後々行政においてもいろいろ考

えはあろうかと思われますが、ひとつその節

には私ども議会にもご相談いただきたいな

と、以上思っております。 

 とにかくこれからのことばかりなので、現

実的な問題としても当面のあれはないような

んで、私の質問としてはこのぐらいで終わら

せていただきたいと思います。今後そういう

ようなことをひとつ配慮していただいて、ま

すますよい利用ができますことをお願いして

おります。 

 以上で質問を終わらせていただきます。あ
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りがとうございます。 

○副議長（清原良典） 以上で福井輝昭議員

の一般質問は終わりました。 

 次、井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 ９番井川芳昭、通告に従い

まして一般質問をいたします。福井議員の後

でちょっと少しやりにくいとこはございます

が、どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日は北川町長を前にいたしまして、以前

は議員やられた方で、そこへ座られてるのは

非常に不思議な気もいたしますが、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 また、本日は議長も不在ということで、副

議長、どうぞよろしくお願いをいたします。 

 では、本題入ります。 

 これは以前にも質問をしているわけであり

ますが、太田小学校の職員駐車場の整備につ

いてということで、これについては以前の西

村教育次長のときからのお話でありまして、

そういうときから話では、太田小学校北館、

南館ですか、あの耐震工事が終わってから

云々というような話も聞きました。これにつ

いて、今現在も太田小学校の職員駐車場は雨

が降ると大きな水たまりができるほど整地が

されてない。また、区画の整備もされており

ませんので、学校行事等があると駐車量も多

く、自動車が乱雑に駐車され、出られない状

況が非常に多うございます。また、それにつ

いて、職員または学童の職員の皆さんも含め

て大変お困りのようであるということで、１

つ質問です。太田小学校の南館と北館校舎の

耐震工事もほぼ終了を迎え、来年度にも予算

計上して計画を立てていただかないと遅いと

思われますが、当局の今後の考え方を伺いま

す。 

○副議長（清原良典） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 答弁いたします。 

 太田小学校、太田幼稚園、太田学童保育園

の職員駐車場につきましては、これまで太田

小学校、太田幼稚園の教諭やＰＴＡの方々が

折に触れ自主的に整備をしていただいており

ます。しかしながら、いかんせん水はけが悪

く、雨水が長期にわたり滞留することなどか

ら、すぐにでこぼこの状態になってしまうと

いう、そういう現状がございます。また、近

隣にお住まいの方々からもほこりや道路への

土砂流出など環境悪化への対策要望をいただ

き、先日も水道事業所職員の協力を得て、管

理課の職員数名でバラスを出入り口に敷くな

どの対策を講じたところでございます。 

 教育委員会といたしましては、できるだけ

早い時期に舗装整備を図りたいと考えており

ますが、利用者の方々にも急発進などを避け

ていただき、路面に優しい運転をお願いした

いなと考えているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 これについても従前から、

地主さんから7,000万円ぐらいですか、の予

算計上してこの土地を買い、それに当たっ

て、やっとアスファルト等は敷かれて整備を

していただけるようなことで、かなり保護者

の方も期待を寄せられて、その中でやってき

たわけですが、先ほども教育次長言われまし

たように、そういった近隣の方のほこりも含

めてやってきた状況もあります。従前にも言

いましたが、これ毎年夏ぐらいになると６年

生のＰＴＡが集まって周辺の土砂を、溝にあ

った土砂を泥上げして、その土砂をくぼ地に

ほり込んで整地していくというような、本当

に痛しがゆしの状態になって、またそんなと

こに水がたまると、もうもっとじゅるじゅる

になって、余計に足元等が悪くなっていくと

いうようなことが従前からやられている。ま

た、職員の方、太子町の職員の方が小学校に

来られたときも、やはりでこぼこということ

で、非常にもう認識はされています。もう本

当に従前からお困りのようで、早く整備をし

ていただけると思っているんですが、その辺

の、今も次長お答えになりましたが、来年度

のことについて、いつどういうふうにやられ

るのか、今後どういうふうにやっていかれる

のか、お答え願えますか。 

○副議長（清原良典） 教育次長。 
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○教育次長（神南隆司） 議員おっしゃるよ

うに、もう学校園の行事、それから雨天の際

の保護者の送迎など、本来の目的とは若干違

うんですけれども、そういった利用があると

いうのはもう現状です。いろんな利用者から

何とかしてほしいとの要請はもう教育委員会

のほうへ届いております。教育委員会として

は、できるだけ早い時期にとは考えておりま

すけれども、町財政全体の中で対応となりま

すので、その辺いつまでということはなかな

か申し上げにくいんですけれども、ご理解を

いただきたいと思っております。教育委員会

としてはできるだけ早い時期に整備を図りた

いなと考えております。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 先ほどから教育予算云々の

話でもいろいろと話もございました。これや

はりマンモス校でありますし、特に保護者

云々の往来というのが頻繁に行われて、また

横には幼稚園等ございますから、当然その方

たちも送り迎え等でご利用されるというとこ

で、もう太田校区全体のこれ問題になってき

てると思います。 

 副町長、どんなんですか。同じ太田校区と

して、もっともっとこれ話を持ち上げていっ

ていただいて、善処していただくことが必要

になるかと思うんですけども、その辺いかが

ですか。 

○副議長（清原良典） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 私は太子町の副町長

として勤務いたしておりますので、校区とい

うことは、そういうことは考えないようにし

ないといけないという立場でございます。 

 それと、先ほどの舗装の関係では、いわゆ

る事業については緊急性、必要性、効率性、

いろんな観点から考える中で、事業について

は抽出していく必要があると思いますので、

それと、その中で町全体の財政を考えた中で

の予算ということを考えなければいけないの

で、一概に私が太田校区であるからすぐにつ

けるとかというような状況ではないというふ

うには思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 私いつも決算のときでもい

ろいろとご意見しますが、いろんなところで

無駄なお金と言いませんが、結構高いお金で

いろんな事業をされている中で、この舗装と

いうのは、全体的に見てこんだけの面積の舗

装するのにも、少し私お聞きしましたけど

も、四、五百万円あればできるというような

話も聞きます。だから、そんなことがこの町

の予算で、いや、予算の中で予算の中で言わ

れるけど、絶対にできんことはないというふ

うに思うとんやね。もっともっとある意味削

減して、これぐらいのお金を捻出してできる

と思うんやね。先ほどからずっと、いやい

や、ちょっと予算のことでとか、太子町全

体、もちろんこれ太子町全体のことです。そ

ういうこと踏まえたら、もうこの耐震工事終

わった時点ですから、もっともっと考えてく

れる必要があると思うんですが、その辺再度

答弁いただけますか。 

○副議長（清原良典） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 先ほども申し上げま

したが、全体のバランスを考えた中で、ある

いは町全体の財政を考えた中で、緊急性の高

いところから事業については選んでいきたい

と、このように考えております。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 特にこれもう緊急性はない

かもしれないですけど、従前から言うていっ

てるように、本当に緊急性がないにしてもや

っていただく必要があると思うんやね。私こ

の話何回もこれやり合いしても前に行かない

もんですからこの辺にしますけども、これ強

く、もう補正予算でも組んで、何でもええで

すから、緊急性云々と言う前に特にやってほ

しいということ強く要望いたします。 

 これについては以上です。 

 次の題に入ります。 

 新庁舎建設についてですが、このたびの新

庁舎建設に当たり、新庁舎建設工事基本設計
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業務委託を平成24年７月23日を受領期限にプ

ロポーザル方式で新庁舎の基本設計業務の委

託先を募り、審査委員会の審査を経て、平成

24年８月17日に坂本昭・設計工房に決定いた

しましたが、その後平成24年９月８日の消印

で各議員にこのプロポーザルの審査結果はお

かしいという内容の書面が匿名で送付されて

きました。その内容については、日本の中堅

設計会社が多く参加している中、住宅設計し

かしたことない小さな事務所がなぜこの規模

の指名に入るのか。他の自治体の設計実績も

ないし、他社との規模の差もあり過ぎる。ま

た、なぜ太子町のプロポーザルのみ高得点な

のかというようなことが書かれていたが、こ

れについて数名の議員から太子町に対して幾

つかの質問しているが、回答はいずれも抽象

的なことばかりで答えになっていない。 

 １番目に、匿名で送付されてきたプロポー

ザルの評価集計表は本物であるかということ

であるが、この集計表の採点基準、または評

価事項の配点の割り振りはどこで決められた

ものか、説明を求める。 

 ２番目、坂本昭・設計工房は評価事項の中

の提案の独創性、取り組み意欲の程度におい

ていずれも満点をとられているが、どのよう

な集計のやり方で満点になったのか、内容説

明を求める。 

 ３番、坂本昭・設計工房は他の公共事業の

実績もないのに、なぜこの規模の指名に入る

ことができたのか、説明を求める。 

 ４番目、坂本昭・設計工房の基本設計は太

子町の景観形成基準に合っているのか、説明

を求める。 

 ５番目、先日開催されたまちづくりの集い

でいろいろと質疑があったと思うが、町民の

方からも財政が苦しい中で24億円もかけて庁

舎をつくる必要があるのかと、もっと簡素

に、14億円ぐらいのものにして、現在の老朽

化した建物の整備等、他のものにお金を回せ

ばよいのではないかというような話もあった

が、町民の声に耳を傾け、新庁舎の基本設計

を大幅に見直すつもりがあるのか、今後の考

え方を伺います。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） まず１点目でござ

いますが、本審査内容につきましては、透明

性の観点より、国土交通省の外郭団体である

財団法人公共建築協会によるプロポーザル方

式による設計者選定の進め方の審査項目、審

査基準を基本として、太子町新庁舎建設基本

設計特定プロポーザル審査委員会で審査方

法、基準が決定されております。 

 ２点目でございますが、独創性、取り組み

意欲の審査項目におきまして、特に独創性と

取り組み意欲が極めて高いと、技術提案書及

びプレゼンテーション、ヒアリングにおいて

全委員が評価されたものでございます。 

 ３点目でございますが、本件のプロポーザ

ルは、組織力や実績が豊富で安定した設計を

行う組織事務所、建築家が率いて質の高い作

品を手がけているアトリエ派の事務所、地元

の風土に精通した地元事務所を主体に、それ

ぞれの事務所や設計者の持つ特徴を生かし

た、多様な技術提案を求めることを基本とし

まして、精力的に質の高い作品をつくってい

ただける設計者またはチームを特定すること

を基本としてプロポーザルを行っておりま

す。組織事務所であっても、チーム、個人を

特定するのがプロポーザルの趣旨でございま

す。町内でもアトリエ派の事務所が設計した

筑紫の丘斎場の実績を見ましても、文化庁の

芸術選奨を初めとして数々の建築賞を受賞

し、各方面より高い評価をいただいておりま

す。坂本昭・設計工房ＣＡＳＡにつきまして

も数多くの建築賞を受賞され、きめ細やかな

質の高い作品をつくる設計者として建築界に

おいて高い評価を受けており、審査委員会に

おいても事務所の実績、能力など庁舎への適

応能力も審査され、最終評価となっておりま

す。 

 ４点目でございますが、太子町斑鳩地域で

は今年度末を目標に、地元協議して作成した

基準案をもとに兵庫県景観形成室で精査さ

れ、県案として現在兵庫県景観審議会の事前
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審査会に諮られているもので、現在景観形成

基準は確定いたしておりません。庁舎位置が

決定したことを受け、区域に含まれていなか

ったところを太子町として区域に入れ、取り

組んでいるところであります。太子町におき

ましても既に多くの古い町並みが取り壊され

てしまっている現状から、他市町の指定区域

とは違い、保全型ではなく、緩やかに誘導し

ながら、時間をかけて、少しでも統一感のあ

る色彩など、景観誘導していこうという趣旨

によりまして景観事業に取り組んでいるもの

でございます。したがいまして、現在の技術

や材料で和のイメージを持たせたものにして

いくことを基本として、現在の基準案に沿っ

て基本設計を進めておるところでございま

す。 

 それから５点目でございますが、新庁舎建

設につきましては、住民の方々のご意見や各

種団体代表者及び学識経験者で構成する新庁

舎検討委員会などの意見をもとに昨年度策定

しました新庁舎基本計画を基本として進めて

おります。24億円は、基本計画で定めた必要

面積に類似施設の落札工事契約額を参考に算

出しているものでございまして、基本設計に

基づき、またこれから始まる実施設計に基づ

き積算しているものではございません。今後

の要望や設備、機能によりまして差異が生じ

てまいります。24億円は、あくまで一例で申

し上げているものでございます。単に事業費

だけではなく、できる限り単費の支出を少な

くしながら、交付金や起債活用も考慮した上

で総合的に考えていく必要があると考えてお

ります。新庁舎はシンボル的要素や華美な要

素を極力排除して、基本的に質素で身の丈に

合った庁舎とする方針でありますので、でき

る限り抑制に努めたいというふうに思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 プロポーザルのこの件につ

いても私ども質問してまいったところであり

ますけども、議員が質問を投げかけたことに

よって、回答書が部長のほうから来てます。

これを見ても、プロポーザル方式は技術的に

高度な個性や創造性の重視される業務を発注

するに当たり、当該業務にかかわる実施体

制、実施方針、プロジェクトに対する提案等

に関するプロポーザルの提出を受け、ヒアリ

ングを実施した上で当該プロポーザルの評価

を行って、当該業務に最も適した設計者を選

定する方式でという回答が参っております。

それは当たり前のことなんやね。プロポーザ

ルの方針のことを聞いて云々という話をしと

んじゃないんです。もっとその具体的な話、

この点の配点の仕方、例えば提案の独創性の

15点はどういう形で評価されるもんなんか。

もう一つは、取り組み意欲の程度が15点満点

ありますけど、これについても、これ15点満

点、どっから来た15点満点なんかというこ

と。私もこれ本当はこんなこと聞きたくない

んです。普通にやられてて、普通にやってい

るんだろうというふうな形の中で思って見て

たところ、こういった投書、匿名ですか。そ

ら匿名ですから相手にする必要ないんやとい

うような内容のものがあります。でも、これ

がうそかほんまかわからんようなことでなっ

てくると、少しちょっと聞いてみようかなと

いうような話になるわけです。こんなことわ

ざわざ、誰が送ってきたもんかわからんもん

に僕ら振り回されたくないですから。こんな

ことやる必要ないんです。ただ、やってきた

ことを、ああ、採点はこうでしたというふう

に出してくればいいものを、今まで全然、い

やいや、今精査中ですという話になったりし

たときに、時間かかって急にこれ出しますと

いう話になったりして。だから、そういった

割り振りに、例えばこの事業所の実力のとこ

を見ても、これ受賞実績とか５点、２番目の

（株）久米設計も５点、あと主要業務実績と

か、これ、いろいろこっちは、この点につい

ては、事業所の実力については負けてます。

でも、取り組み意欲の程度とか見ると、提案

の独創性、これも何かようわからんようなニ

ュアンスで、これはどうやってこの提案の独
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創性が満点になっていくのか。取り組み意欲

の程度にしても、取り組み意欲がなかったら

こんなプロポーザルに参加せえへんと思うん

やね。要はやる気の問題です、これ。やる気

の問題をどうこれ評価していってやるのか。

これについても私ちょっと専門家の人にも聞

きました。こういったその委員会の中で、数

名の審査委員がおられるその審査委員会の中

で、まず満点なんかあり得ないでしょうとい

う話しされてました。まして、この間その斑

鳩小学校の体育館、屋内運動場ですか、これ

をとられてて、次また坂本設計に設計委託す

るという、こういうことというのは何か公共

性のある仕事はある程度公平性があったりし

て、連続２回というのは、これはないんやと

いうような話を聞きました。先ほどからの取

り組み意欲の程度の15点満点、提案の独創性

の15点満点、これについてどういった内容で

この点数の割り振りをされてるのか、お答え

願えますか。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 国土交通省の外郭

団体、財団法人公共建築協会のプロポーザル

方式による設計者選定の進め方の審査項目、

審査基準を基本として、太子町新庁舎の審査

委員会で基準が決定されております。ですか

ら、私どものオリジナルで決めたものではご

ざいません。各提案の独創性、提案の的確

性、成果達成の期待度、企画意図の意図、実

施手順、工程計画、取り組み意欲、その他も

ろもろ各項目がありますが、そういったも

の、先ほど申しました公共建築協会の基準に

よるものでございます。そして、満点をとる

ことはあり得ないとかいろいろおっしゃいま

したが、それは専門家の先生方が判断して、

それぞれ点数を入れられたことでございま

す。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 国土交通省の規定はもうわ

かりました。 

 それと、受賞実績とか主要業務の実績、こ

れについても坂本設計にしては４点と５点つ

いてますが、この受賞実績の５点という内容

だけ説明していただけますか。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 私どもで把握して

おります坂本設計の受賞歴は約30近くござい

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 30もあるようで、それにつ

いては５点がついているわけでありますが、

そしたらその取り組み意欲の程度、この15点

というのも説明いただけますか。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 私は審査委員では

ありませんので、審査委員の先生方がつけた

点数を集計していった結果、第１位に坂本

昭・設計工房が選ばれたということでござい

ます。ですから、私に15点説明してもらえま

すか、何点説明してもらえますかなんてこと

については、私は審査委員ではございません

ので、何回も申し上げますが、各専門の先生

方が入れた得点をつけた集計ということと、

それから得点の満点、例えば100点満点の中

でこの項目が15点とこの項目が５点とかとい

った内容につきましては、国交省の外郭団

体、財団法人公共建築協会の基準によるもの

でございます。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 私も先ほど専門家の先生に

聞いたところによって、私も専門家じゃあり

ませんから、その先生方がいろんなそういっ

た建築の中で、審査委員になる方ですから、

その中で、そういうことはあり得ないと聞い

ただけであって、私もこれが、その内容がど

うかと言われればわかりませんが、やはり同

じこれ設計のプロポーザルに参加された方と

いうのは、中堅規模の設計事務所、また設計

者がいろいろとおられる中で、やはり実際に

おかしいと思われとんでしょう、これ、何

か。何でうちが、それはやっかみ半分もある

のかもしれません。でも、私どももわからな



－57－ 

い中で詳しい話を聞いていくと、どうしても

ひっかかるもんがあったりして。実績にして

も、何か庁舎をつくることを目的に、先に体

育館の実績をつくったんかなというようなこ

とも思うたりするわけです。聞く話による

と、斑鳩小学校の体育館というのも今そうい

ったふぐあいがあると、何か手直しをせなあ

かんとかというふうにも聞いたりもするんで

すけども、そんなことは実際何かやられてる

んですか。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 斑鳩小学校の件に

ついては私はわかりません。教育委員会に聞

いていただきたいと思います。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 私もちょっと漏れ聞いたと

ころで。また、その話は、違う業者がやられ

ていて何かお手上げ状態になっとんやとい

う、うそかほんまかわからんようなことも、

話もされてましたけども。ただ、やっぱりそ

ういった数々実績積んで皆さんやられてる、

設計会社の方もいろいろと実績を積むのに今

まで結構時間かかってきたんやという中で、

そういった小さい規模のことをやられるとい

うふうに、それはそれで結構かもしれません

が、後々お困りになるんちゃうやろかという

ようなご心配の話もされてました。これ私も

心配なんです。これぐらいの規模の事業して

やったは、後は何かふぐあい起こった、どう

しようもなくなって、後、つくられた後もど

うしようもなくなってくるということになる

と本当に取り返しがつかへんので。 

 あと、先ほども景観形成の話もされて、吉

田議員のほうもいろいろなこと、太子町らし

い建物。私から見ても、いわゆるおしゃれな

感じというんですか、そういった建物のよう

な感じを見受けるんで。これが太子町の何か

特徴持った、西国街道というんですか、景観

通りというんですか、それに当てはまっとん

かなと。いや、五重の塔をモチーフにした建

物建てよと言いません。そんなものは要らな

いと思うんですけど。ただ、本当におしゃれ

な感じにしか見受けないし、皆さんが集う庁

舎というんですか、そういうことも、町民の

方に集まっていただいて、交流広場云々とい

う話でされてますけども、姫路の市役所とか

庁舎行っても、そういった１階にフロアあり

ますけども、その庁舎に行って触れ合った

り、ほかのイベントは知りませんけど、そう

いうとこで、役所というのは大概、町民の方

に聞くと、印鑑証明、住民票、納税という話

の中でしているだけで、本当にそこまでいろ

んな複合施設が要るのかなと。私はこの庁舎

建設のことに関しては従前から反対してきま

した。場所についても。やはりあすかホール

を中心とした、いまだに私それ思ってますけ

ど。あすかホール北側の駐車場、従前は東芝

の社宅があったとこも含めてですけども、ま

だ諦めてないんです。太子町の西地区の方々

にしてもそう。やはりもっともっと中心的な

とこに置く、ベストな場所。まして、あの場

所にあったら、そういった交流施設というこ

ともつくらずに、北側に庁舎があると、前に

図書館の入った、前にも、あすかふるさとま

つりに使われてますけど、そういったとこで

もいろんなことができる。あすかホールで

も、どうですか、今でも、イベントがなかっ

たらしょうがないんですけど、あそこで誰か

生き生きしてますか。今なんか行くと誰もい

ません。だから、そういうんじゃなしに、こ

の案にしても、そういったおしゃれな感じに

するんじゃなしに、屋根は瓦屋根みたいな、

外から見ても、３階建てか、高層に建てられ

んのかもわかりませんけど。景観の条例があ

るとか、あるのかわかりませんが、ああ、や

っぱりこれ太子町やなと。同じつくるにして

も、やっぱりこれは太子町やなという形の中

でまとめていってもらわんと、これしょうが

ないと思うんやね。だから、ここにどこに坂

本設計さんの提案の独創性があるんかなあ

と。これどっかからまねして持ってきてもや

れるんちゃうのかなあ、つくづく思うんや

ね。それはその景観形成基準、これもいろい

ろと書いてありますよね。外から見える壁は
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原則しっくい塗り、板張りとか、またこれに

類した和風意匠ですか、とする、ありますけ

ども、やはりできる限りそういった、斑鳩寺

を中心にしたまちづくりということであるん

であれば、もっとどっかにこう。これ太子町

の斑鳩寺、まちづくり入れとうやろというな

ことがあったらいいんやけど、どこにあるん

やろかと。この辺はどう思われますか。どっ

かにそれ、今設計されてる中でこれ太子町や

でというふうに主張するようなとこあります

か。 

○副議長（清原良典） 井川議員、お気持ち

はようわかるんですが、論点が少々ずれてる

ような感じもしますんで、とりあえずお答え

はいただきますけども、通告の内容を重視し

ていただきますようにお願いをしときます。 

 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 新庁舎につきまし

ては、基本計画の４つのコンセプトを基本と

して、住民に親しみやすい開かれた庁舎を目

指しながら、シンボル的要素や華美な要素を

極力少なくして、基本的に質素で品格のある

庁舎を計画いたしております。また、階層や

デザインにつきましては、周辺の環境や景観

との調和に配慮し、和の表現を現代的に取り

入れた庁舎とする方針でございます。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 私、太子町のシンボル的な

ことがどっかに入ってるんですかというふう

に聞いただけで、基本コンセプトみたいなも

のを言ってもらっても困るんです。先ほども

議長がちょっと外れてると言いましたけど、

僕これ景観の話もしてるつもりなんで。基本

コンセプトの中でも、これ住民に優しい開か

れた庁舎という形で話しされてます。これ開

かれた庁舎じゃなしに、情報もちょっと開か

れとかんとあかんと思うんやね。質問した内

容も抽象的なことじゃなしに、もっと具体的

な話。先ほども太子町の何か主要なものを景

観に、これ建物の中にどっか使われてますか

と言うたら、先ほどの部長の答えです。だか

ら、抽象的な答えじゃなしに、どっかにこれ

入ってますよという答えも欲しいわけです。

開かれた庁舎と言うて、情報は全然開かれて

ないんやね、これ。何がこれ開かれとんやろ

と思うんです。これ、その基本方針のとこに

も４番のまちづくりを、町の景観をリードす

る庁舎、これ書いとんやね。太子町らしい庁

舎、これについて説明いただけますか、こ

れ。リードする庁舎て、太子町らしい庁舎

て、どんな庁舎なんですか。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 基本設計（案）で

示しておる、全戸配布したチラシに書いてあ

るとおりでございます。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 全て何かそういったことで

済まそうとするんやね。もう具体的にちょっ

と言ってほしいわけです、ここに書いてある

んやとか言うんじゃなしに。書いてあること

が実際にそれ使われとんかという話になった

ら、使われてないんでしょう。基本的な考え

方も、住民のための庁舎であることを第一。

私どもも町民なんです、えらい悪いんですけ

ど。先日もそれ開催されたまちづくりの集い

の中でも、私も２カ所ほど行きました。その

中でも、何も私言うつもりもなかったんで

す。だけど、議会議員の方は、課長ですか、

言われてました、企画の課長、議員の方は発

言せんといてくれということ、これどういう

ことなんやろ思うて。特に発言する気もない

んやけど、議員もこれ住民なんやね。これ誰

が指示出してこんな話しされるんですか、議

員に。議員はしゃべらんといてくれと、これ

誰の指示なんですか。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 誰の指示とか云々

とか、そういう問題ではなしに、まちづくり

の集いは本当に膝を突き合わせて一般町民の

方とこういった大きな庁舎の問題についてお

話しする機会を私どもが設けたものでござい

ます。議員各位におきましては、本会議の一

般質問、あるいは予算のときに提案した段

階、また常任委員会なり等で議員としての公
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人としてのお立場から発言する機会は確保さ

れているわけですから、そういう意味でもっ

て議員の方はできるだけお控えくださいとい

う趣旨の堂本課長の発言でございます。です

から、今井川議員がこの場でおっしゃってる

ように、こういう場でどんどんおっしゃって

いただければ、それはそれで公人として、議

会議員として公人として発言する場所が確保

されておりますので、そういった趣旨でござ

います。 

○副議長（清原良典） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 特に言う気もなかったんで

す。そうやって言われるからこうやって言う

んです。でも、質問の中でも、こちらが質問

投げかけてる中でもお答えになっていないこ

とがたくさんあるんです。今でも質問しまし

たら、いや、それはまちづくりのこのチラシ

に書いてありますとかということで終わって

しまう。もう好きにされればいいんです。膝

を突き合わせてという話になる。ここでは膝

突き合わせへんのです。だから、そこにでも

行って話を聞こかという話になるわけです。

公人、十分承知しております、そんなこと

は。これについても、何かいろいろと言い合

いしてみても、もう何か堂々めぐりのような

気がして、私、何か一つ具体的に答えてほし

いんです、太子町の住民として、また議会議

員の一人として。やはり住民から言われるわ

けです、どうなっとんやとか。膝突き合わせ

て話をするとこに行ったら、いやいや、それ

は公人やろと。ここへ来てもお答えにならな

い。もうええかげんにしてください。もう声

を荒げて言う気すら起こりません。最初に言

いましたけど、わざわざこんなとこでこれを

言いたあないんです。好きにやったったらい

いんです。ただ、そういった書面が送られて

くるからこんな話になってくる。もっとそれ

やったら、土木業者の談合とか、そんな話も

ちょろちょろと聞きますけど、それやったら

そんな話が出てこんように抑えとってほしい

んです、もっと根回しするとか。だから、こ

んな話が出てくるんです。もっともっといろ

んなこと言いたかったけど。部長の答弁、大

体予想はしてました、本当に。くれぐれも本

当にミスのないように、いろんなこと含め

て、していただきたい。町長も先ほど庁舎建

設のことについてはもう善処して、これを変

えるつもりもないというような話もありまし

た。もちろん太子町民の方、この建設に当た

っては半々ですか、意見。でも、場所につい

てはやはり東地区の方またちょっと遠いなと

いう形の中、この間のまちづくりの集いの中

でも誰か言われてました。龍田地区から行く

にはちょっと道を何とかしてもらわんとスト

レートには行けんなというな話もありまし

た。でも、それはもうしょうがないなという

形の中で納得をされているような話でした。

私は今でもこれについては、建てることに対

しては特に反対はいたしません。ただ、場所

について、いろいろと今までも、そんなに対

応した土地がないんやと、この何年か、ずっ

と昔から庁舎建設の土地、建設に関してはお

話もされたように聞き及んでおります。だか

ら、間違いのないようにしていただきたい、

もっともっと住民の声に耳を傾けて。先ほど

言いましたが、これやっぱり太子町やなと、

えらい瓦でつくってある、しっくい塗りもし

てあるなと、そういうとこがつくるにしても

あってもいいんです。どこにもない。何か抽

象的に、国土交通省がどうやとか、町並みを

よくするみたいな、そういった景観基準の話

でも、具体的にこれがこうだから太子町なん

やでというような返事も欲しかった。でも、

それはやっぱりないんや。先ほども吉田議員

もされてましたが、やはり同じつくるんやっ

たらそういったことを含めて、もっともっと

太子町アピール。先ほど来も福井議員も観光

の話しされてました。太子町いつまでたって

も、姫路市、たつの市、赤穂、飛ばされるん

です、これ。何かその観光ガイド見ても全部

飛んどんです。だから、どうせつくるんやっ

たら何か一つ観光の目玉、シンボルみたいな

もの、特徴のある、安くてコンパクトなも

の。そういった住民の集う交流センター、そ
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れはまた後の話です。もっとやっぱり内外的

に、町長かわられたんですから、これまた大

きくかじをとって、もっと抜本的に、場所含

めて、今でもまだ遅くないんです。もっとも

っと真剣に、真剣に言うたらまた真剣にやっ

とるという話になるんですけど、こういった

プロポーザルのほかの業者から、わかりませ

ん、これ、誰が出したか。私もこんなもんで

踊らされるの嫌ですから。だから、そんなこ

と漏れのないように、押さえるとこは押さえ

るような周到性を持ってやってほしい。先ほ

ども私、小学校の駐車場の舗装の話ししまし

た。500万円程度のお金がない。これ24億円

です。全然違うかもしれませんけど。でも、

片一方これマンモス校なんです、県下一の。

私も別に太田のことだけやってません。副町

長と同じで、太子町のこと思うてやってるつ

もりです。太子町外の方からも言われます、

太子何しよんやと。たつの市議会行っても言

われます。だから、もっともっとこれ考え直

していく必要がある、景観形成するにして

も、プロポーザルの内容にしても。これ以上

しゃべると議長から怒られますからもうそろ

そろやめますが、太田小学校の駐車場の件と

この庁舎建設、より慎重に。多分またそんな

話はあちこち出てくると思いますけども、考

え方、場所含めて考えてもらいたい、これ強

く要望します。 

 以上、終わります。 

○副議長（清原良典） 以上で井川芳昭議員

の一般質問は終わりました。 

 次、井村淳子議員。 

○井村淳子議員 失礼します。12番公明党井

村淳子、質問に入る前に少しご報告をさせて

いただきます。 

 公明党の命を守る強いまちづくりに向けた

防災・減災ニューディール政策を進めるた

め、兵庫県本部として全県下の市町で防災・

減災の総点検運動を行ってまいりました。当

局におかれましても、ご協力ありがとうござ

いました。そして、太子町から要望といたし

まして、幼稚園とか公民館等、現在補助対象

となっていない耐震診断や耐震補強に対する

助成の要望。また、橋りょう、現在長寿命化

事業として行われている長金陸橋初めとする

３つの橋について耐震化、また橋の維持等に

ついての補助率のアップ。平成25年度終了と

なっている西播磨ふるさとの風景づくり整備

事業の継続、この３点におきまして、去る

10月15日に兵庫県知事に対し2013年度予算に

関する要望等を県会初め各市町から、太子町

としては中島議員とともに行ってまいりまし

た。知事よりは、厳しい予算編成の中ではあ

りますが、重要な指摘と受けとめ、対応をし

ていきたいということを伺っておりますの

で、それを報告させていただきたいと思いま

す。 

 それでは、通告に従いまして一般質問に入

らせていただきます。 

 まず、子育て関連３法の具体化について。 

 先の通常国会では社会保障と税の一体改革

関連法案が成立をいたしました。法案の名称

から消費税について関心が集中し、メディア

でもその点を報道しておりましたが、認定こ

ども園法の一部改正法、子ども・子育て支援

法、関係整備法の子ども・子育て３法も成立

をしております。法律の趣旨は、保育園、幼

稚園、認定こども園の拡充など、子育て環境

の充実を図ることを目的としています。具体

的な制度の運用にあっては、地方自治体が重

要な役割を担うことになり、制度が運用され

る前の段階から取り組まなければならないこ

とがあります。太子町といたしましても国の

動向を見きわめつつ、できる限り円滑かつ速

やかに新制度を導入できるよう万全の準備を

していくべきであると考えます。 

 そこで、質問をいたします。 

 １、今回の子ども・子育て支援法の制定に

より、全ての自治体が子育て環境の充実に向

けて事業計画を策定することになっておりま

す。事業計画の期間は５年ですが、この事業

計画策定に当たっては、国の基本指針に基づ

き、子育て家庭のニーズ調査を把握すること

が求められております。平成27年度からの本
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格施行に向け、事業計画を平成26年度半ばま

でには策定をする。そのためにはニーズ調査

の必要があると思いますが、今後の取り組み

についてお伺いをいたします。 

 ２点目、国においては、平成25年４月に子

ども・子育て会議が設置されることになって

おります。この会議では、子育て家庭のニー

ズがしっかりと反映できるようなメンバーが

想定されております。自治体においては、地

方版子ども・子育て会議を設置することが努

力義務となっております。太子町において

も、子育て家庭におけるニーズが今まで以上

に反映できるよう、子育て当事者等をメンバ

ーとする合議の機関を新たに設置することが

必要と考えますが、いかがでしょうか。 

 ３点目、新制度への移行に当たり、事業計

画や条例の策定など、太子町では教育委員会

と生活福祉部の関係部局の連携のもとでの準

備が必要となってまいります。新たな制度へ

の円滑な移行を目指し、速やかに準備組織を

立ち上げて対応すべきだと考えますが、いか

がでしょうか。 

 以上、３点について答弁を求めます。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 子ども・子育

て新システムの基本制度につきましてです

が、先ほど議員おっしゃられましたように、

社会保障と税の一体改革の一環としまして、

子ども・子育て関連３法が、本年９月に成立

となっております。この新たな法律や制度の

概要が示されたわけでございますが、本格施

行は平成27年施行ということで想定しており

ます。具体的には、平成25年４月以降、国に

おきまして省令、準則等、子ども・子育て会

議が設置され、基本指針、基本計画等が順次

これから示されていくこととなります。した

がいまして、最初のご質問の子ども・子育て

支援事業計画でございますが、これにつきま

しては、ニーズ調査も含めまして、調査の項

目が随時示されてきます。この調査を実施す

べく、厚労省におきまして、特財も含めてあ

りますので、平成25年度の予算に計上する今

現在予定というふうにしております。 

 次に、２番目の子ども・子育て会議の設置

に関するご質問でございますが、同会議につ

きましては、事業主代表、労働者代表、子育

て当事者、子育て支援当事者等、子育て支援

の政策プロセス等に参画、関与する仕組み等

設置するものでございます。これにおきまし

ては、国においては設置義務がございます

が、町においては努力義務ということになっ

ておりますけども、今後のニーズ調査での意

見の集約等ができる等も含めまして、広くご

意見を聞く場をつくるということでは私ども

も認識はしております。 

 ３番目のご質問でありますように、新制度

を一元化的に管理できる体制の整備を進めた

上で設置を検討してまいります。新制度を一

元的に管轄できる整備することが必要とのご

指摘でございますが、これにつきましては、

幼稚園を所管とする教育委員会、また保育所

を所管する社会福祉課が共同して当たるべき

ものと考えております。連絡会議を開催し、

詰めてまいりたいというふうに考えておりま

す。当面、社会福祉課を連絡窓口としまして

情報の収集に努め、25年４月以降、子ども・

子育て支援事業計画の策定に当たりまして、

一元化して当たりたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今、前向きな答弁をいただ

きました。 

 事業計画に当たりましては、国の動向を見

ながら進めていくということでございます

が、子育てのこの支援事業計画、今後の子育

て支援の大事な方向性を決める大変重要なも

のでございます。特に今回の子育て関連の３

法におきましては、認定こども園の拡充とい

うことで、保育に欠ける子も欠けない子も受

け入れていこうという、そういう今までにな

い新しい制度をしていくということでありま

すので、ニーズ調査を十分にしていかなけれ

ばならないと思います。今、国のそういう指
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針が出てからニーズ調査についても項目につ

いても、その出た段階から取り組んでいきた

いということでありますが、今まで太子町次

世代育成事業の行動計画、それにおかれまし

て１度、１度というか、５年に１回ほどはそ

ういうニーズ調査も行ってこられているわけ

です。現段階で出ていないんですけれども、

私は国の動向を見るのももう確かに大切では

ございますが、今現段階でこの３法の中身を

見る中で、太子町としてニーズ調査をどのよ

うな範囲でやっていこうとか、どういう形で

取り組んでいこうとか、そういう具体的なこ

とはもう全然考えられていないんでしょう

か。それについて１点お伺いいたします。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） このニーズ調

査の項目等が今現在厚生労働省のほうで示さ

れておりません。25年４月以降に随時省令、

基準案等を示されまして、それでこちらのほ

うへ随時おりてくるというふうに聞いており

ます。その中で調査項目を絞りまして、項目

数もかなりあるというふうに聞いております

ので、調査項目も絞りましてニーズ調査を

25年前半に固めまして調査していきたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 やはり国のそういう項目が

順次出てき次第ということであります。私

も、どういうニーズ調査になるのかなと思っ

ていろいろ考えてみました。次世代育成支援

行動計画では余りそう項目はなかったと思い

ますけれども、今回認定こども園の拡充とい

うことで、３歳児未満、また３歳児以上、保

育サービスを必要とする家庭、必要としない

家庭、そうではない家庭というふうにまた実

態調査をしていかれると思いますし、以前に

もされているように、実際に幼稚園とか保育

園とか、あるいは無認可といった、そういう

ところも含めた事業者側からのアンケートも

とる必要があるのかなあと私なりに考えてみ

ました。ともかくこの施行が27年度であり、

逆算をしていくと、先ほど部長がおっしゃっ

ていただきました、25年度中にはニーズ調査

を行って、26年度半ばには事業計画を策定す

るというような予定を今言われたわけですけ

ども、そのようにまた進めていただきたいと

考えております。 

 それと、子ども・子育て会議、２番のほう

で、今部長のほうからは広く意見、たくさん

の意見をつくる場をつくっていきたいという

ことでありました。特に子ども・子育て会議

というものをつくらないということなんでし

ょうか。それとも、何かそういう意見を聞く

場のみをつくるということなんでしょうか。

それについてもう少し詳しく答弁をお願いし

ます。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） この子育て３

法に関する支援事業計画でございますけど

も、子ども・子育て会議、これは私のほうも

保健福祉会議に、審議会に諮る前提としまし

て、やはりこういったニーズ調査の意見の集

約等を含めまして、広くご意見を聞く場が必

要ではないかというふうなことも認識してお

ります。その中で、先ほど申し上げました、

教育委員会と保育所の所管、社会福祉課が連

絡会議を持ちながら検討してまいりたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 それでは、会議と言われる

ようなものではないかもしれませんけれど

も、広く意見をつくる場を持ちたいというこ

とは、いつごろ想定をされるんでしょうか。

それと、またメンバーの選定についての考え

方はいかがでしょうか。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 今現在はまだ

厚労省もそういったニーズ調査とか子ども会

議のあり方とかといったものの試案ができて

おりませんので、25年度以降は早急に情報の

収集に努めながら、教育委員会と詰めなが

ら、またそういった対応をしていきたいとい
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うふうに考えております。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 確かに国のほうではまだし

っかりとしたそれが出ておりませんが、この

子ども・子育て会議につきましては、国のほ

うでは有識者、地方公共団体、事業主の代

表、労働者の代表、子育ての当事者、子育て

支援当事者等々、子供たちにかかわっている

人たちからいろんな意見を収集していくよう

な会議が設置をされる予定でございます。私

たちも、太子町といたしましても、しっかり

とこの子育て会議と同じような、広い範囲で

意見が聞けて、そしてこれからの認定こども

園等、太子町にはありませんけれども、新し

い試みとして、保育に欠けない子供たちも今

後３歳以上のほうで教育の場を設けていこう

という制度でありますので、しっかりとメン

バーの選定についても慎重に考えていただ

き、そういう広くつくる場も設定をしていた

だきながら取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 それと、３番目の今回の新制度の移行に当

たっての窓口の一本化ということで質問いた

しましたら、社会福祉課を窓口として、教育

委員会と社会福祉課で連絡会議を持ちながら

進めていくということをお伺いしました。こ

れは今までの子供のこういう次世代育成支援

行動計画を立ててこられた中のやり方と一緒

ですか、違うんですか、また新たなそういう

取り組みですか。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 申しわけあり

ません。次世代育成支援行動計画の段階では

ちょっと私よくわからないんですけども、今

回この子ども・子育て法案が24年９月制定さ

れましたので、そういった今後の27年度に向

けてのスケジュールが明らかになりましたの

で、今回やはり幼保一体化というような形に

もなりますので、教育委員会とも相談しなが

ら、そういった連絡会議を持って情報収集に

当たろうということで話し合いさせていただ

きまして、今回保育所所管であります社会福

祉課が窓口でやっていこうということで今決

めております。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 前の計画のときには携わっ

ておられなかったということで、前の経過は

わかりませんけれども、国のほうでも厚生労

働省と文部科学省に分かれてるということ

で、今回この子ども・子育ての関係につきま

しては内閣府が一本化のそういう窓口となっ

てやっていくということでありますし、太子

町におきましても担当部局が分かれておりま

すので、１つの組織、準備組織というんです

か、ただ教育委員会と社会福祉課が出てきて

集まるというんではなくて、もう本当に今回

のそういう子ども・子育て関連の３法の具体

化をするための準備組織を１つつくるぐらい

の意気込みで私はいっていただきたいなあと

思うんです。そのほうが、窓口を一本化だけ

したのでは、それぞれ幼稚園のところ、保育

園のところを聞くのんは別々なとこにお尋ね

をしなければいけない、今までもそういう不

便さがあったわけですけれども、今回この子

育て関連の法案を契機に、一度その組織的な

ことについても一元化ができるような、ただ

２つの担当部局が集まってするというのでは

なく、１つの組織として、例えば子供の支援

課とか、佐用町のほうでは１つの担当課があ

るというふうに聞いております。そのよう

に、２つの組織が別々に協議、集まってする

ので同じやと言われるかもしれませんけれど

も、しっかりとした協議ができるように、１

つの組織をつくっていくべきだと考えますけ

れども、いかがでしょうか、その辺の考え方

は。それぞれの担当部局がそういうことを話

し合いながら、窓口は社会福祉課にしていく

という考え方でやっぱりいかれるつもりでし

ょうか。その点だけお願いします。 

○副議長（清原良典） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 今、井村議員のご提

案もっともといいますか、当然余裕といいま
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すか、そういうことがあればしたいのはやま

やまでございます。先ほど佐用町のこともお

っしゃいましたけど、佐用町の場合、合併し

て、私どもから言うと人数は余ってるような

状況ではないかというふうに思ってます。そ

ういったところで、新しいことに対してはす

ぐにそういう子育ての課といいますか、そう

いう支援課みたいなんができるのではないか

と思いますが、太子町は本当にいわゆる職員

定数が非常に少ない中で頑張っておりまし

て、先ほど部長が申しましたように、窓口的

には一本化ということで、当面の間といいま

すか、今のところ考えてるのは、社会福祉課

を窓口として対応に当たりたいと考えている

ところでございます。ただ、井村議員がおっ

しゃるのを否定するもんではございません。

余裕があれば必ずそうして、そして子供の支

援に当たりたいのはもう本音でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今の答弁で、今の現状から

してそういうことだということがわかりまし

た。やっぱりこれから子育てに関する重要な

いろいろ決めていくことも多いですし、制度

も変わってきておりますので、将来的にはや

はり子供課みたいな、そういうようなところ

を担当課として設けていただきたいと思いま

す。 

 本当にこのたびの制度の改革が目指すもの

は、待機児童の解消だけではなく、親の就労

状況を問わず、就学前の全ての子供に良質な

保育、教育を一体的に提供する仕組みづくり

でございます。幼児期の良質な発達環境は人

材育成の上でも効果が大きく、先進諸国も既

に力を入れているところであります。一人一

人を大切にした保育、教育の実践をどう具体

化をしていくのか、実際のサービスを担う自

治体の太子町の取り組みが問われるところで

ございますので、しっかりとこの子ども・子

育て３法の具体化について25年度から取りか

かっていただき、27年度の施行にあわせて、

いいものができるように要望いたしまして、

これに関する質問を終わりたいと思います。 

 それでは、次に移ります。 

 次に、レアメタル等の回収・リサイクルの

取り組みについてでございます。 

 携帯電話やデジタルカメラなどの使用済み

の小型家電に含まれるアルミニウム、貴金

属、レアメタルなどの回収を進める使用済み

小型電子機器等再資源化促進法、いわゆる小

型家電リサイクル法が本年、2012年８月に成

立をし、来年2013年４月に施行となります。 

 新制度では、消費者や事業者に新たな負担

や義務を課すこれまでの各種リサイクル法と

は異なり、自治体とリサイクル事業者が柔軟

に連携して、地域の実態に合わせた形でリサ

イクルを推進することが狙いとなっておりま

す。 

 日本では携帯電話の普及が１億台を超える

と言われており、携帯電話、携帯音楽プレー

ヤーなどの小型家電には金、銀、銅やレアメ

タル、希少金属と言われるプラチナ、インジ

ウム、パラジウムなどが含まれております。

これらの希少資源は製品が廃棄されても大半

が再資源化されず、都市に眠っているため、

都市鉱山と呼ばれております。 

 世界のレアメタルの４分の１を消費する日

本は、そのほとんどを海外からの輸入に依存

しております。しかし、レアメタルのリサイ

クルは進んでおりません。仮に日本の廃製品

からレアメタルを取り出せば、世界のレアメ

タル埋蔵量の約１割が存在すると言われてお

ります。 

 特に小型家電にはレアメタルが多く含まれ

ており、今まで小型家電は役目を終えても家

庭で廃棄されず眠っていたり、不燃ごみや粗

大ごみにまざって廃棄されるために、レアメ

タルがリサイクルされることがほとんどあり

ませんでした。 

 レアメタル回収、リサイクルについては、

公明党が積極的に推進し、2008年には党青年

委員会が使用済み携帯電話の回収・リサイク

ル体制の強化を求める署名運動を展開し、体

制強化を要請した結果、リサイクル拡大のモ
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デル事業が国の予算に盛り込まれるなど、回

収、リサイクル促進への道筋をつけてまいり

ました。 

 既に先駆的に取り組んでいる地方自治体も

ありますが、このたびの制度導入は市町村の

任意であり、回収業務の中心的役割を担う市

町村がどれだけ参加できるかがリサイクル推

進の鍵となり、循環型社会の構築に向けた環

境政策が問われます。 

 太子町の積極的な取り組みを期待し、以下

お伺いをいたします。 

 １、小型家電リサイクル法は、地域の実態

に合わせた形でリサイクルを実施することと

なっております。既に取り組んできた経過も

踏まえ、制度導入に対する太子町の認識と対

応をお伺いします。 

 ２点目、制度を導入した場合、各市町村の

特性に合わせて回収方法を選択することにな

りますが、今後のリサイクル体制について伺

います。 

 ３点目、レアメタルの宝庫と言われる携帯

電話のリサイクルについて、太子町としての

取り組みについてお伺いします。 

 ４点目、レアメタルの希少性、リサイクル

の必要性について、町民へのアピール、情報

提供の取り組みについて伺います。 

 以上、４点について答弁を求めます。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 現在、家庭か

ら出る資源ごみは、ごみステーションでの資

源の分別収集や資源物の集団回収などリサイ

クルの推進に取り組んでおりますが、小型家

電機器につきましては一般廃棄物として処理

を行っております。 

 本制度は、鉱物資源であるレアメタルなど

の資源確保、鉛などの有害物質管理、最終処

分場への埋め立ての減量化等の循環型社会形

成の推進が目的であり、買い換えサイクルが

短い小型家電のリサイクルを促進させる制度

であると認識しております。 

 本制度は本年８月に成立し、2013年４月か

ら施行となりますが、今国及び県においても

対象品目や特定対象品目の精査検討中であ

り、また国からの財政支援、ガイドラインの

策定等いろいろな問題を整理している状況で

あります。 

 太子町におきましても、国及び県の動向を

注視しながら、各市町の動向を踏まえ、対応

していきたいというふうに考えております。 

 今後のリサイクル体制についてでございま

すが、市町村における使用済み小型電子機器

等の回収方式としましては、ごみステーショ

ンでの資源の分別収集にあわせて分別区分を

新設し回収する方式や、回収ボックスを公共

施設やスーパー、家電販売店等さまざまな地

点に常設し、排出者が使用済み小型電子機器

等を直接投入する方式などいろいろな方法が

考えられますが、回収方法や回収に際しての

留意事項等問題もあり、ガイドラインを示す

必要があるとされております。国及び県にお

いても現在検討されているところでもあり、

動向並びに各市町の状況を注視しながら検討

してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 太子町の取り組みでございますが、レアメ

タルの宝庫と言われる携帯電話のリサイクル

への取り組みについては、都市鉱山とも呼ば

れるように、使用済みの携帯電話には希少な

レアメタルが含まれており、これを回収し、

リサイクルに取り組んでいくことは重要なこ

とであると考えております。 

 しかし、携帯電話はパソコン等と同様に個

人情報を含んでおり、使用済み小型電子機器

等の再資源化に当たっては個人情報を適切に

処理すべきと考えますので、販売業者等既存

のリサイクルルートの回収が望ましいと現状

では考えております。 

 町民の皆様へのアピール、情報提供の取り

組みについてでございますが、国、県の情報

並びに県下各市町の状況を踏まえながら、ま

たたつの市、太子町で構成します一部事務組

合、揖龍保健衛生施設事務組合とも連携し、

レアメタルの希少性、リサイクルの必要性に

ついて、広報を通じて町民への情報提供につ
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いては検討していきたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今、答弁はほとんど国、県

の動向を見ながらやっていくため何も考えて

いないというようなふうに受け取りました。

ですから、再質問をいろいろとしようと思っ

ているんですけれども、国、県の動向と言わ

れますと、まだ何も考えていないのかなと、

太子町におけるそういうリサイクルの考え方

はその程度なのかなということをちょっと今

がっかりといたしました。 

 このレアメタル回収等のリサイクルの取り

組みにつきましては、もう既に社会的実験と

いいますか、いろんなところで回収をする方

法等をそれぞれの自治体等が考えながら取り

組まれてきた、いろんな成果も出ておりま

す。この近隣では本当にありませんけれど

も、ホームページ等を見ておりますと、先ほ

ど部長が言われました、常時回収ボックスを

設置しているとか、イベント時に回収ボック

スを置くとか、そういうやり方があるんです

けれども、今回そのリサイクル法が、小型家

電のリサイクル法が2013年に施行される、も

うすぐ目の前に来ているわけです。 

 私は今回太子町のごみ収集カレンダーを見

てみました。この2012年３月までのごみ収集

カレンダー、これは太田地区の矢田部地域で

すけれども、この中の大型ごみ、粗大ごみで

す、いわゆる。この中にも小型家電が入って

いるわけです。例えばステレオとか電子レン

ジとか炊飯器とか、小型家電法でこのたび示

されました96品目のうちの何点かは今回この

大型ごみの中にも入っているということを踏

まえまして、やはりこの小型家電の法律がで

きた以上、太子町もそれにのっとってごみ収

集カレンダーも改正をされていくんだろうな

ということで今回質問をさせていただいたん

ですけれども、それでは今回、25年度のごみ

収集カレンダーは、もうそんなにありません

よね。今もう12月ですから、あと３カ月。こ

れを印刷しようと思えば、もう１月の終わり

にはちゃんと方針を決めて、また印刷をして

各戸に配布をしないといけない、そういう順

番があるわけですけれども、もう2013年度か

らは取り組まないというような理解でよろし

いんでしょうか。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 今、現状では

2013年度からも一般廃棄物として処理を行う

ということで実施、やっております。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 現状では、もうただの一般

廃棄物ということです。せっかく法律ができ

たわけですし、それまでの前段階でもいろい

ろと、このレアメタルにつきましては希少な

金属であると、また中国のほうでもそういう

レアメタルをもう海外には出さないんだとい

うようなことも結構話題になりまして、日本

においてもレアメタルの回収を一刻も早くや

っていかないと、資源がないこの日本にあっ

ては取り組まなければならない重要な課題だ

と私も思っておりましたが、これがごみ収集

カレンダーにもう載せないとなりますと、ま

た１年遅れてくるわけです。一般廃棄物とし

てということは、もう普通のごみとして出し

てしまうということになるんです。それで

は、太子町がいろいろと進められてきました

このリサイクルのことについて大幅に後退す

るんではないかなというふうに思います。 

 今回、その４番目については再質問できる

のかなあと今考えているんですけれども、レ

アメタルの希少性とかリサイクルの必要性に

ついての町民にアピール、これはやっていき

たいということでありましたが、具体的に

は、今回、2013年からの回収には間に合いま

せんけれども、町民の方に対して、自分の持

ってる携帯電話とか、あとよく家庭で使って

いる小型家電の中にはそういうレアメタルが

あって、それを分解して再生して、そういう

資源を取り出すことができるというようなア

ピールをどんどんしていき、その意識を高め
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るような１年にしながら、遅れるんだったら

遅れるなりに、しっかりと町民にその意識づ

けをしていくべきだと考えますが、いかがで

しょうか。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） この件ですけ

ども、携帯電話、パソコン等、個人情報は非

常に適切に処理すべき問題だというふうに考

えております。今現在、国のほうでも対象品

目、96品目というふうに聞いております。そ

の中で絞られてくるというふうには聞いてお

りますけども、これらの国からのガイドライ

ン等が、いろいろな問題を整理した状況でこ

ちらのほうへ参りましたら、町民の皆様へ情

報提供を広報等を通じましてしていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 やっぱりいろいろ動向を見

ながらというようなことでありますけれど

も、もうレアメタルの回収につきましては、

このように既に先行実施するとこもたくさん

あります。その中で、一番身近な携帯電話と

かビデオカメラ、また携帯用ラジオ、手で持

てるようなものについてはすぐにできるよう

なものもありますので、今回太子町的にごみ

収集カレンダーとかには載せられなくても、

イベント等で一時的に集めるとか、あすかま

つりとか、あすかホールで何か催し物がある

とか、そういうところで啓発をしていくとい

うことはできると思うんです。特にこの宮崎

市がやってるパンフレットなんですけれど

も、これは25センチの10センチという回収ボ

ックスに穴をあけてありまして、そこに携帯

電話とか電卓とかリモコンとかいろんな、こ

れは何点ほどかな、12点ほど、アダプターと

か、そういうものを集めるような回収ボック

スを置いてしているというようなところもあ

りますので、今回町全体的なごみ収集とい

う、この私カレンダーに載らないのが一番残

念なんですけれども、こういう啓発をしてい

くということについてはいかがでしょうか。

これはもうすぐに取り組めるように思うんで

すけれども。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 先ほどイベン

ト等ということでしたんですけども、所管の

課長とも今話ししているところで、来年度あ

すかまつり等、それぞれイベント等の機会あ

るごとに、こういった回収ボックスを設置し

まして、啓発等々取り組んでいきたいなあと

いうような構想は持っておりますので、具体

化していきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 わかりました。 

 再来年につきましては、大型ごみの家電製

品の中からこの小型家電のリサイクル法によ

って回収されるものは省いていただいて、し

っかりとその１年間で町民のほうにも啓発を

していただき、時折々のそういうイベントで

レアメタルを回収するための手段をまた講じ

ていただきたいと思います。 

 本当に今回、私もこのレアメタルの関係で

いろいろと勉強をさせていただきました。調

べる中で、改めてレアメタルの埋蔵量が日本

に集まってきて蓄積されたことを、もう多大

な資源やエネルギーが費やされて重い環境負

荷をかけていることを忘れることなく取り組

まなければならないということを痛感した次

第でございます。 

 また、私自身も含め、太子町民が漏れなく

小型家電のこういう製品からレアメタルの回

収、またリサイクルの取り組みについて、み

んなが同じ意識で意識を改革するところから

始まるのだと思います。本当に今までごみと

して捨てていたものが、すごい本当に宝石、

レアメタルはそういう宝石と言われるような

ものでありますから、そういうものがとれる

んだということも考えて、意識を一緒にする

ことが必要だと思います。 

 今、先ほど部長のほうから携帯電話のリサ

イクルについては既存の回収が望ましい、そ



－68－ 

ういう販売店を通じて回収するのが望ましい

ということでありますけれども、もう既に先

行でやってるとこにありましては、携帯電話

などに保存されている電話帳とか画像とか、

そういうメールといった個人情報の漏えい防

止策が一番重要になってくるんですけれど

も、これも例えば公共の機関で回収ボックス

を置いて集めることにおいては町民は安心感

があると思うんです。自分でもそういう画像

とかは必ず消して箱に入れてくださいねとい

うような啓発をしていけば、そしてまたいろ

いろ回収事業者とか選定とかも考えていかな

くてはなりませんけれども、携帯電話のリサ

イクルは既存の回収方法だけでは集まり切ら

なかったということから今回のこういう家電

のリサイクル法もできてきたという流れもあ

りますので、自治体がやっぱり主体性を持っ

て進めていっていただきたいと思います。 

 今回の環境負荷低減とかリサイクル推進に

向け、町民みんなで考え、再認識をして、と

もに取り組んでいくチャンスと捉え、行政が

リーダーシップを発揮して大きく推進してい

くべきであると申し上げまして、この質問を

終わります。ありがとうございました。 

○副議長（清原良典） 以上で井村淳子議員

の一般質問は終わりました。 

 次、中島貞次議員。 

○中島貞次議員 10番公明党の中島貞次でご

ざいます。 

 では、通告に従いまして一般質問を行わせ

ていただきます。 

 まず１点目、時間的に早く終わりたいと思

いますんで、てきぱきと行いたいと思います

んで、その辺よろしくお願いします。 

 １点目、ご当地ナンバーについてですが、

今全国各地でご当地ナンバーを作製している

自治体が多くなっております。12月１日現在

では40都道府県で158市区町村に上っている

ということです。町として、原付、原動機付

自転車並びに小型特殊自動車等ナンバープレ

ートを町独自のデザインにしてはどうかと思

いますが、いかがですか。 

 私自身、過去の二、三年前のこの一般質問

の席で、当時ゆるキャラが非常にはやってお

りまして、ひこにゃんを筆頭として、ですか

ら町としてもそういうグッズ等のアピールで

太子町をもっとアピールしてはどうかという

ふうなことを質問させていただきました。そ

れ以降徐々に、ストラップつきのたいしくん

というんか、聖徳太子ができたみたいですけ

れども、このご当地ナンバープレートについ

ても、やっぱりこれを見ることによって和み

ができ、太子町らしい、ああ、あの人は太子

町なんやなというふうなわかる、そういうこ

とで非常に、暗い町とは思いませんが、町民

の方に明るくなっていただこうという思いで

提案させていただきます。ご答弁よろしくお

願いします。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 地域の特産物ある

いはキャラクター等のデザインを工夫するこ

とで観光振興や名物の知名度向上を目指し

て、ご当地ナンバーを導入する自治体が多く

なっていることは周知のとおりでございま

す。兵庫県内では現在、神戸市、姫路市、赤

穂市等７市で導入されております。 

 しかしながら、本町においては、導入の大

きな目的である観光振興、名物の知名度向上

の観点から、太子町を訪れる観光客の数、あ

るいは原動機付自転車の利用範囲、移動範囲

を考慮すると、通常標識の約３倍の費用をか

けてデザインナンバーを導入しても、そのＰ

Ｒ効果はいま一つではないかと考えておりま

す。 

 また、既に導入済み自治体からの話にもよ

りますと、これ言いにくいんですけども、住

民からの反響は必ずしも好評なものばかりで

はないといった話も聞いております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ありがとうございました。 

 個人的なことなんですけども、姫路市の友

達の子供がおりまして、たまたま姫路のひめ

まる、いや、違う、しろひめさん、え、ひめ
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まるさんでしたっけ。 

（「しろまるひめ」の声あり） 

 しろまるさんのプレートつけてまして、

あ、何やということなってびっくりしたわけ

ですけど、実際調べてみますと全国各地、そ

の土地の富士山の形とか、あるいはゆるキャ

ラとかご当地の名物、あるいは花等々しつら

えたナンバープレートが結構あって、にぎや

かだなあというふうに思いました。実際しか

し走っているのは、今総務部長からも言われ

ましたけども、ほとんど余り見受けないとい

うのが実態かなと。私自身がそんな姫路市に

しょっちゅう行くわけでもありませんし、で

すから当然姫路市は規模が大きいですから、

発行枚数自体も全てが全てというわけには多

分いってないと思いますんで、その辺の効果

は実際のところ、今総務部長が言われました

ように、どうかなと。一部危惧はしておりま

したけども、まさにそうかなというふうに思

いました。でも、頭の片隅に置いていただい

て、こういう一つの施策もあるんかなという

ことは、当然、総務部長、頭が大変ご優秀で

すから記憶していただいて、今後何かの折に

またよろしくお願いしたいなと思いますん

で、よろしくお願いします。 

 次は、２点目です。次は、ドクターヘリの

運航について質問させていただきます。 

 救急医療に欠かせないドクターヘリです

が、救える命があるを合い言葉にして、公明

党といたしまして、これまで一貫して全国へ

のドクターヘリ配備を主張してきました。 

 平成24年５月現在ドクターヘリは全国で

30道府県35機が救急医療の現場で活躍してお

りまして、本県におきましても但馬、鳥取、

京都の北部地域におきまして、豊岡公立病院

を拠点病院として現在ドクターヘリが導入さ

れ、徳島県を中心にした淡路地域をカバーす

るようなドクターヘリも近々運航されるとい

うふうに聞いております。そして、最近のニ

ュースといたしまして、来年ですか、いよい

よ播磨地域、済んません、徳島市は10月です

ね、10月からもうカバーしておるということ

です。いよいよ来年には播磨地域をカバーす

るドクターヘリの運航が予定されておりま

す。 

 このドクターヘリは救急救命ということ

で、一応加古川の救急救命センターですか、

あそこを中心にして東播、西播にやってくる

ということで、製鉄記念病院が準拠点と、さ

らに姫路の県立循環器病センターも準基幹病

院として今後整備していくというふうなこと

をお聞きしております。 

 そういう意味で、このドクターヘリが実際

に我が太子町においてどういうふうに対応す

るのか、ヘリポートとそのランディングポイ

ント等の考え方等をお聞きします。よろしく

お願いします。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） ご指摘のドク

ターヘリの運航でございますが、先ほど言い

ました基地病院として県立加古川医療センタ

ーにて離着陸場、給油施設、格納庫、運航管

理室の整備が図られ、準基地病院としまして

製鉄記念広畑病院、県立姫路循環器病センタ

ーにて離着陸場の整備が平成25年11月の運航

を目指して行われる予定でございます。運航

に当たりましては、医療、消防、行政関係者

等による運航調整委員会が設置され、運航時

間、要請基準、連絡手続、ランデブーポイン

ト等を決定していきます。 

 また、ヘリポートの整備でございますが、

ドクターヘリの場合、航空法第81条の２に規

定しております離着陸場の捜索または救助の

ための特例により、いかなる場所であっても

離発着が可能でございます。傷病者が発生し

た現場直近に離着陸することも可能でござい

ます。ヘリポートという概念に関係なく運用

が可能でございます。しかしながら、緊急時

とはいえ突然学校のグラウンドや駐車場にお

りることは安全上問題もございますので、先

ほどの運航調整委員会におきまして、あらか

じめ緊急時におけるドクターヘリの臨時ヘリ

ポート、言いかえますとランデブーポイント

を決めていく必要があるということでござい
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ます。この件に関しましては十分また太子消

防署とも詰めていきたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ありがとうございます。 

 現在行われております、例えば豊岡市、兵

庫県北部ですけども、大体５地域、データに

よりますと豊岡市消防本部、養父市消防本

部、朝来市、それから美方広域、それから丹

波市消防本部、５地域で大体243カ所のラン

デブーポイントを決めております。そのほと

んどは大抵小学校のグラウンド、あるいは何

かの公園の中、あるいは公共施設の大きな駐

車場というふうに大体決めておられます。 

 そういう意味で、太子町におきましても、

狭い面積ではありますけれども、一応この前

の県民局のデータでは総合公園陸上競技場が

一つの候補に上がってるらしいんですけれど

も、それ以外にも一応ここという場所をやっ

ぱり、総合公園になりますと結構北のほう、

太子町では。ということは、南部のほうも必

要かなとか、あるいはその間にも小学校、中

学校もありますんで、その辺の検討をまたよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 特に小学校、中学校の場合は、どっかの情

報ではあらかじめランデブーポイントがどっ

かの小学校になりましたと。当然消防署から

隊員が来まして、土ぼこりが起こらないよう

に水をまく。そして、あらかじめ学校はその

グラウンドへ、もし授業中であれば、グラウ

ンドに子供が出ないように指示徹底をして、

それで何分後、というても結構早いです、ド

クターヘリは15分で来ますから、の間に指示

を出して、要は無事に学校に着くようにする

というふうな、そういう指示系統があるとい

うことがどっかのデータで載っておりまし

た。そういう意味で、今後、太子町は割と姫

路市というんか、準基幹病院からも近いん

で、よその宍粟や佐用に比べますとまだ早く

到着するかなと思います。 

 ちなみに、ドクターヘリはベッド１台で、

医師が１名で看護師が１名というふうに聞い

ております。本体のは幅狭いんですけれど

も、あのプロペラ、あれがかなり長いもんで

すから、一応データでは15メーター四方の場

所はどうしても必要やということはお聞きし

てますんで、その辺の検討から多分委員会と

していろいろ候補地を選ばれるんだろうと考

えております。 

 ちなみに、このドクターヘリは一つのきっ

かけとしてやっぱり阪神・淡路大震災、それ

が一つのきっかけであったということは聞い

ております。そのときの救急救命の大事さと

いうか、地元ではできませんから、もっと遠

いところから救急救命、ドクターヘリによっ

て命を救うことができたんではないかという

ことの反省によって、この３・11、東日本大

震災においては全国から、花巻空港でした

か、たしか、空港にドクターヘリが到着して

一斉に救急救命を行ったという、そういう実

績がありますということを聞いております。 

 過日の笹子トンネルでしたか、中央高速、

あの事故でもドクターヘリは来ております。

実際、そういう高速道路でドクターヘリはど

の程度来ていいものかなあと思いましたら、

一度ドクターヘリは旧日本道路公団が拒否し

たらしいです。ところが、それによって、そ

ういう行政の壁があって無理だったという過

去の事例があったそうです。ところが、日本

道路公団が民営化された結果、行政の壁が取

り除かれて、高速道路上でもドクターヘリは

着陸訓練を行って、実際に救急救命を行った

という実績が何件かあるようです。 

 そういう意味で、今後ドクターヘリの重要

性というのは非常に高まっていくと思われま

すんで、その辺の太子町として万全の受け入

れ態勢ができるようによろしくお願いいたし

ます。その辺の決意のほどをお伺いします。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 離着陸場の問

題でございますけども、今後運航調整委員会

におきまして、ドクターヘリの構造、今言わ

れました構造等、また離着陸場の状況等が示



－71－ 

されますので、そういったことでまた太子消

防署と調整していきたいというふうに考えて

おります。今回、運航調整委員会設置要綱

が、今月委員会がまた開かれますので、そう

いった中での要領が参ってきておりますの

で、そういった中で検討されるものというふ

うに思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ありがとうございます。今

後いろいろ努力して頑張っていただきたいと

思います。 

 先ほどランデブーポイントの話がありまし

たけども、この徳島ドクターヘリのデータで

は平地面が15の15メーター、その周辺に余り

高い建物があってはいけないとかという、そ

ういういろんなデータ、条件があって場所が

決められるということなんで、また選定のほ

うよろしくお願いいたします。 

 続きまして３点目、子宮頸がん検診のあり

方について質問させていただきます。 

 以前、本会議のこの席で、子宮頸がん予防

の観点から、今行われている細胞診だけでな

く、ＨＰＶ、ヒトパピローマウイルス検査の

実施を提案をいたしました。子宮頸がんは予

防できるがんであり、同じく公明党の提案に

よりまして、20歳から40歳までの方に対して

５歳刻みで無料クーポン券の配布を提案し、

実現してまいりました。その結果、受診率

10％に満たなかったそういう子宮頸がんの受

診率ですけれども、20％近くまで増加をいた

しました。国は子宮頸がん撲滅のため50％の

受診率目標を設定しておりますが、その目標

に対してなかなか厳しい数字ではあります。 

 その中で、ＨＰＶ検査を導入する意味は、

子宮頸がんの原因とされるウイルスを早期発

見することであり、結果が陰性であれば３年

間受診しなくても大丈夫とのデータがありま

す。もし陽性反応が出れば１年後再受診とな

ります。一方、毎年今までの子宮頸がん、い

わゆる細胞診を受けていた方にとっては、Ｈ

ＰＶ検査の結果がもしマイナスになれば３年

後に受診すればよいということになってくる

わけです。 

 このたび厚生労働省は島根県等で行われて

いる受診結果に着目し、ＨＰＶ検査併用診の

有効性を判断し、来年度予算に子宮頸がん細

胞診とＨＰＶ検査の併用診のための予算を確

保するに至ったと思われます。 

 太子町として、その併用診の考え方並びに

取り組みについてお尋ねをいたします。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 子宮頸がん検

診のあり方についてでございますが、厚生労

働省が平成25年度予算概算要求の特別枠で現

行の無料クーポン券事業を活用して、30歳代

を対象にＨＰＶ検査を導入する要求をしてい

ることは承知しております。 

 しかし、現時点では、厚生労働省のがん検

診のあり方に関する検討会におきまして、市

区町村が健康増進事業として実施する子宮頸

がん検診にＨＰＶ検査を導入することは時期

尚早というような意見で一致されておりま

す。国のがん検診指針には位置づけず、まず

は国内の研究、事業等を推進し、早期発見に

よる効果や感度、特異度の精度を検討する必

要があるとされております。 

 本町においても、今後国の動向を見つつ、

ＨＰＶ検査の併用実施について検討してまい

りたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ありがとうございます。 

 まず、子宮頸がんのＨＰＶ検査導入は特に

島根県が積極的に行っております。この前も

講演会がありまして、島根医大の先生が来ら

れてましたけれども、現在行われている細胞

診というのは、いわゆる現在今どうなのか

と、今現実に症状があるんかどうか、あるい

は微細な、例えばがんになるようなそういう

可能性があるのかどうかというのをまず検査

するというのが基本かと思います。 

 このＨＰＶ検査というのは、いわゆるヒト

パピローマウイルスがあることによって、将
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来的にそれが陽性であれば子宮頸がんに発展

する可能性があるという検査なわけです。で

すから、マイナスであれば将来的には可能性

は３年、一応データとしては３年後に再受診

すればいいということなんで、可能性が低い

というふうに考えられている制度で、いわゆ

る両方することによって現状がわかり、将来

の可能性も、マイナスであれば３年後なんで

すけれども、がんになる可能性というのが判

断できるという意味で併用診をしてはどうか

ということなわけです。実際に現在行われて

いる細胞診で、ブラシ等使って検体を採取す

るわけですけれども、それを細胞診と同時に

ＨＰＶ検査も両方一遍にできます。ただ、費

用的には、ＨＰＶ検査がかかりますんで、そ

の分ちょっと当然割高にはなってくるという

ことにはなります。 

 先ほど部長のほうから30代以上という話が

ありました。これはＨＰＶというのはいわゆ

る性交渉によってそのウイルスが発生するわ

けですけれども、20歳の場合はすぐに、ある

程度時期がたつと消滅してしまうということ

が今立証されております。30代以降になりま

すとそれがだんだん消滅するのが難しくなっ

て体内に存在してしまうということになって

しまうわけで、ですから30代以上の方には現

在行われている細胞診とＨＰＶ併用診がどう

しても必要であるというふうに島根のお医者

さんは言っておられました。そういう意味

で、非常にこの併用診というのは信頼度が高

いというデータも、特にアメリカなんかでは

行われております。 

 それから、65歳を超えるとどうなんかと。

この資料では、30歳から65歳までは一応細胞

診と併用診両方、65歳を超えると別にいいで

すよというような感覚なんですけれども、要

は65歳を過ぎると過去の結果から細胞診だけ

でもいいというふうにされております。過去

10年間、特に陽性にならなければ別に細胞診

だけでもよいというふうなことで、正味

30代、30歳から65歳までの間はそのＨＰＶが

そういうすみ続ける可能性が非常に高いとい

うデータがこの前示されました。 

 そういう意味で、今後町民の方にこういう

方法もありますよという一つの周知といいま

すか、ＰＲといいますか、それをやっぱりあ

る程度やっていただく必要があるかなと思い

ますが、その考えについてどうですか。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 今、併用診で

結果次第、将来的に重大な健康阻害になると

いうことでございました。 

 私も個別に、ちょっと個人的にお聞きした

んですけども、そういった薬効、薬等がまだ

今現在ちょっとわかってないというようなこ

とも紹介していただきましたんですけども、

今回厚生労働省が時期尚早と言いながらも国

の特別枠で予算要求しております。これが国

の決定で決定しましたら、また今後太子町に

おいても検討していきたいというふうに考え

ております。 

 啓発につきましては、当然広報等で町民の

皆様にお知らせしていきたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ありがとうございます。今

後またよろしくお願いします。 

 現在、併用診導入しているところというの

は、町レベルでいいますと北海道羅臼町と

か、栃木県野木町とか、近くで香川県宇多津

町とかというところで、島根県は全域やって

おりますが、大体16県で21市町村プラス島根

県の市町村というふうにして現在併用診が実

施されております。 

 それと、これは直接通告にはないんですけ

れども、この前講演会に行ったときに、出雲

市の保健所だったかな、保健師さんが来られ

て、要は併用診のいろんな子宮頸がんの検査

のあり方についてずっと見せていただきまし

た。そのときに、あ、こんなこともやってい

るのかというのでびっくりしたのは、要は働

く女性が多くなったという意味で、平日のそ

ういう子宮頸がん等の、乳がん等もそうなん
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でしょうけども、そういう検診が受けにくい

という意味で、出雲市では例えば外来の一般

の診療時間を超して、その後に診察を受ける

と、あるいは土日、祝日等、医療機関休みの

日にも受け入れる体制をとっているというふ

うにお聞きをしました。そういう意味で、実

際問題として、これはとるのは非常に難しい

かと思います。けども、そういう出雲市さん

の事例もありますんで、ひとつ研究していた

だいて、受けやすいそういう受診体制という

のを今後とっていただくよう、これは要望と

してよろしくお願いいたします。 

 では次、４点目に行かせていただきます。 

 これ臍帯血バンクについてでございます。

きょうは非常に山本生活福祉部長が忙しそう

で、大部分が山本部長かなと思いながら、済

みませんです。 

 出産時におけます臍帯血というのは白血病

などの治療に大変有効であるということがわ

かっています。臍帯血というのは何かといい

ますと、これは胎盤とへその緒の中に含まれ

る血液のことであります。この臍帯血をマイ

ナス195度でしたか、液体窒素の中で凍結さ

せて、それを保存しておく、それが臍帯血バ

ンクになるわけですけども、こういう臍帯血

バンク制度というのは公的な機関が行うもの

と私的な機関、プライベートなそういう機関

が行うものがあって、提供する側の費用は公

的な機関では無料ですけれども、私的な機関

というのは有料になっているわけです。 

 しかし、こういう臍帯血のすぐれている点

は、難病と言われる病気でも治る可能性があ

ります。白血病等どんなものかというと、急

性リンパ性白血病とか急性骨髄性白血病、慢

性骨髄性白血病、骨髄異形性症候群、悪性リ

ンパ腫、再生不良性貧血、先天性免疫不全

症、先天性代謝異常疾患等々に効くと、治る

というふうにされております。 

 この臍帯血は今後のｉＰＳ細胞につながる

再生医療の分野にも応用できるとされており

ます。ところが、高度な医療技術を要するた

め、限られた医療機関でしかこの臍帯血の採

血はできないのが現状です。ですから、太子

町の人が実際臍帯血を提供するというのは実

際のところ難しい。不可能言うたらちょっと

怒られますけども、実家がそういう場所にあ

れば可能かと思いますが、実家に戻って分娩

して、その病院が公的なバンクとか私的なバ

ンクと提携していれば可能ですが、ほとんど

太子町では無理かなあというふうに思いま

す。 

 がしかし、やっぱり血液というのは不足と

いいますか、多くの方から臍帯血というのは

提供していただいたほうが多くの人が難病を

治すことができるという可能性があるわけ

で、やっぱり知っておく必要があるというふ

うに考えるわけです。知らないで行った病院

では、ああ、やってたんやなということにな

らんようにだけひとつお願いしたいなと考え

るところで、現在太子町として妊産婦に対し

て臍帯血バンク制度についてどのようにお知

らせをしているのか、また今後多くの病院で

臍帯血が採血できるそういうシステムを構築

するべきと考えますが、各関係機関に対して

の対応、考え方をお尋ねします。 

○副議長（清原良典） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 臍帯血バンク

についてでございますが、本町におきまして

は、現時点では臍帯血バンク制度について妊

婦に対しお知らせはいたしておりません。 

 兵庫県においては、ＮＰＯ法人兵庫さい帯

血バンクが西宮市にあります。臍帯血は造血

幹細胞移植により治癒可能な病気の治療に用

いるものですので、できるだけ新鮮な臍帯血

が必要となり、一定の基準のもとで保存され

なければなりません。限られた時間内でバン

クへの搬送が可能な距離の範囲で、バンクの

作業能力に合わせた臍帯血の提供が必要で

す。 

 ＮＰＯ法人兵庫さい帯血バンクでは、西宮

市、神戸市、尼崎市、伊丹市、宝塚市、明石

市、高砂市の16産科病院と提携しておりま

す。臍帯血を提供していただける妊婦さんは

この16産科病院でお産をされる妊婦さんに限
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られます。今後多くの産科病院で臍帯血を提

供できるようにするためにはどのような対応

が必要であるのか、情報収集に努めたいとい

うふうに思っております。 

 また、県のほうでも医療機関、関係団体及

び県民の臍帯血移植に対する理解、協力を一

層促進するというふうにうたわれております

ので、この辺の情報を入手次第、広報等で啓

発に努めてまいりたいというふうに思いま

す。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ありがとうございました。 

 なかなか、先ほど公的バンク、兵庫さい帯

血バンクはやっぱり近くで高砂市なわけで、

太子町から行きますと非常に難しいと。たし

か１時間かそこら以内には運び切らないと、

凍結しないとだめやと、たしかそういうなこ

とを聞いておりますんで、非常に距離的に限

定されてしまうというのが一つのネックなわ

けです。 

 ところが、この臍帯血というのは、過日ノ

ーベル医学生理学賞ですか、とられた山中教

授がおられますけども、あのｉＰＳ細胞をつ

くる場合にこの臍帯血というのは非常に有効

であるということを山中先生は言っておられ

るわけです。ｉＰＳ細胞は人間の皮膚の１個

の細胞からｉＰＳつくりながら、増殖拡大さ

せながら一つの臓器をつくるというのが一つ

の流れなんですけれども、私なら私自身の皮

膚の細胞とか一部の細胞、やっぱり年齢とと

もに細胞自体が古くなって、どっか欠陥があ

る言うたらおかしいですけども、あかんわけ

です。あかん言うたらおかしい、できないこ

とはできないんでしょうけれども、ところが

赤ちゃんの臍帯血というのは生まれて、生ま

れるというか、純粋な血液で、これからいっ

ぱい可能性のある造血幹細胞へ転じる可能性

のある臍帯血です。そういう意味で、山中教

授自身が臍帯血からｉＰＳ細胞、あるいはそ

こから臓器をつくっていくというふうなこと

へ目をつけられたわけです。 

 そういう意味で、今後臍帯血というのは人

間の未来にとって、そういう再生医療の分野

にとって非常に重要な一部分になってくるわ

けで、今後ともそういう意味で、一部限られ

てしまうんですけれども、臍帯血を公的なと

ころでできるのは難しいんですけれども、今

後またよろしくＰＲお願いしたいと。 

 ちなみに、私的な機関、プライベートバン

クについては、例えば網干の親愛産婦人科と

か赤穂の病院、市民か中央かちょっと忘れま

したけども、赤穂でもやっております。そこ

のところのプライベートバンクといいますの

は、臍帯血採りましても、それを誰でも提供

できないと。それは自分自身というより赤ち

ゃんやね。赤ちゃん自身が今後10年間の間に

何かそういう病気が発生したときに使われる

ものというふうにして保存していくわけです

けど。 

 ちなみに、さっき言うたかどうかわかりま

せんけど、この臍帯血バンクは10年間使えま

すから、10年を越すと一応廃棄されると。そ

の廃棄される予定の臍帯血を山中教授は使お

うというふうに考えたわけですけれど。そう

いう意味で、今後再生医療の分野におきまし

ても非常に重要な一部分を占めてまいります

んで、町としても積極的に訴えかけをよろし

くお願いしたいなと思っております。 

 実際、採血できる場所は公的なものはあり

ませんので厳しいかと思いますが、それでも

これから将来子供さんを出産されるご婦人の

方に、頭の中にそういうことができるんや

と。過去、何十年か前はそのまま捨てとった

わけです。そやから、今考えると非常にもっ

たいないなという気はするわけで、今後は再

生医療の一つの分野として大いに太子町とし

てもひとつＰＲをよろしくお願いしたい。 

 以上で、長くなりましたが私の一般質問は

終了いたします。ありがとうございました。 

○副議長（清原良典） 以上で中島貞次議員

の一般質問は終わりました。 

 ここで暫時休憩します。 

 再開は15分後の３時40分、お願いします。 
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（休憩 午後３時26分） 

（再開 午後３時40分） 

○副議長（清原良典） それでは、休憩前に

引き続き会議を開きます。 

 次に、平田孝義議員、一般質問をお願いし

ます。 

○平田孝義議員 こんにちは。ちょうど眠た

い時間に済いません。７番日本共産党平田で

す。通告に従いまして質問をさせていただき

ます。 

 この件は個人的な質問と思われがちです

が、太子町住民にとっては本当に大事な大切

な質問でございます。個人情報の管理、取り

扱い、プライバシー保護についてお尋ねをい

たします。 

 内容は、太子町職員により、職務上、太子

町ＪＲ駅西南土地区画整理組合の施行地区に

編入し、定款及び事業計画による土地区画整

理事業計画を進めることについて地権者より

同意をとるために同意書を作成し、その内

容、作業について問題は発生をしなかったの

かといったことで、まず①の戸籍謄本、原戸

籍謄本、住民票を一括請求する場合、町の関

係職員は職務権限を利用し、交付、閲覧を行

うことができるが、その場合、取得理由、使

い道について適正に行われているのか。最近

発生した事例をもとに町の対応と考え方につ

いてお答えをいただきたい、これが１点と、

土地区画整理事業を進める上において、②の

戸籍謄本等の交付の請求を行い、地権者が死

亡の場合、書類上必要であることを理由に、

個人の承諾もなく家系図を作成した、この場

合、戸籍謄本、原戸籍謄本、住民票の取得に

ついて、承諾を得て閲覧、交付の請求を行う

べきであったと考えるが、この件について当

局の対応は間違いなかったのか、どうであっ

たのか、これも簡潔にお答えをいただきた

い。 

 ③番、この件に関する家系図など、どのよ

うな保管方法で、保管期間中は誰が管理を

し、廃棄期限、廃棄方法はどのように対応す

るのか。さらに、問題であるのが、この家系

図の附帯された同意書が第三者により土地区

画整理事業計画を進捗する作業に持ち出され

行われた、この件についてどうお考えかとい

うのが３点であります。 

 また４点目、同意書等の置き場所、また作

業によって人目につく机の上などにあった場

合、個人情報が漏えいする可能性と何か問題

が生じた場合、誰がどのように責任をとるの

か。 

 以上の４項目についてお答えをいただきた

い。お願いいたします。 

○副議長（清原良典） 経済建設部長。 

○経済建設部長（井手俊郎） それでは、私

のほうから１番から３番までについてお答え

させていただきます。 

 ＪＲ網干駅西南土地区画整理事業は組合員

の皆様が事業者として組合を設立され事業化

されるもので、基盤整備推進の観点より、長

期にわたり事務及び技術支援を行っているも

のでございます。 

 権利者個人の戸籍謄本、原戸籍謄本、住民

票謄本の公用請求による交付につきまして

は、区画整理事業設立認可申請に伴い、地権

者死亡による相関関係図の必要があるため、

本来当事者個人で取得して作成していただく

のが原則でございますが、組合員には高齢者

や、また遠方の方も多いため、組合員の同意

の上、土地区画整理法に基づく認可申請関係

図書作成を目的といたしまして、組合からの

公的請求の依頼を受けて公用請求し、取得し

たものでございます。 

 続きまして２番でございますが、権利者が

死亡され必要となる方、またそれ以外の権利

者につきましても、以前に登記簿謄本を取得

し、地権者の特定は行っておりますが、近年

にも死因相続が発生しており、正確で確実な

情報整理のため、全組合員の家系図を作成

し、所有者の権利関係の整理と確認を行って

おります。近年も２名の組合員がお亡くなり

になっていることからも、長期事業の観点よ

り、継承できる権利者の情報整理が必要と判

断しております。認可申請書については、絶
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対要件ではございませんが、まちづくり技術

センターとも協議し、他市町の表記された申

請事例等も参考に申請図書を作成しておりま

す。 

 続きまして３番目でございますが、この情

報取得につきましては、権利を利用した興味

本位や個人情報を軽視したものではなく、組

合設立認可申請及び組合設立後の確実な事業

推進を目的に使用するものでございます。組

合設立後も認可申請書のみに残るものでござ

いまして、保存は兵庫県庁市街地整備課と太

子町役場街づくり課で、それぞれの保管施設

でもって管理いたします。保存期間は永久保

存でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） ４点目でございま

すが、情報公開及び個人情報の保護に関する

条例では、個人情報の保護を担保するため、

職員に対して利用目的の特定、適正な取得等

を義務づけ、義務に違反した者に罰則を定め

ていますが、これは職員が正当な理由がない

のに個人情報ファイルを提供したとき、不正

な利益を図る目的で提供、また盗用したと

き、職権を濫用して、専らその職務の用以外

の用に供する目的で情報を収集したときに適

用される罰則規定です。不正な行為なく収集

し、それが必要以上の情報であり、保護され

るべき個人情報が保護されなかった場合は、

その事例の度合いにより職員に対しての処分

の対象となることが考えられます。もちろ

ん、先に述べました条例の罰則規定に該当す

るような事例も処分の対象となるものでござ

います。 

○副議長（清原良典） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 それぞれに回答を伺いまし

たが、当事者でありますＡさん、この方が県

とかいろいろな関係筋、私も果たしてそれが

必要であったかなかったか、こういう確認も

とっております。もうそういった中で、確か

に行き過ぎ、また間違い、時折あると考えら

れます。それもあった場合どのような後の処

置をするか、これが私が言うのは大切である

と考えます。 

 そこで、町長に質問をいたします。これは

どうしても町長に聞く必要があると考え、私

はさせていただきます。 

 住民票、戸籍謄本、いわゆる交付申請書、

公用として戸籍等の交付を申請されておりま

す。その必要とする理由として、今さっき言

われました、街づくり課から町民課へ、平成

23年10月27日、戸籍謄本の交付申請が出され

ております。必要とする理由は、土地区画整

理法第18条に基づき、組合設立認可申請に先

立ち、定款と事業計画について、土地所有者

及び借地権者にそれぞれの３分の２の同意が

必要であるということであり、この地権者の

相続関係、いわゆる家系図といったものを作

成するために住民票、死亡の場合、附票及び

配偶者、子供の関係が確認できる戸籍もあわ

せてお願いしますということで、その理由で

入手をしております。これに対して何ら問題

がなかったかということでございますが、果

たして配偶者、子供の出生、確認の必要が本

当にあったのか。同意書、相続関係説明図に

法的相続人以外の記載が必要であったのか。

これは平成24年９月18日10時20分に電話を兵

庫県のほうにしております。兵庫県土木整備

部まちづくり局市街地整備課Ａ主査は、確認

しますと、法的相続人以外の記載は必要なか

ったと、このようにこの件に対して述べてお

ります。これが１点と、今回の区画整理事業

に直接関係のない配偶者、子供を含めた出生

の家系図が土地区画整理組合の役員に配付さ

れており、これが問題であると思われます。

明らかに個人情報の漏えいにつながるのでは

ないか。この件について、町長、お答えをい

ただきたいと思います。 

○副議長（清原良典） 経済建設部長。 

○経済建設部長（井手俊郎） 先ほど県土整

備部のほうにご確認されたお話をお伺いいた

しました。その件は私どものほうでも承知し

ておりますが、この件につきましては、先ほ

ども私答弁の中で、絶対条件ではありません
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が、まちづくり技術センターからの意見によ

って、長期事業の観点から、継承できる権利

者の情報整理が必要ということで、組合員に

準備会の中でもってそのようなお話をされ、

当然相続が発生してない方についても全員の

相関図をつくるというようなことで協議され

ているということも聞いております。それに

よって私どものほうへ公的請求のお話、依頼

があったわけでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 経済建設部長も大変な回答

しなくてはいけない、本当にお気の毒と私は

思うわけでございます。 

 町長より、この件に関して封書で相手さん

に、何ら当局にはミスはなかったと、こうい

った封書が送られております。少しでもやっ

ぱりこの件に関して当事者としては話し合え

ればいいのですが、何ら電話かけても応答が

ない、また誰も来ない、封書で交わすとい

う、こういうことが今まで起きてるというこ

とが私はちょっと不自然でないかなと思うわ

けであります。この件に問題はなかった、正

当で処理されていると言われますが、太子町

行政にとって問題外であっても、相手にとっ

ては大きな問題であるかもしれない、これ

は。この件を一部の人の問題として片づける

とするならば、簡単に公用で必要ですよとい

って、こういうような我々のことでも調べよ

うと思ったら簡単に調べられる、このような

ことが太子町内でもしまかり通るとしたら本

当に大きな問題であります。そういうことか

らして、この回答は全くミスではなかったと

いう自体が私はちょっと合点がいかないと。

そのことに対して、町長、一言言ってくださ

い。副町長が回答してますけど、町長にお願

いしてます。 

○副議長（清原良典） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） まず、お断りしてお

きますけど、調査のために戸籍どうのこうの

ということは私どももできません。先ほども

少し総務部長のほうが申し上げましたが、や

はりその職務の用以外は、これはもう取得す

ることはできません、たとえ町長だろうと、

副町長だろうと。だから、この今回の場合は

職務の用に必要なために請求ということが起

こっておりますので、その辺ご理解をお願い

したいと思います。 

 それから、町長からの回答でございます

が、これは一般的な回答の中で申し上げてお

りますが、まず読み上げますと、平成24年

10月17日に太子町職員の個人情報保護に関す

る意識改革のお願いの文書をお預かりしまし

た。このたびＪＲ網干駅西南土地区画整理事

業に関連して、町の関連情報の保護に対する

意識について疑念を持たれたことに関しまし

ては非常に残念に思うところでありますが、

町では個人情報の保護に関しましては、個人

情報保護に関する法律、太子町情報公開及び

個人情報の保護に関する条例に基づき、適正

に取り扱っております。今後も法律、条例を

遵守し、適正に運用していく所存でございま

すと。今後とも太子町行政に対するご支援、

ご協力方よろしくお願い申し上げますという

ことを町長からＡさんにお返ししたところで

ございます。 

 先ほども申し上げましたとおり、罰則云々

のところで考えますと、例えば職員が正当な

理由がないのに提供するとか、あるいは不正

な利益を図る目的で提供、それから職権を濫

用して専らその職務の用以外の用に供する目

的で情報を収集する、この３点では罰則とい

うことでの規定がございます。もちろんそう

いったことに当たれば、やはりそれは考えな

ければいけないというふうには思いますが、

法ではそのようになっておりますので、ご理

解を賜りますようお願いいたします。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 今、副町長が言われた、私

は罰則とかそういうことでは申し上げており

ません、はっきり言うて。太子町のホームペ

ージについても私は見せていただいておりま

す。太子町個人情報の収集の制限でありま
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す。本サイトを通じ個人情報を収集するとき

は、収集目的、その度合い、明確にし、その

ため必要な最小限度の範囲内の本人の意思に

より収集しますとありますが、この件に対し

て関連性がないとは言えない。そういう中

で、収集した個人情報は、例えば漏えい、改

ざん、その他の事故を防ぐために適切に管理

されなくてはいけない、これはわかってま

す。そういうことを直接関係のない配偶者、

子供を含めた家系図が土地区画整理組合の役

員に配付されたと、これが問題じゃないか

と。それも全員の23名の皆様のおる前に出さ

れてびっくりしたと、こう申しております。

この件について、私は何も罰則をせえとか、

あんたら悪いじゃないかというんじゃなく

て、私が言いたいのは、過去にも別件であり

ました。以前、水道関係で当局はささいな工

事に対して訴訟を起こされております。そう

いった実務の中で町民と本来争うでなく、分

かち合える状態をつくる、この状況をつく

る、これが私は大切じゃないかと思うんで

す。相手も何も訴訟を起こそうとか何と言っ

ておりません。はっきり言うて、お互いに理

解を得る必要があるではないかと。そこで、

権力によってという考え方を先方さんは持た

れております。そういった中で、行政はいか

なる場合においても真摯に町民に対し、問題

が生じたら、足を運んででもやるべきことは

上からの目線でなく、回答出すのでは、回答

というのは、行って、手紙なんかで行くんじ

ゃなくて、やっぱりそういう問題が起きたら

行くべきだと私は思います。太子町民が安全

で安心な暮らしができると、町として、町職

員はもとより、私たち議員も組織全体で適切

な対応すべきであったと私は思います。そう

いった意識改革する必要があると考え、心あ

る本当に立派なお仕事をされている職員さん

もおられます、はっきり言うて。そういった

中で、サービスを受ける側、いわゆる町民、

また与える側の職員さん、そういった中に感

覚的に大きなずれがあるように私は今回思え

たわけであります。今後、問題にならないよ

うに、こういったことは事前にお話し合いし

て、早いことやっぱり解決をするということ

が私は大事じゃないかと思います。いろいろ

資料も私はこれ持ってるんですけど、これご

じゃごじゃごじゃごじゃ言うとっても始まり

ません。はっきり言うて、私の望むことは、

当事者に対してこうであったと事実を述べ

て、それなりの謝罪をしていただく、それが

私はきょうここで一般質問させていただいた

趣旨でございます。 

 以上で質問終わります。 

○副議長（清原良典） 平田議員、答弁は要

らんのですか。 

（平田孝義議員「ああ、あるんだった

ら言ってください」の声あり） 

 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 議員がご指摘のこと

については十分心しなければならないと考え

ております。 

 経済建設部長も少し申し上げましたが、こ

のいわゆる土地区画整理事業を施行するとこ

ろにあって、近年で２名の組合員がお亡くな

りになっていることから、そういったところ

からその情報等についてはやはり必要であろ

うという判断もあったんだと思いますのと、

もう一つは、認可申請書の絶対的要件ではご

ざいませんが、まちづくり技術センターとも

協議して、また他市町の表記された申請事例

等も参考に実は申請書はつくったところでご

ざいますので、その辺のところもご理解をお

願いしたいと思います。ただ、議員がおっし

ゃるように不必要なところまでの情報につい

ては、ご指摘については真摯に受けとめる必

要があるのではないかというふうには考えて

おります。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 今、私もこれはもう言う必

要もないかなあと思っていたんですけど、今

副町長のほうから兵庫県まちづくり技術セン

ター、公益これ財団法人ですか、これとたし

か坂本氏、ちょっとこれ名前言ってしまいま
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したけど、追加指示、そういった事実、また

そういうその経過と、24年９月18日９時40分

に電話をしました。把握はしているが、家系

図作成は県からの指示であると、町からの依

頼で区画整理事業認可の書類作成を手伝って

いるだけですという回答でございます。その

後、県のほうにどうだということで、今さっ

き言いました、電話をいたしました。これ、

まちづくり担当のＡ主査でございます。必要

以外のもんとってるなと、こういう回答であ

りましたから、多分不当であるということ

で、当事者もちょっと気分を害したと。それ

と、ほかにいろいろと、この件に関してはい

ろいろと、ただ単の問題じゃなく、いろいろ

な問題が絡んでおります、家系の中で。こう

いうものを人様に見せるということが残念で

ならないということを言っておられます。だ

から、そういうことを軽はずみに、必要でな

いものをとって、その相続人だけのものをと

ればいいのに、お嫁さんの、ああ、どっから

お嫁さんが来て、何月何日生まれて、そこに

子供が生まれてという、これを出されたのが

多分悔しかったんだろうと思います。だか

ら、そういうことをこれから先いろいろと考

えられて、そして悪いとかええじゃなくて、

やっぱり町としてお話し合いする。それが、

相手が不当であって、こっちが頭下げる必要

はございません。でも、話せば多分わかると

思うんです、相手も。だから、そういうこと

を何か、僕さっき言いましたけど、サービス

する側と言うたら提供する側がちょっとずれ

てるような気がしてならないんです。ほい

で、これをほっとくと、もしかして、ほっと

くと、また勝ち負けは別として訴訟が起きる

かもしれません、本当。こういうこともよく

考えて、僕が何をするかにをするじゃないん

ですから。それは町長や副町長がこれ決断し

て、ちゃんとしなくてはいけないんじゃない

ですか、こういうことは。僕がするんやった

ら今でも行ってしますよ、はっきり言うて。

でも、これは当局側と相手さん側の問題です

から、ちゃんとやっていただきたいと私は思

います。 

 以上で質問終わります。 

○副議長（清原良典） 以上で平田孝義議員

の一般質問は終わりました。 

 次に、服部千秋議員。 

○服部千秋議員 それでは、質問させていた

だきます。 

 １点目ですが、太子町の教員になぜ不祥事

が多いのかということをお尋ねをいたしま

す。 

 本町で最近２名の教員が警察に逮捕され、

教員をやめることとなりました。太子町の教

員は他市町と比べて事件が多いのではないで

しょうか。なぜこのようなことが起こってい

るのでしょうか。立て続きに別件で２人の教

員が逮捕されるという異常な事態でありま

す。太子町の教育の信頼を回復するために、

教育委員会はどのようにしようと考えておら

れるか。 

 (1)教育委員会としては、最初に逮捕され

る教員が出る前から教員の服務に関する指導

は行ってきていなかったのかどうか。 

 (2)２人目の教員の逮捕者が町内の別の学

校で発生しましたが、１人目の学校で事件が

発生し教員をやめることになった以降、教育

委員会としてはどのような教員研修を太子町

に勤務する教員に対して行っていたのか。時

間、講師、内容は。また、２人目の逮捕者が

出た後の教員全体への指導は何か行っている

か。 

 (3)各学校で管理職は、教育委員会とは別

に、今回の２件に関して、服務に関して教員

全体に指導を行っているか、行っていない

か。 

 (4)教員の意識を向上させないと太子町の

教育が大変なことになります。教育委員会

は、その職責の重さを身に感じてもらいた

い。各教員に対しては議員の中から熱心な意

見が出ていることを伝えていただき、各教員

への指導を徹底してもらいたいが、いかがで

しょうか。お願いします。 

○副議長（清原良典） 教育長。 
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○教育長（寺田寛文） 失礼いたします。教

育委員会として、最初に逮捕される教員が出

る前から教員の服務に関する指導は行ってき

たか、いなかったのかというようなご質問で

ございます。以上、４点のことについてお答

えさせていただきます。 

 まず、たび重なる教員の非違行為、非行に

よる、児童・生徒、保護者、卒業生、地域の

方々にご心配とご迷惑をおかけしましたこと

を深くおわび申し上げます。 

 なお、太子東中の元教諭の事件につきまし

ては、迷惑防止条例違反容疑で警察にて任意

の聴取を受けていましたが、容疑であって、

逮捕されていませんので、ご了解をお願いい

たしたいと思います。 

 お尋ねの服務に関する指導でございます

が、太子東中学校元教諭は新任で、まだ

3.5カ月の勤務実績しかありません。兵庫県

教育委員会による新任者研修の中で教員とし

ての資質や服務等について研修中でございま

した。 

 また、他の教諭については、教育公務員と

してのあり方、体罰、個人情報の紛失、酒気

帯び運転及び不注意による交通事故の防止

等、学校訪問や教職員研修、校長会などの機

会を通して指導を行ってきたところでござい

ます。 

 また、兵庫県教育委員会からも節目節目で

綱紀粛正、服務規律遵守への指導がございま

した。が、しかしながら、このたびの不祥事

のような、いわゆる破廉恥行為のような信用

失墜行為への指導を行っていたかと言えば、

十分行っていなかったと認識しております。

申しわけございませんでした。 

 ２点目の教員が逮捕された後の指導はどう

していたのかと、また時間、講師、内容、ま

た２人目の、２人目じゃないんですけども、

１人目の逮捕者が出た後の教員全体の指導は

何か行ったかということですが、町内の教職

員を対象とした研修につきましては、早速８

月24日金曜日に文化会館中ホールに全員集め

まして開催いたしました。 

 内容は、教職員の公務員倫理についてを元

小学校校長の川崎明彦氏を講師に１時間15分

の講演をいただき、教師一人一人それぞれの

生き方の根底に信条を持って指導に当たり、

子供、保護者の信頼を得ることの大切さなど

をお話をいただきました。 

 そして、その後引き続き、兵庫県自治研修

所に紹介いただきました株式会社エムリンク

スの宮本美智子代表による、ハードクレーム

への対応とストレスマネジメントと題して、

２時間の研修を実施いたしました。グループ

討議を中心とした実践的な研修で、教職員の

メンタルヘルス対策とヒューマンスキルの向

上を目指した、気づきや改善の大切さを確認

する研修となりました。 

 また、先般の窃盗事件を受けた対応でござ

いますが、一人の教職員の非行が太子町の教

育に対する町民の信用、信頼を大きく損ねた

ということを認識した上で、信用、信頼を回

復するために、町内の全教職員がいま一度襟

を正し職務に精励するとともに、教育の専門

家としての資質向上に努めるよう、校長会及

び10月30日火曜日に中央公民館にて開催した

教職員研修において指導を行ったところでご

ざいます。 

 さらに、その後11月22日木曜日に、あすか

ホールで開催されました揖龍教育研究所の研

究発表会の場でも、困難なときにこそ信頼を

得るために、教職員が力を合わせてこの困難

を乗り切ろうと全員で確認したところでござ

います。 

 ３点目のご指摘でございますが、先ほども

申し上げましたが、一握りの教員による非行

が太子町の教育全体に対する信用を失墜さ

せ、不信感を助長されるものであることは、

このたびの件で本当に認識いたしておりま

す。信用、信頼を回復するために、町内の全

教職員が高い倫理観や道徳性を持つととも

に、児童・生徒に対する深い愛情と責任感を

持ち、心が通い合う指導を行っていくことし

かございません。したがって、各学校におい

ても、学校長が職員会議や校内研修会等機会
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ある場で教職員全体に指導を行っております

ところでございます。 

 今後とも、教育公務員である教職員が全体

の奉仕者としての自覚に立って、服務規律を

遵守し、襟を正して職務に取り組むよう、綱

紀粛正、服務規程の徹底を最重点課題として

位置づけ、職場全体で取り組むように指導し

ています。 

 最後にですが、教職員自身の人間力向上が

不可欠であると考えます。いろいろな方々の

お力添えをいただきながら、このような不祥

事を二度と繰り返さないためにも、学校教育

活動の再度洗い流し、心の通い合う学校づく

りを目指し、全教職員がお互いに支え合い、

協力しながら、信頼を回復するよう強い決意

と自覚を持って指導してまいりたいと考えて

います。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 最初の教員につきまして、

私のほうが逮捕という言葉を使い、今教育長

のほうから任意で調べていたのであり逮捕で

はないということがありました。その方の名

誉もありますので、私が先ほど言った表現に

つきましてはおわびをいたします。済みませ

んでした。 

 今、全教員でというふうにおっしゃってる

んですけど、それで全教員で確認したとか、

揖龍のときの、そういうご答弁今されました

けども、確認をさせていただきますが、１件

目の問題があった後、教員を集められて話を

したということですが、それには全ての教員

が参加してるんですか。 

○副議長（清原良典） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） １件目の太子東中の

元教員ですが、その件を踏まえて太子町内の

研修会を開催いたしました。それに教職員は

参加していただいております。先ほどの言い

ました揖龍教育研究所の実践発表会のときに

は揖龍の教職員が集まって研修中に、揖龍の

教職員の範疇というんですか、人事権のブロ

ックでございますので、揖龍の教職員の問題

として捉えて確認をし合ったところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 最初の件の後、教員を集め

られて話されたときに全ての教員が行ってお

られましたかというふうに聞いておるんです

が、行っておられましたか。 

○副議長（清原良典） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 公務以外の教職員は

全部参加しております。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 その２件目の事件を起こさ

れた教員はそのときには欠席をされていたん

じゃないんですか。そのように聞いておるん

ですが、いかがですか。 

○副議長（清原良典） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 公務がございました

ので欠席したと思います。 

○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 では、大事な事柄が起こっ

て、教員に対して注意をしている、ちゃんと

やっていこうという話をする話、それを何か

の事情で休まれた場合には、きちっと伝えら

れているんでしょうか、それとも伝えられて

いないんでしょうか。こういうようなテーマ

だったとだけなってるんでしょうか。それと

も、あなたは来られてなかったけれども、こ

ういう話であった、ちゃんとやっていこう

と、みんなに徹底しているのかどうか、その

点お伺いします。 

○副議長（清原良典） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 不祥事がございまし

たところ、緊急の校長会を開き、再度学校現

場に帰り、職員会議または職員朝会等、また

は集まるところ、機会あるごとに指導を依頼

して徹底しているところでございます。です

から、たまたま、研修に参加できなかった２

回目の不祥事の教員にはそこで研修というん

ですか、指導は受けてると思います。 

 以上です。 
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○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 指導は徹底していたという

ふうに教育長は言われてるんですけれども、

本当ですか。私は非常に、ううん、どうなん

かな、もっとちゃんとやっていただかなきゃ

いけないというふうに思います。太子東中の

学校の授業がうまくいってない、授業中に立

ち歩いたりとか、当時私も見に行かせていた

だきましたけれども、現場の先生方も大変な

んだということを言われていました。そし

て、その同じ学校で１人目のことが起こり、

当時も教育長はみんなで頑張ってるんだとい

うふうに言われていましたけど、そういう中

で１人目、事件が起こりました。そしてま

た、そういうことが起こった後、別の学校で

すけれども、また別のことが起こりました。

ですので、本当にどうなってるんかと思うん

ですね。私、これ２人目もこういうことだか

ら聞かせていただいてるんです。何も意地悪

をするために聞いてるのではありません。も

っと先生方の心の中から、ちゃんとせなあか

んなと、子供を育てていかなきゃいけないな

という気持ちになっていただけるようにして

いただきたいんです。いや、なっていただい

てないから事件が起こってるわけですから。

それを果たして一部の者のためにという、一

部の者がこうやったから信頼が失われるとか

おっしゃるわけですけれども、そういうこと

が起こらないような雰囲気にしていただけな

いかなというふうに思うんですけど。大変な

のはわかります。わかりますけど、そういう

ふうにしていただきたいなと私は思うんです

けど。ですから、もうとにかく教育委員会の

立場としては、非常にうるさい議員がいると

言ってもらっても何でも結構ですけども、と

にかくよく言っていただきたいんですけど。 

○副議長（清原良典） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） うるさい議員さんじ

ゃなくて、本当に真意から考えていただいて

るからこそこのように言ってくださるんじゃ

ないかと、本当に真正面から受けとめており

ます。ですので、このたびの２回目の研修の

ときにはメンタルヘルス面のほうも力を入れ

ました。このたびの社会情勢、国の社会情

勢、世界の社会情勢見ましても、警察官、ま

たは裁判官、またはＣＥＯというふうに、本

当に高い地位の方々が、こういう破廉恥罪が

あちこちの日本全国では起こっております。

それこそストレスの固まりの社会じゃなかろ

うかなと思います。そういう面でのストレ

ス、メンタルヘルス的な研修も踏まえて、職

員の横のつながり、そしてストレス解消等に

どうすればいいんだろうかなというような取

り組みも今現在行っております。そういう意

味で、一人の人間ですので、本当につらいこ

ともいっぱいあると思いますが、それを隠し

て今まで頑張ってきたんですが、あに図らん

や、理性が働かなくて、こういう状態になっ

ております。さらなるそういう人間性の向上

に向けて、これから研修に向かっていくこと

が私たちに与えられた責務であると同時に、

そして繰り返さないということ、そしてこれ

を機に情報をもっと公開して、本当にこうい

うことがあれば社会的な地位を失い、何とも

言えない、本当の孤立、孤独になるんだぞと

いうような、本当にこの罪の重さを自覚しな

がら私たちは子供の信頼を取り戻していかな

ければならないことを痛感しているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 余りこれ以上言いませんけ

れども、一つ私ちょっと教育長がおっしゃっ

たことと認識が、ううん、ちょっと私とイコ

ールじゃないなと思うところがあるので申し

ますが、ストレスがあるからそういうことを

するとか、今のおっしゃり方だとストレスが

あってこういうことをするということでしょ

う。ほな、ストレスがあれば女子中学生の下

を盗撮するとか、じゃあストレスがあれば元

同僚の下着を盗むとか、そういうことになる

んですか。そういうのとはちょっと違うと思

います。ですから、ストレスがあるからそう

だというのは、ちょっと僕は認識が、私は失
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礼な言い方で恐縮ですけど、ちょっとずれ、

ずれと言うとちょっと失礼、ちょっと違うと

思います。だから、教員に対して、もう怒る

とこ怒っていただいたらいいんです。だか

ら、何かストレスやからこんなことを君やっ

たんだ、あなたやったんでしょうとか、そう

いう捉え方は違うと思いますので。もちろん

ストレスがあることも事実でしょう、あるで

しょう、あると思いますけれども、そうでな

く、ちゃんと注意すべきところ注意していた

だきたいと思います。 

○副議長（清原良典） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 指導すべきことはき

ちっとやっておりますが、ストレスというの

は、これは本当につらい病気であって、スト

レスが非常に固まれば理性を失うということ

も理解願いたいと思います。今の人間関係で

はストレスが発散させられない。そして、こ

の前の、きょうの中でも出てましたように、

きずなというものが非常に薄れております。

そういうもので支え合うというようなことが

非常に希薄になっております。そういうもの

も抜けていたんじゃなかろうかなあと思いま

す。ちょっとした声のかけ合い、ちょっとし

た支え合いによって、それが正常な職場にな

り、正常さを理性を取り戻すというようなこ

と、やはりストレスというものは本当に怖い

というようなことも職員にも、またはどの職

場でも認識する必要があるんじゃなかろうか

なと思います。ストレスを軽率に扱うという

ことは本当に逆に怖いということだと思いま

す。 

 以上です。 

○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 教育長のおっしゃったこと

の理解できるところもあります。しかし、過

去において教員同士が支え合ってやっている

というふうにこの席では答えられてきている

わけでありますので、今のお答えですと、き

ずながちょっと薄かったんじゃないかとか、

支え合う部分が足りなかったんじゃないかと

かおっしゃるからですね。そうでなく、支え

合ってやっておられたわけでしょ、今までの

答えですと。ですから、そうじゃなくて、ち

ょっと甘い部分があるわけです。私が言うと

変な言い方、変ですけど、私も元教員ですか

ら。甘いところがあるんです、考え方の中

に。そういう人がいるということです。です

から、そういうことのないように、ちゃんと

厳しくやっていただきたいということをお願

いしておきます。 

 それでは、２点目に行かせていただきま

す。新庁舎プロポーザルについて。 

 新庁舎プロポーザルについて、(1)新庁舎

建設工事基本設計業務プロポーザル審査の全

体の流れは。 

 (2)プロポーザル審査委員の選定方法は。 

 (3)新庁舎建設工事基本設計業務プロポー

ザル審査で評価点をつけるに当たって、途中

で業者を呼んで説明を求め、それも含めて評

価しているのか。 

 (4)配点の基準（どの評価事項を設定する

か。どの評価事項に何点を配点するか。審査

委員がつけるＡＢＣＤＥにそれぞれどのよう

な数値を掛けるか。例、Ａと評価した場合

1.0を掛ける、Ｂと評価した場合0.8を掛ける

など。また、この掛ける数値Ｘは評価事項に

よって違っているが）などを太子町が決めて

プロポーザル審査委員会に案を示したと思わ

れるが、それで間違いないか。 

 (5)上記について、太子町が提示した案の

とおりプロポーザル審査委員会で決められた

のか。それとも、審査委員会のほうで配点や

重みづけ（ＡＢＣＤにそれぞれどのような数

値Ｘを掛けるか）などについて変更はなされ

たか。もし変更がなされたとすると、どのよ

うに変更されたのか。 

 (6)設定された評価事項、それに対する配

点（ウエート）、それに掛ける数値Ｘは他の

自治体と比較して同じようなものか、それと

も異なるか。他の自治体を調査した上でそれ

らを決めたか、それとも他市町を考慮せず、

太子町独自で作成したものか。 

 (7)評価について、審査委員皆全員で相談
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して決めたと言われていたと聞いたことがあ

るのですが、相談して決めたのか、それとも

それぞれの委員が評価したものを平均して評

価点としたのか。評価点満点のところはどの

ようにすると満点になるのか。その評価の流

れは。例、全員が満点であったので平均して

も満点になったのか。全員で相談して満点を

つけることとしたので満点になったのか。 

 (8)特定の業者が得意とすると想定される

評価事項の配点（ウエート）を高く、またそ

の評価事項に対して審査委員がつけるＡとか

Ｂに対する重み（掛ける数値Ｘ）を大きくす

れば、その業者のトータルの得点が高くなり

ます。特定の評価事項や、その事項に掛ける

数値Ｘを大きくしようとしたことはあるか。 

 (9)各配点は本町のほかの事業とほぼ同じ

ような配点や重みづけがなされているか。 

 (10)各評価事項に対する配点（ウエート）

はどのような考えに基づいて決められている

か。 

 (11)評価事項・評価方法・ウエートづけ・

集計方法等は参加業者に事前にわかるのか。

つまり、どの部分に力を入れれば自社の得点

が高くなるのかということを参加業者が想定

できるのか、お尋ねいたします。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） １点目でございま

す。当該業務に係る実施体制、実施方針やプ

ロジェクトに対する提案等に関するプロポー

ザルの企画提案書の提出を受け、書類審査及

び各社のプレゼンテーションと質疑応答によ

るヒアリングにより評価を行い、審査協議の

上、最優秀及び優秀者の設計者特定を行って

おります。 

 また、審査委員会ではすぐれた技術提案と

設計者を特定することを主眼に置かれ、単に

点数評価ではなく、全委員が審査講評を討議

して選定することが事前に決定され、審査が

行われております。 

 ２点目でございます。審査委員会について

は、偏りのない幅広い観点からの審査をいた

だくため、兵庫県景観審議会委員で、斑鳩地

区景観アドバイザーとして地域にも精通され

た国立明石高専八木教授、姫路に約10年勤務

され、建築家としても高い評価のある兵庫県

立大学人間環境学部の柏木元教授、ランドス

ケープの専門家である神戸芸術工科大学長濱

准教授、町家や住宅の研究をされ、建築家と

して評価の高い神家氏、建築行政の立場で公

共建築を多く手がけておられる兵庫県住宅建

築局営繕課の三俣課長、事業者側として八幡

副町長を選任いたしております。審査委員の

人選及び構成につきましては、プロポーザル

参加者及び関係行政より高い評価を得ており

ます。 

 ３点目でございます。書類審査及び各社の

プレゼンテーションと質疑応答によるヒアリ

ングによる評価を行い、審査協議の上、最優

秀及び優秀者の設計者特定を行っておりま

す。 

 ４点目、各評価項目に掛ける審査係数につ

きましては、国交省の外郭団体、財団法人公

共建築協会によるプロポーザル方式による設

計者選定の進め方に基づき、５段階及び３段

階にて、0.2から1.0までを定めて評価基準と

し、審査いたしております。 

 ５点目でございます。基本的には国交省外

郭団体、財団法人公共建築協会のプロポーザ

ル方式による設計者選定の進め方に準じて配

点が決定されておりますが、審査委員会では

すぐれた技術提案と設計者を特定することに

主眼を置かれ、審査の重みづけや最終決定方

向について事前に協議され、審査が行われて

おります。最終的な決定につきましては、点

数評価のみで決定するのではなく、全委員が

審査講評を行い選定することが事前に決定さ

れて審査が行われております。 

 ６点目でございます。基本的には国交省外

郭団体、財団法人公共建築協会のプロポーザ

ル方式による設計者選定の進め方に準じて配

点を決定しておりますが、他の多くの自治体

の事例を精査研究し、審査委員会に諮り決定

をいたしております。 

 ７点目でございます。独創性、取り組み意
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欲の審査項目において、特に独創性と取り組

み意欲が極めて高いと技術提案書及びプレゼ

ンテーション、ヒアリングにおいて全委員が

評価されたものでございます。 

 ８点目でございます。各評価項目に掛ける

審査係数につきましては、国交省外郭団体、

財団法人公共建築協会プロポーザル方式によ

る設計者選定の進め方に基づき、５段階及び

３段階にて、0.2から1.0までを定めて評価基

準とし、審査されております。 

 ９点目でございます。各評価項目の配点に

つきましては、国交省外郭団体、財団法人公

共建築協会プロポーザル方式による設計者選

定の進め方を基本としておりますが、その事

業内容や目的に応じ、配点を審査委員会で検

討し、審査されております。 

 10点目でございますが、新庁舎にふさわし

い、住民を初めとする利用者からのニーズを

反映することのできる、創造的かつ高度な設

計能力、質の高い作品実績を有する設計者を

求めたく、財団法人公共建築協会のプロポー

ザル方式による設計者選定の進め方を基本と

して各評価項目の配点検討を行い、審査委員

会にて決定をいたしております。 

 11点目でございます。全社へのプロポーザ

ル提出要請書及び意思確認書の送付時に評価

項目、評価事項を明記するとともに、ホーム

ページで全資料を公開いたしております。配

点につきましても、財団法人公共建築協会の

設計プロポーザルの進め方に記載されており

ますし、ホームページでは他の自治体のプロ

ポーザル資料が公開されておりますので、プ

ロポーザルに参加されております各社は多く

のプロポーザル参加実績もあるため、よく理

解、研究されているものと考えております。

他の自治体におきましても、財団法人公共建

築協会の設計プロポーザルの進め方を基本と

して進められております。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 公共建築協会、これは一般

財団法人です。ここはいろんな出版物を出さ

れておりますが、ちょっと今ほとんどお答え

の中にそこに基づいてという言葉が入ってお

りました。そしてまた、同僚議員が聞いたと

きもそこに基づいてやっているというお答え

だったのですが、お尋ねするんですが、ネッ

トでよそのところを調べてみますと、配点で

すとか、そういったの違うんですよね、太子

町の今回のと。ですから、いや、私は太子町

が自分のところの判断があったらいけないと

言ってるん違います。あったらいいと思って

ますから。ですけど、それに基づいて決めた

んだということをおっしゃってるんですけ

ど、配点自体、あるいは項目、評価する項

目。項目もこれ地方公共団体によって違うん

です。項目も違いますし、配点も違うんで

す。ですから、それを一概に公共建築協会の

基準によりやったと言われても、あくまでも

それは書き方とか基準とか、そういうことが

こういうことをやるときのことはどうすべき

かということは書いてあるんだと思うんで

す。ですので、本町で原案を配点とか決めら

れたんでしょう。そして、その案を審査委員

会にこの案でよろしいかと諮られてやられた

んじゃないんですか。 

 それで、私の質問でちょっと明確にお答え

になってないのが、(4)、今申しました、審

査委員会に案を示されたんですかと、太子町

が決めてプロポーザル審査委員会に案を示し

たと思われますが、それで間違いございませ

んか。 

 それから、(5)のところですけど、その提

案されたものが変更なく、事務局がつくられ

た案がそのまま決まったのでしょうか。それ

とも、変更がありましたか。あったんであれ

ば、どのような点ですかということをお尋ね

いたします。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 基本的には先ほど

申しました財団法人公共建築協会に準じてお

るところでございますが、それを事前に審査

委員会の皆さんにお示しして、審査委員会と

して決定したということでございます。 
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 それから、変更がなされたとすればという

ことなんですが、これも審査のすぐれた技術

提案と設計者を特定することに主眼を置か

れ、審査の重みづけや最終決定方向に向かっ

て事前に協議され、審査が行われておりま

す。ですから、最終的な決定につきまして

は、点数の変更がなされたかどうか私は一つ

一つ確認しておりませんが、点数のみで評価

する決定するのではなく、全委員が審査講評

して選定すると、そういうことが事前に決定

されていたということでございます。 

○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 では、担当部長がおわかり

にならないようですので、その委員であられ

る八幡副町長おられますから、今の点につき

まして、事務局が提案したとおりの点数のつ

け方、配点、配分、そうだったのか。それと

も、委員会で話されて変更があったのかとい

う点です。 

 それから、いろいろと相談を委員の皆様は

相談されて、ちょっと僕わからないのでお尋

ねします。まず、みんなで相談されてからそ

れぞれの方が点数、ＡとかＢとかつけられた

のか。それとも、その後点数、講評すると今

部長のほうから答えられました。講評した後

に何かまた相談して訂正とかあるのか、その

流れがよくわからないんですけど、そういう

ところはどうなってますか。 

○副議長（清原良典） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） まず、事務局が配点

の提案ということで示されたので、それをも

ちろん６委員集まった中で確認をして、事務

局案どおり実施いたしました。 

 それと、ＡとかＢとかの点数のつけ方、こ

れは各委員が非常にすぐれているということ

であればＡとか、すぐれているＢというよう

な感じで、それぞれＡＢＣＤＥで５段階方式

で評価をしたところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 ですから、もうその評価さ

れたら、それでもうそのまま、相談して出し

たら、その後変更はもうないんですか、講評

されて。 

○副議長（清原良典） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 実は当初は、例えば

本当に同じ点数といいますか、競った場合に

どうしようかというような話もありました。

しかし、結果的には点数に少し差がありまし

たので、トータル的、各委員が評価した、そ

の点数を集めた中で一番高かったところに決

めたということでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 それで、いろいろ誤解が生

じてるところ、何で満点がつくのかというと

ころなんですけど、いや、私は理論上つくと

思ってるわけで、全員の方が全部Ａをつけた

ら、それに掛ける数値1.0を仮に掛けたら満

点になるわけです。ですから、そういうこと

をはっきりご説明にならないので、それで何

で満点になるのかって誰かが聞いても、それ

をはっきりお答えにならない。私は、全員が

満点をつけられて、全員が1.0を掛けて、そ

れを平均したから、ある項目では満点になっ

てると、そういうふうに思とんですけど、そ

れで間違いないですか。 

○副議長（清原良典） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 満点に、例えば提

案の独創性で満点がついたとしましょう。６

委員です。６委員が全部Ａをつければ、

1.0ですから、それ平均値とれば1.0。したが

って、配点の15掛ける係数の1.0を掛ければ

15点の満点になるという単純なことでござい

ます。 

○副議長（清原良典） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 そういうことを早い段階で

はっきり言っていただいたらありがたかった

んです。私も本当はこの場で聞くのでなく

て、庁舎のほうの議会のほうで委員会があり

ますので、そこで質問もしてましたけど、お

答えがちゃんと返ってこないので、こうやっ

てさせていただいたんです。だから、特別委

員会があるのに、本当はそこでさせていただ
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くべきものだと私思ってますけど、答えがな

いもので、ここで聞かせていただいておりま

す。 

 私、お願いなんですけど、変な疑惑を生ま

ないように、情報をきちっと早い段階で出し

ていただいて、事実を事実のとおり答えてい

ただいたらいいんです。それを考え方をちょ

っと今練ってるとか何やかんやそういうこと

を委員会のほうでも言われたりするからこう

いうことになってるので、今後情報を早く、

そして議会に対しては真摯にお答えをしてい

ただきますようにお願いしておきます。 

 終わります。 

○副議長（清原良典） 以上で服部千秋議員

の一般質問は終わりました。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 次の本会議は12月10日午前10時から再開し

ます。 

 本日はこれで散会します。 

 ご苦労さんでした。 

（散会 午後４時50分） 

 

 


